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　早熟な恋だった。

　自分たちの選んだ衝動的な行動に、心臓が破裂しそうなほど興奮していた。

　熱に浮かされたような頭で、冬萌ともえは胸元をまさぐってくる那な智ちの指を見つめる。

　熱心な那智の指先が、かたく尖った冬萌の乳首をそっとなぞっていた。

「あ……っ」

　思わず声が漏れていた。甘い感覚を覚えた冬萌の顔を、那智はじっと見上げてくる。

「い、痛かった……？」

　心配そうに揺れる瞳に、冬萌は首を振っている。

「そっ……そんなことないよ！」

　大きな声で否定してしまう。気遣わしげな那智の様子に、このまま彼が止めてしまうのではないか、と不安になってしまったのだ。

「へんな、感じが……しただけ、なの」

　はだけたブラウスに那智は目線を戻すと、おそるおそるといった動きで、ふたたび指先で冬萌の肌を検分しはじめた。




　授業参観の振替休日だった今日、冬萌ははじめて那智の家に遊びにきていた。

　那智の家に遊びに行くことを、冬萌は母にいわずに家をあとにした。

　学ラン以外の、私服姿の那智に会うのははじめてだ。

　中学二年生の男子のなかで一番背が小さくて、身体つきも細くて、意地悪なクラスメートたちから「もやし」だの「オトコオンナ」などと那智は呼ばれている。

　冬萌はその那智のことが好きだった。

　おなじ天文部に籍を置き、親しくするうちに冬萌は彼のことを好きになっていた。

　たぶん、那智も冬萌のことを好いてくれている。

　部活の最中に何度も手をつないだし、片づけでふたりきりのとき、二度キスをした。

　小柄な冬萌と那智は、目線の高さがおなじだ。きっと見つめ合いやすいように、そしてキスをしやすいようにその背丈なのではないか、と真剣に冬萌は考えている。

　まだ高い彼の声は聞き取りやすいし、薄い肩は圧迫感がなくて安心できる。

　なにもかもが冬萌には好ましくて、那智が部屋で抱きしめてきたとき、すぐ抱きしめ返していた。

　一番かわいいブラジャーを着けてきてよかった。鎖骨のあたりに持ち上げられたピンクのチェックのブラジャーの下、那智の白い指が冬萌の乳房をたわませている。

「胸に、キス……してもいい？」

　上目遣いの那智のまつげの長さに冬萌はうっとりし、否定など一切考えずにうなずいていた。

　乳房をゆっくりついばむように吸われ、慎重に動く指先に赤い乳首をなぞられた。すでに尖り上を向いていた赤い果実は、冬萌にえもいわれぬ感覚を届けてくる。

　最初冬萌は、くちびるを噛んで声をこらえていた。こらえることにばかりに一生懸命で、胸元を隠すことも、恥ずかしいと伝えることもおろそかに──されるがままになっていたのだ。

　やがて冬萌は、カーペットに横倒しにされていた。

　覆い被さった那智の舌が直接乳暈を這い、先端がくちびるに包まれる。

「……んっ……あ、ん……っ」

　はじめての感覚だったが、紛れもない快感だった。

　もうなにもこらえず、冬萌は切れ切れの声で快感を得ていると訴え続けていた。

　強弱をつけて吸い上げていた那智の顔が離れ、彼は膝立ちになると目を逸らしたまま口を開いた。

「暑い、から……その、僕、脱いでも……」

「うん……」

　暑い。熱い。ポロシャツを脱ぐ那智の姿に、頭のなかが熱くなっていく。あばらの影がうっすら浮いた那智の肌に、ふれてみたくてしかたがない。

　腰のベルトに手をやった那智の股間、そこのふくらみがいびつになっていることに冬萌は気がついていた。

　──いま自分は、セックスをしようとしている。

　熱くなった全身が鼓動している。

　チノパンを腰から落とした那智のトランクスは、その下にあるもののかたちを冬萌に教えてくれた。

　──那智と、ふたりだけの秘密を持とうとしている。

　下着姿になった那智は、冬萌のスカートに手をのばしてきた。

「綿わた貫ぬきさん、も」

「……うん……あたしも、暑い」

　身を起こしてスカートのホックを外す。

　立ち上がった冬萌のスカートが床に落ちていくところを、那智は熱心に見つめていた。他人に下着姿を見られるのは、小学校の修学旅行のとき以来だ。上下をかわいい下着で合わせたから平気だと、恥ずかしくなっている自分に心のなかでいい聞かせる。なにより、那智だって下着姿になっているのだから。

　ベッドに腰を下ろした那智が、手を広げた。

　飛びこむようにして那智の胸に身体を預け、ふたりしてベッドに寝転んだ。肌に直にシーツの感触がして、心地いい。それもすぐ、那智とふれ合った肌に広がる心地よさに飲みこまれた。

　見つめ合った那智の顔が近づいてくると、冬萌は申し合わせていたように目を閉じた。
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　段ボール箱に一緒に入っていた手紙には、母の達筆で「自炊をこころがけてやせなさい」と書いてあった。

「大きなお世話ですぅ……」

　ひとりぼやき、大きな段ボール箱いっぱいに詰めこまれている煮物や漬け物の保存容器を台所で広げていく。

　実家に帰省したのはつい先週のことだ。

　お盆休みを利用して帰った実家で、冬萌はさんざん掃除の手伝いをさせられた。

　古くなっている実家は補強工事をすることになり、ついでに色々手を入れることになったのだ。

　そのため冬萌と兄が使っていた部屋は潰されることになり、貴重な休みに冬萌は延々掃除をして過ごしたのだった。

　その最中、中学時代にはいていたスカートが出てきた。そのスカートだけ、当時の私物と一緒にされていたのだ。

　それはほかの服と違い、はじめて自分で小遣いを貯めて購入した、特別なスカートだ。

　ふんわりとしたシルエットのフレアスカートである。社会人になった冬萌の目からしても、当時の自分の審美眼をほめてやりたくなるほど、センスも質もいいものだった。

　ためしに、とはいてみたものの、腰のあたりでつっかえてどうにもならなかった。

　体型も変わったのだな、としみじみした冬萌と違い、その場面に出くわしていた母は大爆笑し、冬萌にやせろやせろというようになったのだった。

　帰省中、自作の焼き菓子を出しておきながら、母は「それだけ食べてれば太るわよねぇ」と聞こえよがしにぼやいたりもした。

　頭にきて、片づけもそこそこに、冬萌は自分のアパートに戻ってきたのである。

　追撃するように、母から「片づけのお礼」と称された荷物が届いた。たくさんの食材とともに、「やせろ」とよけいなひとこともくっついている。

　帰宅するときのカバンに、冬萌はそのスカートを詰めこんでいた。

　いまはハンガーにかけ、壁に飾っている。

　腰でつっかえたそのスカートは、冬萌にすればとっておきのおしゃれ着だった。

　そのころ好きだった男の子の家に遊びに行くとき、冬萌はそのスカートをはいていた。

　だからほかの服と別にしてあったのだ。

　特別なスカートをはいて、少年の家に向かう当時の自分を想像し、冬萌は忍び笑いを漏らした。

　まっしぐらというか、視野がせまいというか。ろくに性の知識もないのに、当時の冬萌はそのつもりでいたのだ。よく思い切ったものだ、と過去の自分を相手に、妙に感心してしまう。

「那智くん、元気かなぁ」

　つぶやき、母の煮物をつまみ食いする。

　那智正章は、初恋の相手だ。

　いま思えば、男性的とはいい難い線の細い少年だった。きれいな顔をしていて、知り合ったころあまり男性を意識せずにすんだ。しかし芯のある少年で、彼を意識するようになるのはあっという間だった。

　彼も冬萌を好きだといってくれていて、そこからは衝動にまかせて邁進していた。だがはじめて肌を重ねようとした試みは失敗し、その後彼は転校してしまったのだ。

　急な転校で、彼自身驚いていた。冬萌に告げるとき、彼がどこか呆然としていたのを覚えている。

　彼が去った教室で、「おとなの事情とのことです」と担任は言葉を濁した。

　だが彼の父の会社が倒産したことと、同時に母親の実家の祖母が倒れてしまったことなど、転居した理由を近隣のおとなたちは知っていた。

　おとなたちから生徒たちに伝わり、そして冬萌も知ることになった。

　最初は何度か手紙をやりとりしたが、それも疎遠になった。高校に上がったころから忙しくなり、冬萌は彼のことをあまり思い出さなくなっていた──思い出さないように、と努めた効果が出るのに、そこまでの時間がかかった。

　今回の掃除で手紙は見つからず、母が「そのへんの箱なら捨てたわよ」といっていたので、その中に入っていたのかもしれない。

　あのころより、二十センチ近く身長ののびた冬萌を見たら、那智は驚くだろうか。

　ひょいひょいとつまんでいた煮物が、空になりかけている。

　冬萌は母の手紙をテーブルに置き、段ボール箱を潰しはじめた。
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「こっちはひとが多いねぇ」

　大きな声が聞こえ、冬萌だけでなく、総務課にいた全員がそちらを向いていた。

「みんな歩くのはやいし、おもて出歩くだけで疲れちゃうよ」

　常務と並んで歩く初老の男性は、総務部をのぞきこむようにした。

　ネクタイはしていないが、ワイシャツにスラックスという、社内でよく見る格好だ。社内は私服可のため、相手がスーツを着用していないと、自然と社内の人間だと判断してしまう。

　誰だろう。常務が紹介してくれるのか、と総務の面々は見守る。

「いまは全員揃ってるのかな？　ああ、加か納のうくんがいないのか、それならあとでそういう機会を」

　常務がそう口を開いたとき、彼らの背後から呼ぶ声があった。

「なにしてんですか、常務、木き田ださん。会議室へ急いでください」

　営業部長の西にし川かわだ。

「もうそんな？　木田くん、行こうか」

「そんなに怒ることないでしょ、急ぐからさ」

　とくに悪びれた様子もなく、木田と呼ばれた男性は常務とともに総務部をあとにした。

　呆気に取られた冬萌が首を巡らせると、事務所内の何人かと目が合った。

　席を外していた課長の加納が戻り、常務たちのことを総務のメンバーが説明する。加納は肩をすくめた。

「関西営業所だったひとだよ、そのひと。木田さんっていってたでしょ」

「へぇ、あっちの営業所でも関西弁じゃないんですね」

「こっちから単身赴任したひとだから。今度戻ってくることになってね」

「なにかやっちゃったんですかぁ？」

「すぐそういうこという」

　冗談めかした周囲の会話に耳をかたむけつつ、冬萌は手元の書類に目を落とす。

　加納は短く笑った。

「飛ばされたとか降格とか、そんなんじゃないよ。今度宮みや城ぎに営業所を新しく立ち上げるから、そっちの所長に。今度は単身赴任じゃなくて、ご家族も一緒だって聞いたなぁ」

　フロアにいる何人かが、ああ、と納得した声を漏らした。

　営業所が増えるという話は前々から出ていた。詳細を冬萌はまったく知らなかったが、営業所の所長が本社であるここに顔を出して、ということなら、そろそろくわしいことがわかるだろう。

「所長になるってことは、あのひとって、できるひとってことですか」

「あちこち席替えというか……ちょっとひとの入れ替えがあるねあっちとこっちを入れ替えて」

「加納さんは？」

「ご心配なく、僕はここに居座りますよ」

　冗談めかした加納の声に、電話の音が重なった。

　冬萌が受話器を取り、応対をはじめると雑談の波が引いていく。

　商品在庫の問い合わせで、べつの部署に電話を転送しながら、冬萌はあくびを噛み殺していた。







　一週間も終わりに差しかかった金曜日、昼休みにトキノ玩具を出た冬萌は、往来を歩きながらひたすらあくびを噛んでいた。

　外気のむっとするような暑さも、冷房の効くオフィスから出てみるとなぜか眠気に拍車をかけるように感じられる。

　昨夜は夜更かしをし、まとめてレンタルしたドラマのＤＶＤを観ていた。アクション物で続きが気になってしまい、ついつい見続けたため、すっかり睡眠不足になってしまった。

　眠いままでも、おなかは空く。本心はあくびと空腹感とであまり遠出したくなかったが、食事を取れば眠気も覚めるのではと、わずかな期待を抱いて会社を出ていた。

　幸運なことに、会社からほど近いサラダメインの日替わりランチのある店に、空席があるのを見つけた。

　店の窓越しに店内を確認し、冬萌は店に入る。暑いなか延々歩かずにすんで、ちょっとだけ得をした気分だ。

　店内に入ると、きんと冷えた空気に顔がほころんだ。

　集団の女性客がにぎやかに話す声が、店内には響いている。半分ほど埋まった席、ほとんどのひとの前にサラダが並んでいた。帰省以来体型を意識するようになって、冬萌は甘いものや油っこいものを避けるようになっている。

「おひとりさまですか、カウンターにどうぞ」

　店員にうなずき、冬萌はカウンターの椅子に腰を下ろす──と、またあくびが出る。

　午前中はあくびを我慢するのが大変だった。午後には目を覚ましておきたいところで、からさの強いミントタブレットでも買ってから戻ろう。そう考えながら、冬萌は日替わりランチを注文した。

　すぐ運ばれてきたランチをさっそく食べようとすると、

「やっぱりね、おかずをちょっとサラダにしただけじゃだめだと思うんだよね。ドレッシングもカロリー高いっていうし」

　そんな声が集団客から聞こえてきて、冬萌は手を止めた。

「だってさ、あたし中学高校と運動部入ってたんだけど、いくら食べてもあのころ太らなかったもん」

「ほんとぉ？」

　冬萌は手元にある、運ばれてきたばかりの日替わりランチ──一三種類の健康野菜ランチを見下ろす。

「あのころって、もろ肉食じゃん。野菜なんてぜんぜん食べてなかったわけだしさぁ」

「でも、いまそんなに運動する時間って取れなくない？　ただでさえ残業だってあるのに」

　フォークの先で、チーズとドレッシングのかかったレタスをつつく。

「そうなんだけど、いま彼氏いないしさぁ、かえってチャンスじゃない？　彼氏できたらなおさら時間足りなくなるし」

　そっか、確かにそうだわ──と冬萌は心のなかでうなずいていた。

　女性たちの話題はべつのものに変わり、冬萌は黙々と食事を続けた。

　ちょっと行儀が悪いと思うものの、とくにドレッシングがたくさんかかっているレタスをフォークでわきに避けてしまう。

　中学のときは天文部、高校以降はずっと帰宅部だった。そのころ運動をしていたら、食べても太らない身体、とやらになっていたのだろうか。

「……いまから」

　独りごとが口からこぼれかけ、となりの席を気にしてあわてて口をつぐむ。

　──いまからでも、やってみようかな。

　冬萌は口にプチトマトを放りこむ。

　部屋の壁に飾りもののようにかけられている、中学時代のスカートを思い浮かべていた。

　記憶のなかの中学時代の彼──那智は、もう顔つきがおぼろげになっている。

　十年の月日が経ってしまっていて、冬萌は二十四歳になっていた。彼の顔を思い出そうとすると、最近ドラマによく出演するようになっている美少年俳優が思い浮かんで重なった。

　彼の写真は手元にない。

　実家を片づけたとき、卒業アルバムを開いてみた。

　転校してしまった彼は、クラスごとの写真のどこにも映っていなかった。運動会や文化祭の写真では、顔がぶれてしまっていたり、うつむいて影ができていたりしているものばかりだったのだ。

　急に転校してしまったせいか、鮮明なものへの替えができなかったのだろう。

　あんなに好きだったのにな、と胸がすこし痛む。

　時間の流れとは残酷なもの──と割り切れるくらいには、過去の出来事になっているのは確かだ。

　那智がたまには自分のことを思い出して、こんなふうになつかしんでくれていたらいいのに。そんなことを考える自分を、すこしわがままだ、と胸のうちで苦笑する。

　結局ドレッシングがかかっていた部分のサラダもきれいに平らげ、帰社する前にコンビニに寄った冬萌は、ミントタブレットとローカロリーチョコを買っていた。







「綿貫さん、気分転換しておいで」

　デスクで何度目かわからないあくびを噛んだとき、冬萌は加納にとがめられてしまった。あくびをこらえようとしたところで、回数がかさめば周囲の目についてしまう。とがめられたついでに、冬萌は目覚まし代わりに倉庫の荷物整理を任命された。

　一粒でもからいミントタブレットを三粒口に放りこみ、冬萌は台車に手をかける。







　軍手をはめ、社屋のとなりにある倉庫に台車を押していく。倉庫には冷房はなく、古い扇風機が一台あるだけだ。そこで作業することを考えると、入る前からうんざりしてしまう。

　入り口の横開きのドアを開くと、ガタガタと大きな音がした。

　倉庫にはいくつものスチール棚が並び、そこに商品の在庫が置かれている。

　ここにあるものが、在庫のすべてではない。営業が取引先に持参するものや、会議に使用するためのものがここに保管されているのだ

　独特の臭気を持った空気に出迎えられた冬萌は、棚から棚へ移動させるもののリストをめくる。

　木田が任されるという営業所、そこに送る商品を選別してひとまとめにしておく──暑さからため息が出た。冷房の効かせてある総務課が恋しくなっていた。

　台車を押す冬萌の気は重いが、すべてひとりでやるわけではなかった。

　人出を各部署から最低ひとり出すことになっていて、ほんとうは加納が参加予定だったのだ。

　あくびの代償にしては大きいが、身体を動かせばやせるかも、と気を取り直して冬萌は台車を押した。

　ボードにはさんであるリストのなか、ちいさい玩具を選んで冬萌はスチール棚に向かう。

「これは営業所行き、と」

　ちいさいからパッケージも小振りだ。個数を確認して台車に乗せ、リストに赤ペンでチェックを入れる。

　次のスチール棚へ向かうと、目当ての玩具の箱に張り紙がしてあった──『在庫こちらのみ』。

「へぇ、めずらしい」

　そこにあったのはスノードームで、ちいさい子に人気のあるキャラクターマスコットが入ったものだ。箱から張り紙を剥がすかちょっと迷い、そのままにしておく。基本的に幼児向け玩具を中心に扱っているので、在庫は多く残すのが通例だった。ちいさい子はどんなアクシデントで玩具を壊すか、まったく予想ができないのだ。

　冬萌は箱を台車に乗せ、棚と棚の間を右へ左へと往復した。

　ひとつひとつはたいした重さがなくとも、数がかさんで積み上がると台車の扱いも面倒になってくる。ひたいから汗が流れ落ち、ハンカチでぬぐう腕もだるい。ずっと腕の上下運動をくり返したためだろう、すっかり重くなっていた。

　見下ろすとブラウスの胸元に汗が沁みてしまっている。こういうとき制服支給の会社なら、着替えが用意できて楽なのだろうか。ロッカールームを用意できないため、冬萌の会社は私服着用だった。あまりに派手でなければ、たいていの格好はとがめられない。

　ちょっと休憩、とハンカチでひたいや頬をおさえると、疲労感から本格的なあくびが出てきた。

　積み上げた大小の箱をひとまずべつの場所に移そう、と冬萌は倉庫の入り口に戻るべく、台車の方向を変える。

「……あ」

　方向転換の勢いがつきすぎて、台車に積み上げていた箱が雪崩れるように崩れ落ちた。

　軽い音を立てて転がっていく箱に混じって、ひとつだけなにかが割れる音がして血の気が引く。

　そんな音がするものは、スノードームしか思い当たらない。

　崩れた箱のなか、原因を見つけるのは簡単だった──水が漏れ出ている。

「ああっ……どうしよ、在庫ないんじゃ……」

　箱を持ち上げると、ぼとぼととパッケージからしみ出た水が落ちていく。

　なんでこんなにもろいの、と思いながら箱からしたたる水を片方の手のひらで受けようとしていると、

「だいじょうぶ？」

　急に声がかかって、冬萌はその場で飛び上がりそうになった。

　飛び上がらずにすんだものの、手にしていた箱を取り落とし、また盛大な音がする。

　もう手にする気にならないくらいの勢いで、箱を中心にした水溜まりがつくられていく。

「割れちゃいました？　怪我はしてないですか」

　聞き慣れない声だった。

　振り返ると、はじめて見る顔が冬萌を見下ろしていた。

　上背のある男性で、首からパスケースに入った社員証を下げている。モスグリーンのポロシャツの胸元、『川内』の文字が揺れていた。顔とおなじく、はじめて見る名前だった。汗ひとつかいていないところを見ると、倉庫にきたばかりかもしれない。

「あ、あの……」

「怪我がないなら、平気……かな？」

　ポロシャツのラインから、スポーツでもしているのかと思うほど、彼の肩や身体つきはがっしりしている。

「いえ、これ在庫がもうないらしくて……あの、あなたは？」

「俺？　関西の営業所からこっちに異動になって……倉庫の整理手伝うようにいわれてきたんです」

「関西？　それじゃ、木田さん……の」

　ぱっと川内の表情が明るくなる。ひとなつっこい表情を向けてきたかと思うと、彼は床に散らばってしまった玩具の箱を拾う手伝いをしてくれた。

「す、すみません」

「そっち、中身ガラスですか？　水に破片が混じってたら怪我しかねないから、ちょっとさわらない方がいいかも」

「確かにそうですね、雑巾取ってきます」

「お願いします、このあたりのは自分がやっておきますから」

　初対面の相手に面倒なことを頼むなんて。冬萌は穴があったら入りたい気分で走り出していた。

　掃除道具入れからほうきや雑巾を抱えて戻ってみると、倉庫にはほかの部署の面々が集まっている。

「すみません！」

　声をかけると、数人が冬萌の方を向く。

「ああ、ごくろうさん。雑巾持ってきてくれたんだ？」

「あっついなか、悪いねぇ」

　彼らの中心になりながら、先ほどの彼が台車を押して現れた。

「あ、ありがとうございます。雑巾お借りしますね」

「いえ、掃除は……」

　自分で、と動き出そうとしたが、その冬萌の手から彼は雑巾とほうきをさっさと奪うようにした。

「……説明するのもあれなんで、僕が落としたって説明しました」

　そっと耳打ちして、彼は掃除をはじめる。

　戸惑いつつも冬萌は手を出そうとするが、いつの間にかそこに混ざっている木田が口をはさんだ。

「川せん内だいがイケメンだからって、気の利くとこ見せようとしなくていいよー」

　つい彼の胸元にある社員証に目がいく。川内という文字と、せんだいという音が結びついていった。

　からからと笑う木田をさえぎるように、川内が声を張り上げる。

「僕のせいで作業止まっちゃってすみません、この張り紙もあったんですけど」

　川内はスノードームに貼ってあった張り紙を掲げた。それねぇ、と開発部の部長がおっとりこたえる。

「今年新しいの出すから、もうつくんないの」

「そうなんですか？　去年までのもので、なにかクレームが出たら……」

「もしクレームきたら、新しい方に交換。去年の製造さんが、なんかガラスの配合勝手に変えたらしくて、すごく割れやすいんだよ、それ」

　冬萌は開発部長を見た。

「川内くんも気にしないでいいよ、対応室には連絡してあるし、もうそろそろ今年のバージョンは納品されるはずだから」

「勝手に配合変えるって、そんなことあるんですか？」

　まさか、と疑いのにじんだ声で川内が尋ねた。

「うん、あったの。やたら割れるってクレームが対応室にきて、ちょっと問題になったんだよ」

　対応室はお客さまの窓口で、サポート業務を行うところだ。

「……はじめて聞きました」

　床にできた染みに目を落として冬萌がつぶやくと、曖昧な笑いが周囲で起きた。

「請けてくれてるとこ、社長の飲み友達だから」

「うわ、だいじょうぶなのそこ。今年もそこなの？」

　大きな声を出す木田の前を、川内は台車を押してよぎっていく。

　冬萌は川内の背中を追いかけた。木田たちは「今年はだいじょうぶなんじゃない、チェック項目増やすから」と真剣な声で話しはじめていた。あのまま本腰を入れて話しはじめてしまったら、ここからの作業で彼らを当てにできなくなる。とはいえ部署間の情報交換も兼ねているようで、冬萌はそこから離れ川内に声をかけることにした。

「あの、川内さん」

　肩越しに冬萌を振り返った川内は、とても優しい顔立ちをしていた。

「すみません、私が割ったのに……」

「俺でも綿貫さんでもおなじですよ、たぶん。今年は今年で発売するみたいだから、へいきへいき」

「そういうわけには……」

「それじゃ、今度このあたりでおいしいお昼食べられるところを教えてください」

　入り口の横に、バックドアが開いたままになっているバンが停められていた。社名の入ったそれに、台車に積んでいた在庫をふたりで移していった。

「これで、あとは……」

　一覧を確認していると、川内が持っていたボードを一緒になってのぞく。

「木田さんたち話しこみはじめちゃったから、あとは俺がやっておきます」

　ひたいの汗を腕でぬぐい、川内は笑った。

「いえ、私も」

「力仕事なんて、男連中に任せておけばいいんですよ」

　冬萌は返答に窮する──男連中のなかに混ざっていたのは、机であくびばかりしていたからだ、とはいい出せない。

「……俺、今度から開発に入るんです。川内です、よろしくお願いします」

「あ……私、総務の綿貫です。こちらこそよろしくお願いします。さっきはほんとうに」

「それはもうおしまいで」

　にっ、と口角を上げる笑い方に、言葉が続けられなくなった。

　あとは俺が、といわれたところで引き上げるわけにもいかない。

　まごつきはじめた冬萌の前に、うちわで顔をあおいだ加納が現れた。

「綿貫さん、目は覚めた？」

「お、おかげさまで」

「じゃ、ここで交代……なに、みんなこの暑いなか雑談中？」

　軍手をはめながら、加納は雑談の輪に向かう。納品がどうの、という言葉が漏れ聞こえるので、おそらく加納も輪に加わってしばらく時間がかかるだろう。

「俺なら平気ですよ」

　ちょっと苦笑いをしている川内に頭を下げ、冬萌は倉庫を出た。

　廊下を進みながら、川内のことを思い返していた。

　ずいぶんがっしりした印象のひとだった。笑顔がやわらかいせいか、威圧感はない。木田がからかうように口にしていた、イケメンという単語がしっくりくる。

　ほわほわした気分になっていたが、自分のデスクに戻ってみると書類が積まれていてそんな気分ではいられなくなった。

「え、これ……」

　声に出したところで、向かいの席にいる同僚が、冬萌に向けて拝むような動きを見せる。彼女の口元が動き、どうやら「デート」と伝えようとしているらしい──残業はしたくないのだろう。

　彼女に向かってうなずき、ボールペンをにぎった冬萌は、午後は集中して過ごしたのだった。







　タイムカードを打刻してみると、とたんにあくびが出た。

　背後から笑い声がして、冬萌が振り返ると開発部の同期・後ご藤とうが笑っている。入社時期が一緒なだけで、同期といっても転職して途中入社してきた後藤は二歳年上だ。いつも血色がよく笑顔なせいか、時々二十歳そこそこのように見えたりする。

「あくび盛大じゃん、寝不足？」

「夜更かししちゃって……罰としてちょっと荷物整理に駆り出されてた」

「ああ、それじゃ、うちに今度入る川内くんって見た？」

「うん、背の大きい」

「顔かっこよくない？」

　すぱっと思い切りのいい声だった。それをいいたかったのだろう。目を輝かせていて、なんだか浮き足立っている──が、既婚者の後藤は旦那一筋だ。

　連れ立って社外に出ると、むわ、と暑い空気に包まれた。時刻は七時、日は落ちているのに、まだ残暑を意識させられる夜がひんぱんに訪れる。

「ね、この後ひま？　ちょっと飲んでいかない？」

「今日はパス。寝不足と肉体労働でもうしんどい……夕飯、旦那さんは？」

「あっちも飲み会なのよ。それじゃ飲むのはあきらめて、ひとりで牛丼キメて帰るかなぁ」

　牛丼、と聞いて冬萌は急激な空腹感を覚えた。

「……後藤さんさ、ダイエットとかしてる？　なにか気をつけてるとか」

　後藤はスタイルがいい。高い胸と突き出すようなヒップが、ちっともアンバランスに見えないのだ。

「えー、そりゃあ旦那といちゃつくくらいしか」

「全然参考にならない！」

　声を荒らげると、胃袋がぎゅうと鳴った。

「ダイエットするの？　ああいうのとかは？」

　後藤が指差した先、電信柱に『ご自由にお取りください』と書かれた、チラシの入った箱がハリガネでくくりつけてある。

「なにそれ」

「エクササイズ教室だって」

　冬萌がそういったチラシでよく見かけるのは、『債権整理』『高給の夜のお仕事斡旋』だの、後ろ暗いものだ。

　うさんくさいと思いつつ、後藤と一緒にチラシを見る。

　会社のひとつとなりの駅にある空手道場が、そこに設置したようだ。道場内でエクササイズ教室をやっているらしい。

「ここ知ってる、けっこう大きいとこじゃん」

「後藤さん知ってるの？」

「うん、ここの近くにスパあって、何回か行ったことあるの。ここの空手道場って、入り口とかきれいなとこだよ」

「なかは？」

「入ったことないから知らないや」

　後藤は読み終わったチラシを元に戻したが、冬萌は折り畳んでカバンにしまっていた。

　そういえば、と思い出せるていどの、うっすらと記憶にある──後藤が話していたスパには冬萌も行ったことがある。

　そのスパの近く、ビルの一階になにやら道場があったはずだ。

　たしか窓が大きくガラス張りで、おもてから道場の様子が見えるようになっていた。ずいぶん入り口が明るい、と思ったことがある。思い違いをしていなければ、利用者もそれなりに多く開放的な道場だったと思う。

　──せっかくだし、一度確認しに行ってみてもいいかもしれない。

　牛丼を食べるという後藤と別れる。

　冬萌は母から届いた荷物に入っていたそうめんを食べるべく、まっすぐ帰宅した。
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　記憶にあったとおり、往来から畳敷きの道場の様子が見えた。

　いまは道場を使っている時間ではないようだ。時折なかでひとが通る姿が、ガラス張りの一階に見受けられる。

　道をはさんだ向かいに喫茶店があり、冬萌はそこで折り目のついているチラシを取り出した。

　気軽に見学どうぞ、という文字と電話番号があるが、なかなか踏ん切りがつかない。

　スポーツの経験に乏しく、昨日帰宅してから腹筋腕立て運動をしたものの、五回が限界だったのだ。

　ためしに道場の近くまで足を運んだが、あまりに本格的な場所は敷居が高い。初心者歓迎、の文字を何度も眺めるも、いざ自分のようなまったくの運動なまくらが出向いたら笑われるのでは、と妙な心配をしてしまう。

　注文していたアイスティーも空になってしまい、冬萌は意を決して席を立った。

　見学希望なのですが、と一声かければいいだけなのだ。

　もし駄目なら、べつのスポーツクラブでもなんでもあるし、とすぐ勢いの弱まったことを考えつつ、冬萌は横断歩道を渡った。

　道場には『由技ゆうぎ館空手道場』という看板が掲げられ、その横に『由技館カラテスクール』という看板もある。

　ガラス張りの一階正面にある受付には、いまひとはいない。道場も無人で、ガラスからのぞきこむようにした冬萌は、受付に呼び出し用のベルがあることに気がついていた。

　なかに入って、あれを一、二回押せばいい──それだけのことだと思うのに、足が動いてくれない。

　まごついていてもどうしようもなく、こんなときに限って人通りもない。人目がないせいで、冬萌はそこでたっぷり十分ほど道場をのぞきこんだりすこし離れたりと、不審な動きをくり返していた。

　今日はスパにでも寄って、道場はあらためて電話を入れてからまた来てみよう──そんな後ろ向きな気持ちに傾いたとき、道場の奥から大股に現れた男性がいた。

「あ……」

　男性も冬萌に気がつき、表情を明るくして手を振ってくる。

　振り返すか冬萌が迷う間に駆け出し、道場から出てきた。

「綿貫さん、どうしたんですか。こんなとこで」

「川内さんこそ、どうしてここに」

　Ｔシャツにジーンズという出で立ちの川内は、満面の笑顔で道場を指差した。

「俺、ここ通ってるんですよ。綿貫さんは？　なか見てたみたいだけど」

「通ってるって……え、空手やってるんですか？」

「そう！　っていっても、ずっと関西支部のほうにいて……綿貫さん、いまひとり？」

「え、ええ……まあ」

「この後よかったら、一緒に昼でもどうですか。どこか行くところでした？」

「と……とくに目的は……」

「じゃあ、荷物取ってくるからちょっと待っててください」

　ぱっと身をひるがえし、川内は道場の奥に戻ると荷物を手に戻ってきた。

　連れ立って歩きはじめたものの、飲食店の前で足を止めてもなかは席に空きがなく、川内は困ったように笑う。おたがい土地勘がなく、右往左往してしまっていた。飲食店ではないか、という看板がいくつか集まっているところがあり、そちらに足を向けはじめる。

「川内さん、こっちに転勤になって大変じゃないですか？」

　道のすこし先に、ファミレスの看板がある。そこを目指して歩きはじめていた冬萌は尋ねた。西から東と、距離は当然のこと、環境も大いに変わる。

「けっこう引っ越し経験者なんですよ。大学が関西だったので、就職もそこでって感じで」

「ずっと空手を……？」

「もうちょっとで十年かなぁ、四捨五入しちゃうけど」

「すごい、そんなに？」

　スポーツマンか、と彼の厚みのある身体を横目にする。

「やってるだけで、才能はなかったんですけどね。身体動かすの、楽しくなっちゃって」

　到着したファミレスは、テーブル席は満席だったが、カウンターが空いていた。

　こちらを見る川内に、冬萌はうなずく。

「カウンターでいいです」

　肩を並べた川内はステーキセットを頼み、冬萌は迷った挙げ句にサンドイッチにした。メニューにはどれもこれもカロリーが書いてあって、ありがたいようで注文を決めづらい。

　差し障りのない会話がはじまっていた。

　社内で取っている仕出し弁当があまりおいしくないこと、通勤電車の遅延が多いこと。

　春先にとなりのビルが害虫駆除の薬をたくので、その時期には社屋に害虫が移動してくることがあること──そのときにウェイトレスが料理を運んできて、食事時に出す話題ではなかった、と冬萌は反省していた。

　川内の注文したステーキセットは鉄板に乗っていて、肉の焼ける音とにおいが冬萌には刺激的だった。

「……ひとくち、どうですか」

　じっと見つめてしまったためか、肉を切り分けながら川内が微笑んでいる。

「と……とんでもないです……」

　サンドイッチを口に運ぶものの、いいかげん肉などの重いものを食べたくなっていた。そのためにも運動時間を確保した方がいいのだろう。

「川内さん、あそこの道場通うんですよね」

「そうですね、今日は知り合いに挨拶してきたところだったんです」

「関西にいたのに、お知り合いがあそこに？」

　道場同士のつながりというのがよくわからない。

　川内はフォークの先でなにやら曲線を描き、

「関西というか、最初広島にある道場に通いはじめて、その後家の都合で関西行ったんですよ。それで道場を点々として……いちおうさっき綿貫さんと会ったとこ、あそこが本部なんですけど、本部から関西に指導に来てたひとたちと顔見知りで……大学のときの先輩なんかも、いま本部にいるんです」

　習い続けた交友関係の集大成みたいなものか。

「じつは昨日飲み会で、今日も夜飲み会なんです」

「そんなに？」

「歓迎会らしいんですけど……飲むの好きな先輩がいるんで、ちょっと多くなりそうで怖いですね」

　さほどいやそうでもない川内は、笑って肉を口に放りこんだ。

「……あそこ、エクササイズ教室もやってるみたいですけど……」

「うん、空手になじみのない女性向けに、って。生徒さんそれぞれに合わせて運動の重さ決めるから、なかなか好評みたいですよ」

　そうかぁ、と内心つぶやく。

　見学に行ってみよう、という気持ちはまた高まっているものの、川内が通っているならすこし考えてしまう。

　会社の同僚が通いはじめたらいやではないだろうか──それを尋ねるか考えていると、川内は食事を平らげて満足そうな顔をした。

　まだサンドイッチを食べ終わっていない冬萌があわてて口に詰めこもうとすると、手を振ってそれを制止してくる。

「ゆっくり食べて、あわてないで」

　川内の笑う表情に、冬萌は胸のなかがぐっと重くなる。

　まつげが長いその瞳にのぞきこまれるようにして、冬萌は思わず目を逸らしていた。

　川内の視線を意識してしまって、なんだかサンドイッチの味がしなくなっている。

「よかったら、また昼一緒に食べたりしませんか」

　顔を上げた先、川内はやはりにこやかな表情を浮かべていた。

「お昼？　今日みたいにですか」

「そういうことして、怒るひといますか？」

　意味がわからないまま、素直に首を横に動かした。川内が笑顔になり、それを目にした冬萌は、それが彼氏の有無を確認していたのだ、と気がついた。大学生活の後半に交際相手と別れ、それ以来そういった相手はいなかった。

「せ、川内さんの方こそ、誰かに怒られたりしないんですか」

　出た声はすこし上擦っていた。

「しないです。俺、綿貫さんとなかよくなりたいですよ──冬萌ちゃんって呼べるくらいには」

　冬萌ちゃん、という声に、頭のなかが熱くなった。

　浮かれてしまいそうになっている自分がいて、冬萌はテーブルのお冷やを一気に飲み干す。

　首を巡らせると、店内は満席で、入り口には席が空くのを待つひとの列ができていた。

「出ましょうか、ここは俺が持ちますね」

　レシートを手に川内が腰を上げる。

「えっ、そういうわけには……」

「いきなり誘ったの俺ですし、今度お昼にうまい店とか教えてくれればいいですって」

　大股にレジに向かった川内に追いついたときには、もう彼が財布を開いているところだった。

「まかせといてください」

「……ごちそうさまです」

　払う払わないで揉める気もなく、いつかお昼を食べに出たときに返そう、と素直に冬萌は一歩身を引いた──が、次に会計をしようとやってきた年配の女性客たちが、払う払わないといい合いはじめる。

　これはおもてに出ていた方がよさそうだ。

　おもてに出ると、風がすこし冷たくなっている。見上げた空は、まだ昼過ぎだというのにがっかりするような曇天になっていた。

「雨になりますかねぇ」

「予報だと、夜になってから曇るって話だったんですよね」

「このあとどうしますか？」

　朗らかに笑う川内は、とても魅力的に見えた。

　気さくで話しやすいし、ほとんど初対面といっていいのに、カウンターで並んで食事を取ることに抵抗がなかった。

　夜に飲み会だという彼の時間潰しにつき合うか。このあとの、飲み会までの予定を尋ねるか迷う冬萌の脳裏を、ベランダで風に揺れている洗濯物がよぎっていった。

「……天気も気になりますし、今日は帰ります。ごちそうさまでした」

　冬萌は笑顔を返しながら、一歩下がっていた。

　川内は道場ではなく、反対方向にあるスポーツ用品店の並ぶ通りに向かうというので、冬萌は駅で彼と別れて見送った。

　人波に彼の長身が紛れて消えると、冬萌は駅には入らず、ぶらりと歩きはじめた。

　まだ天気は崩れそうにないし、道場の先にあるべつの路線からも帰宅できるので、食後に歩いてみようと思ったのだ。

　近くのホールでコンサートがあるようで、さっきは見かけなかった女性たちの姿がある。それとわかるのは、手に手に応援する歌手の名前の入ったうちわを持っているからだ。

　開発の後藤がそのグループが好きで、チケットがなかなか取れないとぼやくのを何度も聞かされている。

　コンサートを開催する歌手グループに詳しくないが、目を輝かせているファンの女性たちは微笑ましかった。

　きっと後藤もコンサートに来たかっただろう。今月のコンサートのチケットが取れなかった、と悔しそうにする姿を思い出した。

「そうだ」

　小声でつぶやき、冬萌はあたりを見回す。

　せっかく行き当たったのだし、コンサート会場でグッズを買えないだろうか──女性たちはおそろいの買いもの袋を下げている。コンサート会場の物販で後藤になにかお土産でも、と思いついていた。空手道場に足を向けるきっかけは彼女だ。後藤がチラシを見つけてくれなかったら、冬萌は気づきもしなかったかもしれない。

　空を確認すれば、重苦しい色合いの雲はまだ遠くにある。

　駅から出てきたふたり連れの女性が、冬萌を追い抜きながら靴音高く歩いていく。

「間に合うかなぁ」

「ぜったいマフラータオルほしいのにぃ」

　肩のカバンからうちわがのぞいていて、彼女たちについていけば物販にたどり着けるのではないか──冬萌は歩きはじめた。

　信号を渡り道を進むと、あっという間に道にいるコンサート客と思しき顔が密度を増していった。

　道の先、人垣のようなもので進めなくなっているのが見える。警備員も出ており、スタッフジャンパーを着た青年が整列の呼びかけをしていた。

　なんの列だろう──首をのばした冬萌の目の前で、スタッフが大きく両手を使って道の片側に列をつくってくれるよう呼びかけている。

「ここが最後尾になります、この先に出ても物販列はこちらですので！　現在三百人ほどの待機となっております！」

　耳を疑った冬萌をさておき、スタッフに四方八方から物販についての質問が飛んでくる。グッズが残っているのか、どのくらい時間がかかるのか──冬萌は気圧されたようになって、足を止めてしまっていた。

「商品については、いくつか完売品も出ています！　そちらはこのあとべつのスタッフがお知らせに参ります！　開場時間に間に合いますよう、みなさん迅速なお会計にご協力ください！　もうちょっとだけ前の方と詰めていただけますかー！」

　日傘を差している女性たちが、列のなか渋々といった様子で畳んでいった。

　道で足を止めている冬萌に、スタッフが怪訝そうな目を向けてくる。

「あの、これってコンサートの……？」

「物販列になります。お買い求めですか？」

　これは無理だ──そう即断するような列ができ上がっている。三百人が待っているとのことだが、振り返ると列はさらに長くなっているところだった。

　冬萌はスタッフに首を振り、来た道を引き返した。

　こんなに列が長くなるとは思いもしなかった──すっかり気持ちが萎えてしまった冬萌は、買いものを楽しみにしている女性たちの列の横を歩きはじめる。

　とりあえず近い駅へ、と足を向けた冬萌より先に、通行人が空を見上げ手のひらを上に向けた。

「雨？」

「やだ、あたしの日傘、雨のとき駄目なやつなのに」

　聞こえた声に、冬萌は足を急がせた──雨粒が頬に当たり、激しい降りではないが焦ってきてしまう。

　駅への交差点で足を止めた。

　赤信号が変わるのを待つなかでも、ぽつぽつと雨は降り続けている。向かいの横断歩道にも、うちわを手にした女性たちが立っていた。空模様を気にし、折り畳み傘を取り出す姿も見える。そろそろ日傘を新調したいと思っていたところで、それなら晴雨兼用の折り畳み傘を一本用意してもいいしれない。

　交差点の広い空を見上げた冬萌は、カバンからスマホを取り出して時間を確認した。三時ちょっと前──設定してある天気予報アプリの表示が時計アイコンの下にあり、晴れのち雨だと予報している。

　顔を上げた冬萌は、向かいの道で女性たちに声をかける男性の姿に気がついた。

　親しげ、と思ったのは一瞬で、すぐに女性たちが迷惑そうに首を振るのがわかった。そうなると男性の態度は馴れ馴れしいいやなものに映る。

　ナンパだろうか、信号も一緒に渡りはじめる男性は目立っていたが、周囲はそちらから顔を背けるようにしていた。

「ね、いい席のチケなんだし、トレードでいいじゃん。予算どのくらいあるの？　相談乗るよ」

「いらないです！　チケはあるんだし、ほっといてください！」

「なんでいい席で見たくないの？　ファン失格だなぁ」

　──ダフ屋か。

　チケット転売をしたいのだろうが、女性がいやがってしまっている。青信号になった交差点のひとの流れは多く、そして雨もあってみな早足だ。

　会場に近づけばダフ屋も退散するか──女性たちを気にしていた冬萌は、前から歩いてきたひととぶつかってしまった。

「きゃ……っ」

　左肩にまともにぶつかってしまった。しかし謝る間もなくぶつかった相手は通りすぎ、手にしたままになっていたスマホが地面を転がっていく。

「やっちゃった……！」

　スマホを拾い上げ、赤に変わりそうな信号をあわてて渡った。

　渡り切った交差点のはじで、スマホが無事が確かめる。本体もケースもどこにもひびはなく、電源を入れてもなんら問題なく起動した。

　液晶画面に雨がぽつりと落ちる。

　駅もすぐ目の前で、本格的に降られる前に移動できそうだ。

「スマホだいじょうぶ？」

「えっ」

　声をかけられそちらを見ると、ダフ屋の男性が冬萌の手元をのぞきこんでいた。

「災難だったねぇ、このあと時間ある？」

「な……ないです」

　目が合った──はずなのに、彼の焦点が合っていない気がする。目の前にいるのはごく平凡な見た目の青年なのに、どことなく怖さを覚えて鳥肌が立っていく。

「いい席のチケットあるんだけど、おねえさんどういう音楽聴く？　あそこのホールのコンサートなんてどう？」

　いま渡った信号の先、建物の間に見え隠れするホールをダフ屋は指さす。

「いえ、私は」

「金額相談乗るよ、スマホも無事でいい席でコンサート見られるなんて最高じゃん」

「けっこうです、もう帰りますので」

　カバンにスマホをつっこみ駅の方に身体を向けるが、ダフ屋はそこにまわりこんでくる。

「帰るなら予定ないんでしょ？　コンサート見ていけばいいじゃん、イケメンばっかだよ」

　これは相手をしないで、さっさと駅に入った方がいい──そう思うのに、相手は冬萌の進行方向で手を広げて通そうとしなかった。通り過ぎる人々は、冬萌の方を一瞥するだけだ。いっそ雨が激しく降ればダフ屋の気も逸れて逃げ出せるが、ぽつぽつと時折頬に雨粒があたるだけだ。

「と、通してください、なにも買いません！」

「いいじゃん、ちょっと雨宿りできるとこで相談しよ」

「あの、いえ、私このあと約束がっ」

　とってつけたような冬萌の言葉は、ダフ屋に鼻で笑われただけだった。

「はいはい、お話しするのちょっとだけだから、ちょっとこっちに」

　ダフ屋が冬萌のカバンをつかみ、冬萌はいっそ悲鳴でも上げてやろうかと思うが──声が出てこなかった。

「や、や……っ」

「ちょっと、人の彼女になにしてんだよ」

　べつの声が割り入って、冬萌のカバンが放された。

　後ろから肩を抱えられる──見上げたところにあったのは、厳しい表情をした川内の顔だった。

「なんの用だよ」

「えー、ほんとに約束あるならそういってよぉ」

「知らないやつにペラペラ予定話すわけないだろ」

「ふたりでコンサートなんてどう？　二枚なら金額相談乗れるよ」

　無言の川内に背を押され、冬萌は駅の方に足を動かす。ダフ屋は数歩ついてきていたが、通りがかったほかの女性に声をかけはじめていた。

　駅の柱を背に立って、ようやく安堵できた。

「帰ったんじゃなかったんですか？　見かけてびっくりしましたよ」

　冬萌の背に、川内はまだ腕をまわしたままだった。体温がじんわりと感じられるようになってきて、安心感が芽生えてくる。

「通りがかったので、ちょっとコンサートの物販がどんなのかのぞいてみようかと……」

「ああ……なんかやってますね」

「混んでたので戻ったんですけど、ちょっと……チケット屋さんがしつこくて」

　柱の影から川内が交差点の方をうかがった。

「うろうろしてますね。気の弱い子なんかだと、チケット買っちゃいそうだなぁ」

「……私、押せば買いそうだと思われたのかな……」

　ショックを受けた冬萌の背を、川内の手のひらが軽く叩くと離れていった。

「見てると、手当たり次第にしつこくしてるみたいですね。綿貫さんがどうの、っていうことじゃないですよ」

「あの、川内さんは用事は……」

「俺？　俺は夜会う先輩からはやめに出て来るって連絡が入ったんで、こっちに戻ってきたんです」

　川内は改札を目でしめした。

「雨も本降りになってないし、いまのうちに電車乗っちゃった方がいいですよ。災難でしたね」

　ぽつぽつと雨が降っているのは変わりない。川内は改札外にある売店でビニール傘を二本買い、そのうちのひとつを手渡してきた。

「あ、代金払います！」

「このくらいいいですよ」

「駄目です、お昼だって……」

「じゃあ、今度会社に持ってきてくれたら」

「すみません……ありがとうございます」

　傘を受け取り、川内に見送られて改札を通った。

　ホームに向かう階段の手前で改札を振り返ると、まだそこには川内が立っている。冬萌に手を振ってくれる姿にほっとするものを覚え、冬萌も手を振り返した。

　電車はすぐホームに入ってきた。

　が手すりにつかまったときには、雨は本降りになっていた。

　物販の列に並んでいる人は大変だ。うまく雨を凌げたり買いものができたらいい。しつこかったダフ屋は思い出すだけでいやな気分になった。

　だが川内が戻ってきてくれてよかった──彼から借りた傘をにぎり、冬萌は背中に感じていた川内の手のぬくもりを思い起こしていた。
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　週が明けた月曜日、冬萌は午後になって会議室に呼び出された。

　新規立ち上げの宮城営業所に、幾人かが移ることになるそうだ。その余波として、本社では何人か欠員が出ることになる。そのため冬萌に営業に事務として移らないか、との打診だった。

　営業事務の女性が退職することも決まっている。遠方に引っ越すことになったのだという。

　明らかに人手が足りなくなるのだ。

　あくまでも打診であって、強制ではないということだった。会議室で向かい合った営業部長の西川は、顔の前で手を振って否定している。

「入社してすぐ総務でしょ？　営業もいいよ、やりがいあって」

「総務もやりがいがあるので、できれば……」

　異動はしたくなかった。まだ入社して二年経っていない。そんなすぐにべつの場所に、というのは気乗りしない。

「いっちゃうとさ、綿貫さんまだペーペーでしょ。だったらこっちで仕事覚え直しても、支障ないんじゃない？」

　なぁんてね、と取ってつけたような言葉があったが、冬萌は笑えない。

　冬萌が即座に返答をしないせいか、いやいやいや、といいながら西川は身を乗り出してきた。

「いや、まあね、いやだったらそういってもらってかまわないから……」

「はい、営業ではなく総務でお願いしたいです」

　ただの打診であって、決定ではないはずだ。波風を立てないように対応したいのに、冬萌の声はかたかった。社が決定したならもう断れないが、希望を尋ねてくるのなら、冬萌としては辞退の言葉を口にするしかない。

「うん、まあいま総務だしね、また近いうちに声かけるので、考えておいてくれる？」

　部署が違うためほとんど接触することはないが、営業にいる男性たちはあまりひとの話を聞くタイプではないようで、冬萌はすこし苦手だった。

　退職が決まっている女性が立ち話をしたときにいっていたのは、「こっちも話は適当に聞き流してればいいのよ」とのこと。冬萌としては、そういった部署でやっていける自信はない。

「それじゃ、また。おつかれさま」

　さっさと席を立った西川は会議室を出ていき、そこにはふたり分のコーヒーカップが残されている。

　自分の前にあるカップにはまだコーヒーが残っていて、冬萌は一気に飲み干した。

　片づけよう、とのばしかけた手が止まる。いっそ西川の分を片づけるのはよそうか、という考えが頭をよぎる。だがさすがにそれはやってはいけないことだ、と思い直した。

　給湯室にカップを運んで洗い、自分の机に残してきた仕事を思い出す。はやいところ戻ってしまおう。

　水音のなか、こちらに近づいてくる足音が聞こえてきた。誰だろう、と顔を向けると、そこに現れたのは木田だった。

「おつかれさまです」

「おつかれさん、これも頼んでいい？」

　みっつ重ねたコーヒーカップがシンクに置かれる。

「お客さんですか？」

　打ち合わせでもあったのか。コーヒーはカップの内側で、すっかり乾いてしみになっている。

「いや、僕が使ってたんだけどよ」

「そうなんですか。三個あるので、てっきり来客かなにかだと」

「気がついたらたまっちゃってて。一緒にいいかなぁ」

　横目に見た木田の笑顔は、正月などに田舎に帰省したときに遭遇する酔った親戚を連想させた。

「こっち、置いといても誰も片づけないんだねぇ。関西は気が利くから、空になったころあいにぱっと片づけてくれたんだけど」

　うーん、とわざとらしく聞こえる声を木田は出した。あちらの営業所はそういうやり方なのか、と内心うなずきつつ、スポンジに洗剤を落とす。

「今日はこちらでお仕事ですか？　関西から直接新しい営業所に移られるんだと思ってました。こちらは片づけておきますので」

「いまはここの営業部屋の隅っこでちょっとね。営業所、いま内装やってるんだよ。知らない？」

「ええ、存じませんでした」

　冬萌がカップを洗い水気をぬぐっても、木田は立ち去らない。

「こっちだと、まわりのひとの洗いものなんてしない？」

　そこになにかこだわってしまっているのか、木田はそんな質問を重ねてくる。

「ほかの部署はわかりませんが……総務だと、ふたがないと飲みもの持ちこめないんです。もしこぼしたりして書類が濡れたら大変だ、ってことで。それだとどうしても、中身がどのくらい残っているかは、本人しかわからないので」

「そうなんだ、今度の営業所で真似したらどうかなぁ、洗ってもらえないかねぇ。カップが置きっぱなしになってるのってさ、けっこうさみしいんだよ。洗ってくれてもいいのにねぇ」

　カップをぬぐい、流しの横にある棚にしまう。冬萌は早々に総務部に戻ろうとした。

「それじゃ、失礼しまーす」

　愛想笑いを浮かべ挨拶をした

　冬萌が給湯室を出ようとすると、木田は新しいコーヒーのドリップパックを給湯室の棚から取り出した。

　そんなにコーヒーばかり飲んでいてだいじょうぶか──気になったが、冬萌は足を動かし給湯室から離れた。

　西川といい木田といい、いいたいことをぐいぐい話すタイプの相手を連続してすると疲れる。

　昼は軽くサンドイッチとサラダにしたため、おなかのあたりが軽く感じられた。空腹感が強まったら、木田のようにコーヒーを飲もう。

　フロアの席に戻るとお菓子が配られていた。

「それ木田さんからいただいたやつ。みなさんでどうぞって」

　小袋に入ったあられ菓子で、ぽりぽりと口に運ぶ音があちこちで上がっている。

「袋の色で味が違うんですって。三種類だったかなぁ。綿貫さん、私のと半分こしない？」

　となりの席で同僚が、ティッシュペーパーの上に自分の分の菓子を広げていく。しかたなく冬萌もおなじく袋を開け、半分ずつ同僚と分け合った。

　あとで食べることにして処分するか──そう思ったものの、周囲の音につられて冬萌もあられ菓子を口に運んでしまっていた。

　カロリー摂取と引き換えに、そのあられ菓子はとてもおいしかった。
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　四時を指す時計を横目で確認し、冬萌は手元の書類を確認する。

　このままなにごともなければ、五時半の定時には会社を出られそうだ。

　外にいるとどうしても色々食べたいものが思い浮かんでしまって、対応策として冬萌は急いで帰宅する、と決めていた。おやつがない部屋にいれば、間食だってしないだろう。ここ数日軽い食事を心がけているのに、体重計の数字は動いていない。

「ちょっといいかな」

　加納の声がし、その場の全員が顔を上げた。

　フロアに入ってきた加納の背後には、開発部の西川と川内が続いている。

　川内の姿を認め、冬萌は一瞬息が詰まったような心地になっていた。背中に当てられた温かい手のことを思い出してしまう。

「何人かは知ってるかもしれないが、新しく開発に配属になる川内くん」

　川内が前に出て頭を下げた。

「お世話になります、川内正臣です。よろしくお願いします」

　木曜日には月が切り替わって九月になる。冬萌は内心うなずき、川内の顔を見ていた。

「正しいに、臣下の臣、それで正臣くんね。川内くんは先週まで関西の営業所にいて、こっちに異動になったところでね、今日なんかも社内であれこれやってるけど、正式には明日からってことになってます」

　開発部の西川が説明する間、川内は口角を上げたややかたい笑みで、総務部を見回していた。

　冬萌のところですこし止まった彼の目が、すっとほそめられた。

　彼とは逆に、冬萌は目を見開いてしまっていた──彼の視線に胸を突かれた気がして、冬萌は驚いていた。

　心臓の鼓動がはやくなっている。

　なにこれ、なにこれ──ひとり戸惑っている間にも挨拶は終わり、べつの部署に行くのだろう、彼らは出ていった。

「ちょっと、あの子かっこいいね」

　ひとりがはしゃいだ声を出した。すでに子供が大きくなっているせいか、話しはじめた彼女は堂々としている。

「あと十年若ければ？」

「そうそう、むしろうちの娘、嫁にもらってくれないかな」

　かっこいいね、総務に配属だったらいいのに──好き勝手に話しながらも、彼女らの手は仕事を進めている。

　やがて雑談もなくなり、それぞれが手元の仕事に向かっていく。その間も、冬萌の頭のなかではぐるぐると雑多な考えが巡っていた。

　確かにかっこいい、どうしよう、川内くんの顔が頭から離れない、どうしよう、すごく川内くんの笑い方いいかも、どうしよう──なにがどうしようなのか、なかなか進まない仕事に向かうなか時間は経ち、定時になって次第に周囲の人数が減っていく。

「綿貫さん、どう？」

　声がかかったとき、冬萌以外にはもう加納しかおらず、時計は七時を指していた。

「……これだけやっていきます」

「そう？　それじゃ、お先に」

　そんなに時間のかかる仕事ではないはずなのに。加納の立ち去る足音に、冬萌は頬杖をついて手元の書類を指先で叩いた。

　ひとりになったフロアは静かで、それからは冬萌が扱う書類の立てるカサカサ、ガサガサという音しか聞こえない。

　しばらく自分の作業に没頭していたが、そこにべつの音が混ざり、冬萌は顔を上げた。

　総務のドアは開かれたままで、通路をやってくる足音が聞こえる。

　もう書類を出しにくるひとはいない時間帯で、誰だろう、とうかがっていると、そこに現れたのは川内だった。

「おつかれさまです」

「……どうか、しましたか」

　緊張した声が出た。

「ええと……加納さん？　が帰るところにちょっと行き当たって……そのときに綿貫さんが残ってるって教えてくれたんで。まだいるかなって」

「あ……もうちょっとなので、だいじょうぶです」

　なにか心配されている気がしてそうこたえると、川内は冬萌のとなりの椅子に腰を下ろした。

「この間はありがとうございました、傘も近いうちにお返ししますね。あのあと、すぐに本降りになったので助かりました」

「あのダフ屋、しばらくおなじことしてたんですよ」

「そうなんですか？」

　川内はちょっといやそうな顔をする。

「だからはやめに出て来られる飲み会の面子で、ダフ屋に声かけまくったんですよ」

「なんて……？」

　あのひとに声をかけるなんて、冬萌としてはぞっとすることだ。

「ダフ屋が女の子に声かけたら、こっちは『俺の妹になんの用だ』って」

　目を丸くした冬萌に、川内は手を振る。

「強面の面子が調子に乗っちゃって」

「……危なくないんですか？　それって」

「危なそうだったらさすがに止めますし、あっちもそんな妙なことはしないんじゃないかな──というか、怒ってはいたけどすぐどっかに行っちゃってました。雨も降ってたし」

　ダフ屋にからんでいくなど危ないのでは、と考えてしまうが、言葉の端々からたいした問題もなく終わったのだと感じ取れた。

「お借りしてた傘、どうしましょうか。直接お返しするタイミングがあるかわかりませんし……一階のエレベーターの横に傘立てあるじゃないですか、あそこに傘を立てておきましょうか？」

「返さなくてもいいですよ、高いものでもないですし──それより、食事でもどうですか？」

「これからですか？」

「予定、ありましたか？」

　首を振る。

「よかった──俺、ここで待ってるとさすがに邪魔になりますよね。一階の休憩所あるじゃないですか、あそこにいます」

「え、あの……すみません」

　するりと川内が廊下に出ていき、冬萌はその足音が遠ざかるのを聞いていた。

　これから食事？　川内さんと？

　冬萌は手元の書類に目をやる。あとは明日の朝に、すこしはやめに出社すればいいだろう。

　冬萌は帰り支度をはじめた。

　急に川内と出かけることになり、そわそわしている自分がいる。

　立ち上がった冬萌は、袖机から自分のカバンをつかむと小走りになり、手洗いに駆けこんだ。

　洗面所の鏡に映る自分の姿を確認し、メイクを簡単に直し、格好はおかしくないか何度もチェックした。青のブラウスも白のパンツもバーゲン品とはいえ、下ろしてから日が浅い。へんな格好には見えないはず、とおずおずした気持ちで鏡に向かってうなずいた。

　カバンを抱えて休憩所に向かいながら、冬萌は自分の行動を理解していた。

　大学時代の彼と会っていたときと、まったくおなじ行動を取っている。

　ああそうだ、そういうことだ──休憩所のドアを開けると、スマートフォンを片手に持った川内が冬萌の方を見た。

　ずきん、と心臓が痛んだ。

　これはもう自覚するしかなかった。

　──彼のことを好きになりかけている。

「お待たせして……すみません」

「だいじょうぶです、急に声かけて、こちらこそすみませんでした」

　立ち上がった川内と並んだだけで、顔が熱くなった気がした。

　これはもう、好きになりかけているのではない。

　冬萌はうつむいた。

　また彼の手のひらの温度を思い出していた。

　──好きになっている。







　最寄り駅に背中を向けて歩き、ふたりが入ったのはフランチャイズ展開をしている、どこにでもある定食屋だった。

　いくつか店をのぞいて歩いたがどこも空いておらず、やっと空きを見つけたのがその店だったのだ。

　ファミレスと同様、カウンター席で川内と肩を並べた。

　サラダのみで、というわけにもいかないので、豚しゃぶ定食を頼む。もう色々と下準備がされているのだろう、川内と話もそこそこな状態で料理は運ばれてきた。

　とんかつ定食を頼んだ川内と、しばし無言で箸を動かす。

　食事をはじめてみると、ああおなかが空いていたんだな、と自分のことなのにしみじみ思う。ここ最近サラダや温野菜ばかりだったので、ゆで豚がおいしくてうれしくなってしまう。

「綿貫さん、この間もそうですけど、小食ですよね」

　話を振ってきた川内は大盛りにしてもらった白米を平らげ、通りかかった店員におかわりを頼んでいる。

「私ですか？」

「この間もサンドイッチだけだったし、今日もあんまりご飯食べないし」

　できるだけご飯には手につけないようにしていたのだが、指摘されたということは、もしかすると行儀悪く見えるのかもしれない。

　運ばれてきたおかわりの白米を、川内はぱくりと口に放りこむ。一口が大きく、見ていて気持ちのいい食べ方だ。

「……ダイエットというか……身体をしぼれたら、って思ってるところで……」

「そうなんですか？　健康診断引っかかったとか」

「いえ、そういうわけじゃ……ちょっと、思い立ちまして。この間川内さんと会った道場も、エクササイズ教室があるっていうんで……のぞきに行ってたんです」

「ああ、それであそこに。いってくれたらよかったのに」

　川内の表情は明るい。

「じゃあ今度俺と行きませんか」

「い、いいんですか？　でも私、運動全然したことなくって」

「最初はみんなそんなものですよ。俺も最初は準備運動しただけで、一日分の運動をやりきった、みたいな状態でしたし」

「見学だけで、結局行かない、なんてことにもなりかねませんし……」

　彼がいっているのは空手のことだろう。冬萌がやろうとしているエクササイズ教室とは、メニューも違うはずだ。

　並外れて運動ができない自覚はあって、冬萌は腰が引けている部分があった。

　冬萌川内は顔を近づけてきた。

「……ちょっと。頼みごとをしてもいいですか？」

「頼みごと？」

「道場に関係することなんですけど」

「……私にできることなら」

　運動関係のことでないなら、と内心でつけ足していた。

　倉庫でかばってもらったこともあり、できるだけ恩返ししたいと思っている──なにより、彼の力になりたい。

「道場にいる間、俺の彼女のふり……してもらえないですか」

「か、のじょ？」

　まじめな顔で川内はうなずいた。

　聞き間違いだろうか。冬萌は思わず眉を寄せていた。彼女のふりをするなど、滅多に聞くような内容ではない。

　冗談ではないらしく、──予想していなかった言葉に目をしばたたかせる冬萌に、彼は事情を話しはじめた。

　何度か道場の門下生との飲み会に出席してわかったことで、キャバクラや風俗に行きたがる先輩がいる。

「飲みに行くのはいいんですけど、そういう系はちょっと……」

　苦笑いをする様子からして、おそらくすでに行こうと声をかけられているのだろう。

　彼女がいる、ではなく、彼女が道場に顔を出している、という状況になれば、そういった誘いも断りやすい。もしかしたら、誘い自体なくなるのかもしれない。

　エクササイズ教室は週に二回ほどで、その頻度ならぼろも出にくいのではないか。

「こんなお願いで、申しわけないんですけど」

　冬萌は箸を置きすこし考える。

「……そういうお話なら、かまいませんよ」

　そんな頼みを冬萌にするのなら、いま川内に彼女はいない、ということか。

　嘘からのスタートか、と思ってしまった冬萌の胸がわずかに痛んだ。

　しかしとなりで微笑んでいる川内からは、どちらかというと気軽な──どこか甘えるような気配がある。深刻にかまえる必要はないのかもしれない。

「一度見学して、通うかどうかはそれから決めることになると思いますが」

「よかったぁ！」

　背もたれに寄りかかり、川内は破顔する。

「頼めるひと、全然いなくて……助かります」

「こ、こちらこそ、お役に立てれば」

　あまりに素直な笑顔を向けられて、冬萌はどぎまぎしてしまった。

「さっそくなんですけど、綿貫さん、いつごろ見学行く予定でしたか？」

「これといって、決めてなかったんです。なかなか踏ん切りがつかなくって」

「そしたら、俺が話ししてきてもいいですか？　いくつか曜日の候補だけ出してもらっておいて、そのなかから選んでもらうような」

　冬萌はうなずいた。

　話が転がってなんだか妙なことになっているが、ふりであっても川内のとなりに立てるのはなんだか楽しそうだ。彼ともっと親しくなれるかどうかは、冬萌には見通すことができない。すくなくとも川内は周囲の誘いを断りやすくなり、冬萌はエクササイズ教室に通う取っかかりを得られる。

「それで……その、彼女なんだし、綿貫さんのこと、冬萌ちゃんって呼んでもいいですか？」

「えっ」

　びっくりして変な声が出てしまった。

「俺のことも、もうちょっと違う感じで」

　川内さん、ではなくべつの呼び方をするのか。紹介のため総務部を訪問してきたときに知った彼の名前を、口に出してみる。

「正臣さん、ですか」

　名前を呼ぶだけで、やたらと緊張する。

「なんか堅苦しいなぁ、呼び捨てでもいいですよ」

　難題を突きつけられた気分になって、冬萌は両方の手のひらを見せて首を振る。

「……まさ、くん？」

　川内は相好を崩した。

「オッケーです。そしたら、慣れるように……ふたりのときはそれで」

「ふたりのときって、そんな」

　そんなタイミングなど滅多にないだろう。

　せいぜい道場か、会社の廊下ですれ違うか。その程度だろうから、おかしなことになどならないはずだ──うっかり他人の前で気安く呼んでしまうような事態には。

「あとは……どこで知り合ったか、とか」

「あ、そっか。関西から来たばっかりですものね」

「会社はおなじですから、研修かなんかで知り合って……そのあとは遠距離恋愛だった、って感じですかね。あんまりしつこく訊いてくるようなひとも、そんないないとは思うんですけど……万一そんな相手がいたら、てきとうにごまかしてもらえたら」

「ああ……内緒です、とかそういうはぐらかす感じで」

　あらかじめ冬萌に頼むつもりだったのか、よどみなく川内がふたりの関係の設定を決めていく。

　ふりではなく、ほんとうの彼女に、といい出したら川内は驚くだろうか。そんなことを考える間にも、冬萌は川内とメッセージアプリのアドレスの交換をし、どちらともなく席を立っていた。

　テーブルの伝票をさっと川内が取り上げ、軽く振る。

「迷惑かけるんだし、ここは俺が」

「え、だめですよ、この間もそうだったんですから……」

「いいっていいって、気にしないでよ──冬萌ちゃん」

　彼に名前を呼ばれると、胸が苦しくなる。

　言葉が出なくなった冬萌に背を向け、川内はレジに向かっていった。
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　川内が道場に打診するのははやく、その週の金曜日には施設見学に出かけることになっていた。

　手ぶらでかまわないという連絡が入ったときのメッセージアプリ画面を、道場に向かう電車のなかで冬萌は何度も確認する。

　受付にかならずひとがいるので、そこに声をかければあとは案内がつく、とのこと。

　すっかり暗くなった道を、冬萌は駅に向かうひとの流れに逆らって歩いた。週最後の平日とあってか、道々の飲食店に入っていくひとの数が多い。

　定時に上がって道場に向かう予定でいたのだが、ちいさい子供のいる同僚が早退したため、彼女の分の仕事も引き受けていた。そのためすでに八時をまわっていて、道場に到着するころには、すでにエクササイズ教室は終わっているだろう時間になっていた。

　退社するときに確認したスマホの画面には、川内からメッセージが届いていた。

　川内は定時退社できたようで、今日は道場で稽古があるため直行するそうだ。見学はいつでも歓迎、というスタンスらしく、残業後でもよかったら顔出してみてください、と川内からのメッセージは続いていた。

　前回下見に訪れたときと違って、おもてにいても道場内から漏れ出た音が聞こえてくる。

　ガラス越しになかをうかがうと、道場には複数のひとがいて、銘々になにやらトレーニング中だった。それがなにをしているのか、運動はからっきしの冬萌には、なにかトレーニングをしている、程度しかわからない。

　鍛錬中の門下生たちは、全員真っ白い胴着を着ていて、立派な体格をしている。

　そのなかに川内の姿がないか思わず探す冬萌は、受付にいるきれいな女性がこちらを見ていることに気がついた。パンツスーツの、折り目正しい印象の女性だった。

　女性と目が合うと、先方は会釈をしてくれる。それに引き寄せられるように、冬萌は道場のドアに手をかけていた。

「すみません、見学をお願いしました、綿貫と申しますが」

「お聞きしてます、川内くんのご紹介の」

「はい、そうです」

　スリッパを借り、荷物をロッカーに預け、冬萌は受付にいた女性──関せき口ぐち早苗さなえと名乗った──と一緒に道場を歩きはじめた。

「お時間いただいたのに、遅くなってすみませんでした」

「とんでもないです、今日のエクササイズ教室は終了しているのですが、なかの様子だけでも見ていってください」

　奥への扉を開くと、急に道場内の音が大きくなった。

　体育館のような場所だと、冬萌はぐるりと場内を見回した。道場の床にマットのようなものが敷かれていて、そこでふたり一組になって拳で打ち合っている。手にはグローブをはめているが、あまりの迫力に冬萌は足を止めてしまっていた。

「組み手をしているところで、全員黒帯です」

　奥の方に川内の姿があって、凛とした表情とすばやい動きに驚いてしまう。その冬萌をうながして、早苗は奥へ足を進めた。

　早苗が足を止めたのはドアの前で、なかから話し声が聞こえている。

「ここが更衣室になります。普段は男性用ですが、シャワーがこの先にあるので、エクササイズ教室をやっている間はここで生徒さんの着替えをお願いしています。時間帯で変わるとはいえ、男女共用というところに抵抗があるかもしれませんが、なかから鍵もかけられますのでこちらを使っていただければ」

「いまは……」

「エクササイズ教室の生徒さんが、着替えの最中みたいですね」

　ドアの取っ手の下、赤い表示がある。ポピュラーな仕様だ。施錠されている間は赤、それ以外は青になるのだろう。

　更衣室を通り過ぎ、最初の部屋ほど大きくないが、やはり体育館を連想するつくりの部屋に入る。

「こちらがエクササイズ教室のときに使っている部屋です。最初に見た、組み手をしていた部屋の方が大きいんですが、あちらだとどうしてもおもてから見えてしまうので……それだとちょっと女性には抵抗が」

「ああ……人目がない方が、やりやすいかもしれないですね」

　部屋のすみに、丸められたマットなどがひとまとめにされている。

「いまのところ月水金の三回やっていまして、そのなかから二回選んでいただくのが基本になっています。軽い運動が中心なので、運動から離れていらっしゃる方でも、身体がついていかない、ということはないかと」

「……運動経験がないんですが、だいじょうぶでしょうか」

「いま通っていただいている生徒さんにも、そうおっしゃってた方がいらっしゃいますよ。年齢もお孫さんがいるくらいの方もいて」

「そうなんですか……」

「最初はきっちりラジオ体操をする、くらいの強度からできますので。体験教室もありますし、半月からでもはじめられます。おためし感覚でいいと思いますよ、一度どうですか」

「そう、ですね」

　遅れてきたせいで、エクササイズ教室の様子は見学できなかった。また日をあらためて、といいたい冬萌の前で、早苗は脇に抱えていたファイルを開いた。エクササイズ教室のプログラムや加入する保険のパンフレットだった。

「運動中の事故のことも考えて、保険に入っていただくようお願いしているんです。講師がついて個人個人に合った指導をしますので、無理な運動をするようなことはないですが」

　ファイルを開いた状態で渡され、目を落とす。

　きれいに扇形に開かれたそこに、エクササイズ教室の契約書も混ざっていた。

　ちらりと早苗を見ると、にっこりと瑞々しい笑顔がそこにある。

　彼女ももしかしたらここでスポーツを楽しんでいるのか、均整の取れた姿勢のいい女性で──しかも美人だ。きっちり髪をまとめ上げた、早苗のひたいのかたちはきれいだった。生え際のかたちがあまりきれいでない冬萌は、いつも前髪を下ろしている。

　いいなぁ、と素直な感想を抱いたとき、早苗がなにかに気がついたような顔をした。

「もしかして、お夕飯まだでしたか」

「え？　あ、そうです。会社の後、まっすぐこちらにうかがって……」

「それじゃ、手短にした方がいいですね、今日は認めでもいいんですが、なにか判子は」

「も……持ってないです」

「じゃあ次でいいので、契約書に記入して判子を押しておいてください」

「あ、あの」

「一度受付に戻りましょうか、ペンも椅子もないところでこんな話をしても、しかたないですものね」

　運動室を出て受付に向かう途中、更衣室のドアが解放されたままになっているところを通りかかった。

「みなさん帰られたんですね、教室の方が使ったあとは、ドアをこういうふうに開けっ放しにしてもらうんです──こちらにどうぞ」

　受付のカウンターのなかにある椅子に招かれ、冬萌はそこに腰を下ろした。

　ボールペンを借りて、契約書に住所や電話番号を記入していく。

　流されているような気がしたが、元々見学に来ようと思っていたし、できれば運動をはじめたかったのだ。ひとまずはスタートラインに立ったのだ、いいだろう。冬萌はそう考えることにした。

　卓上カレンダーを早苗が差し出す。

「いつからになさいますか？　綿貫さんのご都合のいい日からでかまいませんし、当日に来られないときも、電話を一本いただければ」

「は、はい……来週からでも──ほんとうに私、運動の経験がないので……よろしくお願いします」

「ひとつずつやっていけばだいじょうぶです。あとは動きやすい格好で……ひと揃いジャージみたいなものがあれば、それで」

「ジャージ……」

「この近くに、スポーツ用品店があります。まだいるかな……電話して、なかを見せてもらえるか訊きましょうか」

「もう閉店してる時間ですよね」

　冬萌の手元にあるファイルのなかにある一枚のチラシを、早苗は指先で選び出すと机に置く。スポーツ用品店のチラシで、ジャージのセット販売などをしているようだ。

「ここ知り合いなんです、まだ九時過ぎだし、平気ですよきっと」

「い、いえ、手持ちのものを見てからにします、まだいいです！」

　早苗のペースになってしまっている。冬萌はファイルを閉じ、腰を浮かせて辞退する。

「そうですか？　あ、稽古解散……かな」

　早苗の目が冬萌の頭を越え、ずっと背後に注がれた。

　稽古場からの物音が、ほぼひとの話す声に変わっている。

　そこにひとの走る大きな音が混ざり、そちらに目をやると川内がやってくるところだった。汗だくになっていて、ひたいや頬を流れる汗が、顎の先から滴ろうとしている。

「冬萌ちゃん、どうだった？」

　汗をふくハンカチを出すかと迷う間に、川内はにぎりこぶしで顎の汗をぬぐった。

「見学終わったでしょ？」

　ああそうだ、ここでは彼女みたいに振る舞うんだ──冬萌は申しこみ書を見せた。

「あ……書類は書いたけど、判子持ってきてなくて」

「そっか、俺手ぶらで、っていっちゃったんだよね、ごめん」

　では、と早苗の声がそこに入る。

「来週の月曜日から開始でよろしいですか？」

「は、はい」

　早苗が差し出すファイルを受け取ると、冬萌は席を立つ。退出の挨拶を、となにやら面接でも受けているような心持ちになっている冬萌と違い、リラックスした川内が背中に手を当ててきた。

「俺シャワー使うから、その間待ってられる？」

　──こういうとき、どうこたえるのが一番自然だろう。恋人同士だったら。

　冬萌は受付前の通路に出た。川内に先に帰っているとこたえるより先、べつの大きな声がそこに割りこんでくる。

「お！　川内の彼女ってその子？」

　どやどやと道場から足音を立て、身体の大きな胴着姿の門下生がぞろぞろとやって来る。冬萌は胸元のファイルを持つ手に力をこめた。まるで人間の壁ができたようになっていて、川内が冬萌の前に身体をすべりこませた。

　彼の後ろに隠れるような状態だが、冬萌はお世話になります、と頭を下げた。彼女として扱われると緊張してしまう。ぼろを出さないようにと、へんな汗が出てくる。

「よろしくー。彼女さんはエクササイズだけなの？　空手もやりなよ、川内だっているんだし」

「このあとどうすんの？　みんなで飲み行かない？」

　どの顔もひとなつっこそうなのだが、いかんせん揃いも揃って冬萌より大きく、身体に厚みがある。

「駅から奥の方になるんだけど、うまいバルがあるんだ。川内も知ってるだろ、あそこに……」

「今日はちょっと勘弁してください」

　冬萌の代わりに、川内が口を開いた。

「俺らは上がったら別行動します、じゃあ俺汗流してきちゃうから」

「うん、私は外出てるから……あの、これで失礼します」

　それこそ逃げるように立ち去ろうとする冬萌の耳元で、川内が「ありがと」とささやいてくる──彼女のふりのことだろう。

　いまみたいな感じでいいのかな、と冬萌は緊張したまま道場から出ていた。

　なにかいわれたら川内の彼女だとこたえて、そう振る舞えばいい──冬萌は軽く考えていた。が、合わせるといってしまったものの、冬萌は嘘に慣れていない。いざとなると、言葉が凝ったようになって出てこなかった。すでに川内がそうだと周囲に話したようで、ほかの門下生もその前提で接してくる。ここまで相手との距離が近いとは思いもしなかった。

　この先エクササイズ教室に参加したら、さっさと道場をあとにするようにした方がいいだろう。

　駅にまっすぐ向かわず、冬萌は道場で受け取ったファイルから、スポーツ用品店のチラシを取り出す。

　さすがに今日はもう閉店しているだろうが、ウィンドウ越しになかが見られるかもしれない。ジャージなど持っていないし、動きやすい服装といって思い浮かぶのはデニムパンツだ。運動着を一揃い用意しなければならないだろう。

　スマホをのぞいても、川内からの連絡はなかった。

　もう道場から出ているし、待つ必要もないか──チラシの地図を街灯の下で確認した場所は、ここからほど近いようなので、冬萌はそちらに向かってみることにした。

　大通りに面していた道場と違い、細い道を二回折れて進むにつれ。人通りが激減する。

　目当てのスポーツ用品店には格子状のシャッターが降りていて、その先に店のショウウィンドウがあった。

　暗い店内の様子は判然としないが、マネキンに着せられているサッカーユニフォームと剣道着は冬萌にとって縁遠いものだった。

　ジャージの価格も知らないが、新しくなにかをはじめることが楽しくなってきている。

　身体を動かせば、筋肉がつくかもしれない。道場にいた門下生たちの芯のある機敏な動きを思い起こす。

　とくに川内の姿が目に焼きついている。

　ふたり一組で打ち合っていたが、彼のまっすぐの姿勢はきれいだった。

　週末の間に一式必要なものを揃えよう。そう思ってきびすを返した冬萌の鼻は、胃に直撃する芳香を嗅ぎ取っていた。







　うっかり買いものをしてしまってから、冬萌は時間を確認しようとスマホを取り出していた。

　川内からのメッセージが届いていて、冬萌のいまいる場所を尋ねている。大通りで落ち合う約束をして、冬萌は明るい道の方へ歩きはじめた。

「冬萌ちゃん、こっち！」

　冬萌が大通りに出るより先に、川内が見つけてくれて駆け寄ってくる。

　前髪がすこし湿っていた。指をのばしかけて冬萌はふれそうになったが、その手を空中で止める。

「髪、乾かせてないですよね、急かしてごめんなさい。ちゃんと先に帰るっていってたらよかったですね」

「でも冬萌ちゃん、ここにいるでしょ──なに買ったの？」

　冬萌がぶら下げている袋を気にした川内に、それをしめす。

　なかには弁当屋の軒先で値引きで売っていた、唐揚げ弁当が入っている。スポーツ用品店のそばにあった弁当屋だ。閉店間近なのだろう、すべて値引きされていて、吸い寄せられるようにそのなかの唐揚げ弁当を買ってしまった。

「川内くんと落ち合うんだったら、もういっこ買えばよかったかも」

　弁当はのぞきこんだビニールの袋のなかにひとつ。

「うちに買い置きあるから、晩はだいじょうぶ、それ食べるし。それより……川内くん、じゃないよ」

「あ、そっか……まさ、くん」

　照れ笑いしながら顔を上げた冬萌に、川内は前ぶれなしにくちびるを重ねてきた。

　やわらかい感触が、冬萌のくちびるをこするようになぞる。

　すぐに離れたそれの意味を、冬萌は尋ねたかった。

　川内の目が正面にある。熱を帯びたような瞳が揺れていて、冬萌はなにかいわなければ、といやに焦っていた。

「まさ、くん」

　呼びかけた冬萌の声は、そこで消えた。

　冬萌のくちびるを、ふたたび川内がふさいでくる。

　舌が差し入れられ、冬萌の頬を大きな手が包みこむ。

　あまりに心地よくて、冬萌は目を閉じてしまっていた──とたんに川内のくちづけが深くなる。

「……ん……っ」

　冬萌が反応すると、吸い上げられる強さが増した。湿った音が聞こえてきて、冬萌は自分たちがキスをしていると自覚する。

　肩を引き寄せられ、呼吸を忘れたような川内から荒々しいくちづけを受けた。冬萌が身をよじると、逃すまいとするかのように、川内は強く抱きしめてきた。

　くちびるが離れ、冬萌は首を振るようにしていた。

「川内く……ま、待って……っ」

　川内の指は冬萌の顎を追いかけ、またくちびるを重ねようとしてくる。

「川内くん……っ」

「……名前で呼ばなかったら、もう返事しない」

「ど、どうしてこんな……」

「冬萌ちゃんとキスしたかったんだ」

　──恋人のふりをするだけのはずなのに。

　冬萌の言葉も腕も、抵抗のために動いてくれなかった。

　動かずにいると川内の腕に力がこもっていく。もしほんとうに彼が恋人だったら、と思ってしまった冬萌は、彼の胸に身体を預けてしまった。

「冬萌ちゃん、俺とキスするの……いやじゃなかった？」

「いやとか……そんな、だって……ふり、なんじゃ……」

　戸惑いのにじんだ冬萌の声は、川内の胸に吸いこまれくぐもっていた。

　川内の胸は広くて、心地いい。

　──もっとこのままでいたい。

　その願いを口にしたら、川内はかなえてくれる気がした。

　しかし暗い道の先からバイクの走ってくる音が聞こえ、川内の腕がゆるんでいった。

「川内くん、い……行こう」

　我に返った冬萌は距離を取ろうとしたが、川内の手がすばやく冬萌の手をにぎってくる。

　口角を上げ、川内が微笑む。笑顔を前にしただけなのに、胸が苦しくなった。

「川内くん、じゃないでしょ」

「……まさくん」

　うなずいた川内に手を引かれ、ゆっくりとした足取りで駅に向かう。

　川内の手は熱いくらいだった。

　駅に向かう最後の信号を渡るときにはうっすらと汗ばんでいたが、冬萌は思い切って自分から指に力をこめた。それより強い力でにぎり返されて、ずっとこのままでいたい、と思ってしまう。彼のくちびるがふれた感触を思い出し、狼狽しそうにもなっていた。

　電車は逆方向になるため、川内とわかれひとり混み合った車両で揺られる。

　暗い車窓に映った自分の顔を、見るともなしに見つめた。

　ぼんやりと自宅アパートに帰宅したときには、時刻は十時近くになっていた。

　ひさしぶりの唐揚げを前にしても食欲がなかった。冷凍しようと支度をし、風呂を使おうと腰を上げる──ずっと川内のことが頭から離れない。

　彼のキスを思い出してしまう。

　くちびるに指を当てた冬萌には、彼のそれが恋人のキスだったように思えてしかたなかった。

　そうありたいという自分の願望だろうか。




　浴槽に湯が溜まっていく音を聞きながら、冬萌は冷蔵庫からつくりおきの煮物を取り出した。ひとり暮らしをはじめるときに、母から口が酸っぱくなるほど「一品でいいから煮物を常備しなさい」といわれていた。つくるときには面倒に感じることが多いが、こういうときには助かるものだった。食事をするには遅い時間だし食欲が消えていたが、なにも食べないというのも身体によくなさそうだ。

　レンジで温めた煮物をテーブルに運ぶ冬萌の目は、壁にかけてあるスカートで止まった。

　冬萌はまた川内のことを思い出していた。

　彼とのキスはいやではなかった。

　驚いてしまったが、思い出すだけで胸の鼓動が強くなる。ついでに頬がゆるんでしまう。

「川内くんは……どういうつもりなんだろ」

　恋人のふり、の練習のつもりなのだろうか。キスをしたくなったというのだから、冬萌に気持ちを向けるようになってくれているのか。

　出社すれば、どこかしらで川内と顔を合わせることになる。

　なにもなかったような様子で現れるだろうか、キスをしたときのような熱っぽい目をするのだろうか。

　胸のあたりが熱くなって、冬萌は箸を置いてスマホに手をのばしていた。もし「週末、ジャージ買いに行くのつき合ってもらっていいですか」とメッセージを送ったら、川内は来てくれるだろうか。

　誘ってみようかと迷ううちに、女友達からスマホにメッセージが届いた。

　それは愛用している下着メーカーのバーゲンの情報である。「私いけないんだけど、ともちゃん知ってた？」とメッセージは続いている。

　友達はメッセージと一緒に、バーゲン情報の画像も送ってくれた。上下をセットで買うと割引率が上がる。冬萌は興奮しながら、「知らなかった、教えてくれてありがとう」と返事をしていた。

　ジャージの買いものと一緒に下着のバーゲンに行くことにした冬萌が、川内を誘うのはあきらめることにしたところに、湯船にお湯が溜まったことを知らせるアラームが鳴った。

　冬萌は腰を上げ、浴室に向かっていった。





　　　●






　あっさり筋肉痛になっていた。

　エクササイズ教室と銘打っているが、本人が希望すれば器具を使った運動もさせてくれる。

　冬萌は初心者のため、ていねいな柔軟運動と基本の筋トレをした──だけなのに、翌日には筋肉痛になっていた。

　次の教室参加日である金曜日には、筋肉痛は解消されていた。が、教室に参加したことで、また筋肉痛になっていた。

　冬萌は月曜日と金曜日に教室の希望を出しており、参加するたびに筋肉痛になっている。

　また筋肉痛になるのだろうな、と考えながら、四回目の参加である金曜日、冬萌は更衣室にあるシャワーを借り汗を流していた。

「じゃあ、お先にぃ」

　教室に通う面々は、近所に住むひとがほとんどだ。とくに主婦層が多く、産後に太ったので戻したい、とがんばるひとと一緒に運動している。家事もあるので、みんな教室が終わるとさっさと帰っていく。だれひとりとして、冬萌のように一時間の運動でぐったりしているひとはいなかった。

「ともちゃん、あとお願いしてもいい？」

　孫もいる、といっていた女性が、シャワー室のドアの先から声をかけてくる。

「はい、だいじょうぶですので」

「それじゃ、おつかれさまぁ」

　今日は人数がすくないそうで、冬萌を含めて四人だった。これでほかの三人は帰ったことになる。

「……かえろ」

　ひとりごとも、なんだか重い。

　教室の前に軽く食事をしたが、すでにおなかが空いてきている。

　ここ最近川内と顔を合わせていなかった。

　冬萌と川内がキスをしたあと、顔を合わせるタイミングがまったくなかった。

　キスをしてわかれた直後、社で扱っている製品に問題が出てしまったのだ。発売して間もない家庭内遊具の破損が相次いでいた。営業や開発の社員のほとんどがその聞き取りや客先への訪問に駆り出されていた。

　異動したばかりの川内も例外ではなかった。道場にも出てきておらず、様子をうかがうメッセージを送るか迷ううちに日にちが経ってしまった。

　破損問題は収束しつつある。製造ラインレベルでのミスだと判明し、この週明けには聞き取りをしていた社員たちも社で落ち着いて仕事ができるようになってくるはずだ。

　思いがけず川内と顔を合わせなくなり、冬萌は肩すかしを食らったようになっていた。キスのことを思い出してどきどきしてしまうが、川内に会ったときには平静でいられそうだった。

　シャワー室を出て、レンタルのタオルで髪をふいている最中、コツコツと更衣室のドアを叩く音がした。

「はい」

　のんびりしている場合ではなかった。ここを空けないと、稽古が終わった門下生に迷惑がかかる。

「いま出ますので」

　いいきる前にドアが開いた──なかから鍵をかけられても、外からは無理なのだろう。だから帰るときに、警告もこめて教室の生徒は声をかけてくれたようだ。気づかず冬萌はのんびりしてしまっていた。

「せ……川内くん？」

　ドアが開き、そこから川内が顔をのぞかせた。

「鍵かかってると思ってた……びっくりしちゃった」

「うん、鍵かかってないのに電気ついてるから、帰ったのかと思ったよ」

　ロッカーを開け、荷物をあわててまとめていると、川内が横に立った。

「今日はお休みしてるんだと思ってた……」

「休もうと思ってたんだけど、いいかげん身体もなまってきちゃうから、さっき来たんだ──どう？　慣れそう？」

「わからない。また筋肉痛になりそう」

「最初はどうしてもなっちゃうから」

　横の川内はひたいに汗が浮いているものの、滴るほどではない。

「川内く……まさくんも、最初はそんなだった？」

「うん、へろへろになった」

「……いまそんなに頑丈そうなのに？」

　ずっと身体をきたえているのかと、そう思っていた。

「筋肉なんて、昔は全然なかったよ。いまはこんなだけど」

　胴着の前をはだけ、川内は黒のアンダーシャツを着ていて、照明で筋肉の線が描かれている。

　ほら、と胸を張られて、冬萌はそっと腹部にふれてみた。

「……あれ、やわらかい」

　ふっ、と声を出して川内が力むと、腹部がかたくなる。思わず冬萌は笑ってしまっていた。

　川内が力を抜くと、弾力のある筋肉に戻った。

「すごい、筋肉ってずっとカチカチなんだと思ってた」

「えらそうに筋肉ってこんなだよ、なんてやってるけど、俺はこの程度だし……でもこの道場にも腹筋が板チョコみたいになってるひと、何人かいるよ」

　アンダーシャツがたくし上げられ、川内の腹部を目の当たりにする。

　引き締まった身体に、冬萌は手のひらを押しつけてみた。汗で湿った熱い肌にふれた瞬間に、冬萌はぞくりとしていた。胸だけでなく、身体の奥から沸き起こったふるえだった。

　あわてて手を離そうとすると、川内に手首をつかまれる。

「ご、ごめんなさい、さわったりして……」

「さわりたくて、さわったんじゃないの？」

　手首をつかむ手の力がゆるむ。

　否定できず、川内も怒っていない。冬萌の手はまた川内の肌にのびていき、今度は彼のみぞおちにふれる。

「ずっと会えてなかったけど……最後に会った日、俺は冬萌ちゃんにキスしたいからしたんだ」

　川内の手が、冬萌の肘をつかむ。

「いろんな、自然な欲求と一緒なんだと思う。ほしいのも、食べたいのも……全部冬萌ちゃんになる」

　引き寄せられ、彼の顔が近づくと、冬萌は目を閉じていた。

「一緒にいたい。もっと……近くにいたい」

　そうかすれた声でささやいた川内が、冬萌にくちづける。

　今度は冬萌からも、彼を求めて舌を動かしていた。

「……っ、ん……」

　舌がからんで上がる湿った音も、上顎をなぞる川内の舌の軌跡も、なにもかもが冬萌の身体を温め、潤わせる。

　くちびるが離れると、とたんにもの足りなくなった。彼に気取られたくなかったが、冬萌はくちづけを楽しんでいた。もっと彼と舌をからめたいと、はしたない欲求を覚えてしまっている。

「稽古、九時に終わって……なんだかんだで十時には空くから、そのくらいにここにまた来てもらうのって」

　冬萌はうなずいていた。

　休前日とあり、時間を気にする理由はなかった。







　道場にほど近い場所にある洋食店に入り、アイスコーヒーを頼む。

　ストローの紙袋を破りながら、冬萌は川内の言葉の意味をいまになって噛みしめていた。

　──もしかして。

　アイスコーヒーの味がしない。

　──もしかして、今日お泊まりになるなんてことは。

　そういうことを川内はいっていたのか。

　冬萌のスマホがふるえ、見ればメッセージアプリにメッセージが届いていた。

『稽古終わった。もうちょっと待ってて！』

　ひとりでいるのに、うん、と思わず口から声が出ていた。

　あまりに道場から近い場所にある店に入ったせいか、すこしすると店の前を門下生がぞろぞろと連れ立って歩く姿が見られた。

　和気藹々と彼らが去っていく。店内にいる冬萌に気づいた様子はなかった。

　注文した皿は空になっているし、冬萌は席を立っていた。

　そわそわしてしまって、じっとすわっていられなかったのだ。

　店を出て道場のすぐそばまで来てみると、すでに外は暗くなっている。

　のぞきこんだ道場内、照明はしぼられていた。なかをうかがおうとしたとき、スマホに川内からメッセージが届く。

『いつでもいいよ、更衣室にいる』

　なかに入り脱いだ靴を手に、冬萌は更衣室に向かった。

　廊下は常夜灯しかついておらず、そうするつもりもないのに足音を忍ばせていた。

　更衣室に入ると、なかは真っ暗だ──奥に光が見えた、と思うと、それは川内が手にしたスマホだった。

「はやかったね」

「近くにいたから……明かり、スイッチどこ？」

「明かりはいいんだ。こっち、こっちの窓から見えるんだけど」

　首をかしげながらそちらに向かうと、ロッカーの影に窓があった。

　一番奥まで進んでみてやっとわかるのだが、更衣室はぱっと見は長方形だ。しかしロッカーで見えないだけで、ぼこぼこといびつなかたちをしていた。背中合わせに置かれたロッカーと柱にはさまれ、ちょっとしたデッドスペースができている。

「このビル、けっこう古いんだよ。増改築してて、そのせいで更衣室もへんなかたちしてるんだって」

　なるほど、とうなずいた冬萌の前にある窓を、川内が開く。

　窓の前は、ほかのビルの壁だ。右も左もおなじく壁である。コンクリートと暗闇があるだけで、生ぬるい風を頬に受けた冬萌は、後ろに立つ川内を見上げた。

「川内くん、これって」

「……上、見てみて」

　窓をしめした川内の笑顔に、冬萌の脳裏になつかしい面影がよぎった。

「ちょっと身を乗り出す感じになるかも」

「……うん」

　面影を振り切って、冬萌は彼のいうとおりにしてみる。

　はるか上、夜空にぽっかりと白い光の円が浮いていた。

「なに、あれ」

「ＵＦＯ」

「え!?」

　川内を振り返る。彼は笑っていて、冗談だと気がついた。

「俺も最初見たときにＵＦＯっていわれて、ほんと!?　ってなったもんなぁ」

　もう一度空を見る。

　やはり光はそこにあって、微動だにしなかった。

「もうちょっとしたら消えるよ、十時ちょっとになると、電気消すんだ」

「電気？」

「あれ、あっちの方にあるゲームセンターの照明なんだよ。十時になると、閉店準備はじめてちょっとずつ看板の電気落としていくんだって」

「もしかして、誰か確かめたの？」

　川内は冬萌の背後から首をのばし、窓の外を見上げた。

「受付に関口さんっていたでしょ？　あのひと、ここの館長の……師範の娘さんなんだよ。門下生がＵＦＯだＵＦＯだってうるさいから、原因調べたらしくて」

　そう川内が説明している間に、上空の光はふっと消えていった。

「閉店したんだね」

　そういって冬萌は窓を閉める。

　身体の向きを変えようとしたが、できなかった。

　川内が身体を押しつけてきている。

「川内くん、もう……出ようよ」

　行き止まりに追い詰められたような場所で、冬萌は背後から抱きしめられた。

　冬萌は抵抗しなかった。彼の胸に背中を預けると、しっかりと支えてくれる。安定感があり、冬萌は自分の胸元に添えられている川内の手をにぎった。

　胸の鼓動がはやい。川内の手に伝わってしまっているかもしれないが、そんなところをふれられても不快感はなかった。

「冬萌ちゃん、このあとなんだけど……」

　川内がいいかけたとき、物音がした。ふたりして黙り、音に対して身構える。

　ひとの話し声と、ドアの開く音。

「どのへん置きますかぁ」

　ゴトゴトと、なにやら重さのあるものを運んでいるような音がした。

「どうせ明日また動かすから、出しやすいとこに置いといた方がいいよな」

　暗いなか、こんな物陰にいたら──道場のひとに、そんなことは知られない方がいいかもしれない。自分たちはすっかり隠れてしまっているが、彼らが電気を点けたり更衣室を歩きまわったらすぐ存在は発覚するだろう。照明を──ＵＦＯを見ていた、といえばいいのかもしれないが、一度隠れてしまうと、どう動いていいかわからなくなる。

　どうしよう、と尋ねるような気持ちで、冬萌は川内を見上げた。依然彼は冬萌を抱きしめている。

　微笑んだ川内が、冬萌の髪に鼻先を埋めた。彼の胸元にまわっていた手が離れようとするので、冬萌はにぎっていた指の力を抜く。

「あの娘、けっこうかわいいよなぁ」

「あの娘？　なんかいましたっけ」

「なんかじゃないって、川内が連れてきた娘」

「連れてきたんじゃなくて、あいつの彼女じゃないっすか」

「そうそう、川内の彼女と早苗さんだろ、もうふたりくらい美人増えたら、やる気出そうじゃねぇ？」

「なんのやる気っすか、それ」

　ちょっと下卑た、だが楽しそうな笑い声が上がった。

　冬萌は息を殺していた。

　川内が身体に密着しているだけなら、まだよかったかもしれない。

　──もう、川内には彼らの前に出ていく気がなさそうだった。

　彼の手は冬萌のブラウスに潜りこみ、胸元をまさぐりはじめていた。ブラジャーのワイヤーをなぞる川内を見上げ、冬萌は首を振る。

　川内は手を休めず、指先をワイヤーの下に差しこむ。

　冬萌が身を強張らせると、そこで彼の手が止まった。

　冬萌の耳元に口を寄せ、川内はささやいてくる。

「……つき合ってるっていってあるんだから、いちゃいちゃしてるとこ見つかっても……笑い話で終わると思うよ」

　ささやく川内の片方の指先は、そろり、とブラジャーを押し上げてようとした。

「だ、め……」

　おなじくささやき声でたしなめると、後方で川内がすこし笑う気配がした。

「遠距離恋愛でいいから、俺も彼女ほしいなぁ」

　門下生のぼやきが聞こえてくる。

「こないだいってた娘、どうしたんだよ」

「あー、あれ、彼氏いました」

　門下生たちは遠慮なく大きな声で話し、ゴトゴトとなにか荷物を動かす音がする。

　今度は川内の腕は冬萌の腰を抱えるようにし、ちょっと強い力で抱きすくめてきた。

「俺は……見つかってもいいよ」

「でも、川内くん……」

　彼女としてここにやってきたのだ、ふたりが密着しているところを衆目にさらしたところで、倫理感を問われることがあっても目をつぶってもらえるかもしれない。

「冬萌ちゃんと、こうしていたい」

　冬萌はうつむいていた。

　もしかして、と淡い期待がわいてくる──彼の気持ちが自分の方を向いているのでは、と。

「こんなでいいっすかね」

「いいだろ、充分充分。もう飯食おうぜ、飯」

　門下生たちが更衣室を出ていく音が聞こえる。

　バタン──完全にふたりになったと確信できる、扉の閉まる音がした。

　冬萌の緊張がわずかにゆるむと同時に、川内の腕の力も弱まっていった。

　冬萌はすかさず身をよじり、ベンチまで走っていった。

　ベンチにへたりこむように腰を下ろした冬萌のとなりに、川内も遅れて腰を落ち着ける。

「川内くん、私たち……」

　──ふりをするだけなんだよね？

　尋ねるより先に、川内の顔がぐっと近づいてくる。

「ちゃんと、冬萌ちゃんの顔が見たい」

　天井近くにある明かり取りだけの光源の乏しい室内で、ふれ合うような距離に川内がひたいを寄せてきた。彼のまつげの揺れを確かめようと、冬萌も顔を寄せていきそうになり──ふいに指先が頬にふれてきて、冬萌は我に返った。

「川内くん、こんな……その、私たち……恋人のふりだよね……？」

　川内は冬萌の手をにぎってくる。

　尋ねながら、冬萌は以前のキスが恋人同士のものだったらいいのに、と胸のなかでつぶやいていた。

「冬萌ちゃ……」

　かすれた声を彼が発したとき、更衣室の前を早苗の声が通過していった。

「閉館のお時間になります！　鍵を閉めますので、残っている方がいらっしゃいましたらご退館願いまーす！」

　声が奥へと消えていく。

「やべ、出ないと」

　早苗の声は奥に消えたままで、川内と一緒に冬萌はパタパタと更衣室を出て行く。廊下の照明も落とされており、ほかに門下生の姿もない。

　おもての空気はまだ蒸し暑く、駅に足を向けようとしたとき川内の胃が空腹で鳴り出していた。

「冬萌ちゃん、このあとって」

「私ならだいじょうぶ、家に用意してあるから」

　冬萌の本来の目的は身体を絞ることだ。

　すこし前にはお泊まりになったりして、などと浮ついたことを考えていたのに、駅に着いた冬萌は一路自宅を目指し、川内とは反対方向のホームへと足を向けた。

「お疲れさまでした」

「冬萌ちゃん……おやすみ」

　なにかいいたげに見える川内に手を振り、冬萌は人波に紛れていった。
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　土曜日はよく晴れていた。

　繁華街にある広い交差点からの視界は青空に占められ、冬萌は通りの向かいで信号を待っている川内を見つめた。

　シャツに薄手のパーカーを羽織った川内が周囲のひとに比べ温かそうに見えるのは、彼の身体つきががっしりしているせいだろうか。

　冬萌に気づいて手を振ってくるが、上背があるからか、川内は周囲のひとよりかなり大きく見える。

　信号が青に変わり、足を止めていた大勢のひとが一斉に動きはじめた。

　川内がすぐそばに来るまで、冬萌はずっと周囲のひとと彼を比べていた。

「お待たせ」

　人波に乗って歩きはじめ、冬萌は川内の横を歩き昨晩のことを思い出してしまった。

　背後から抱きすくめられたときの感覚は、思い出した冬萌をうっとりさせようとする。もしあそこで門下生や早苗の声が聞こえてこなかったら、もっと先に踏み出していたりしたのだろうか。

　川内が歩き出すので、冬萌もそれにならって足を動かす。人波から外れ、横道に入っていく。道を一本ずれるだけでひとの数が減っていった。

「……ごめんね」

　空き地を囲う柵の前で川内は足を止め、そういった。

「順番間違えたな、って思ってはいるんだ」

「順番って」

　川内が手をにぎってくる。自然な動きでそうされ、冬萌も自然とにぎり返していた。

「彼女のふりしてほしいって頼んだの俺だけど──冬萌ちゃんのこと、好きだよ」

　言葉に詰まってしまう。するりと彼の口から出た言葉は、冬萌の思考能力を奪った。

　そのくらい冬萌は──うれしかった。

「昨日は困らせてごめん。冬萌ちゃんが近くにいて……止まらなくなって」

　冬萌は目を逸らしていた。

　抱擁を強く拒絶しなかったのだ、いまどんな顔で川内と相対したらいいのか。




　昨夜は混み合った電車に揺られていると、川内からスマホにメッセージが届いていた──『週末の予定はどうですか？　よかったら一緒に』。

　それはデートの誘いだった。

　昨夜尋ねようとして口から出せないでいた、恋人のふりなのかと確かめる言葉。

　それを彼に向けるために出かけてきたのに、先に川内から好意を告白されてしまった。

「わ、私……」

　動揺して言葉のつなげられない、冬萌のくちびるに、川内はかすめるようなくちづけをした。

　長いまつげの下、川内の目がいたずらっぽく輝いている。

　冬萌は黙った。

　返す言葉を脳裏で探していたが、なつかしい顔を思い出してしまったのだ。

　目を泳がせた冬萌に、川内は言葉を続ける。

「まだ会ったばかりだから、好きだっていっても信用できない？　時間をかけたら、信じてくれる？」

「そういう……ことじゃ」

「冬萌ちゃんがあんな近くにいて、いいにおいさせて……あったかい感触してるのに我慢しろって、それはひどくない？」

「あれは！　たまたまそうなって……っ」

　川内は笑っている。

　その笑顔を前に、冬萌の勢いは消えてしまった。だがいわなければ、とうつむいて口を開いた。

「……そういうことじゃないでしょ？　じゃあ、そんな近くにいるからって、急にあんなこと川内くんふつうにするの？」

「しないよ。だって冬萌ちゃん、俺のこと好きでしょ？」

　──否定できない。

「短い時間だけど、ここ最近そばにいたらわかったよ」

　いい返す言葉のない冬萌は、川内に手を引かれて歩きはじめた。

　これといって目的もないまま、あてどなく歩く。

　目についたものを見、気になったものをのぞきこむ。おなじものを共有し、共感しながら歩くのは楽しかった。ずっと川内の手は冬萌の手をにぎっていて、おたがいの距離は近い。

　はやい時間に待ち合わせていたため、一時を過ぎたころに昼食をどうしようか、ということになった。

　いまもまだ身体を引き締めようと思っている冬萌は、どの飲食店の前を通っても気乗りしない。その表情を見てか、川内もここに、と強くいわなかった。

　いつまでもそうしているわけにもいかない。

「あ、キッチンカーが出てる」

　川内が顔を向けた先には、大きな公園がある。

　そこにいくつかバンが停まっていて、ひとの列ができていた。バンがそれぞれ弁当や軽食、飲みものまで扱っていて、冬萌が笑顔になると川内はひとつを指差した。

「あそこのカレー食べたい」

「うん、私……あっち見てくるね」

　バンのひとつ、看板に書かれているタイ料理の文字を見て、冬萌はスパイシーなものが食べたくなってそちらに向かった。

　挽き肉と目玉焼きがライスに乗ったセットを頼み、トレイを手に冬萌は川内を探した。

　公園の広場にある噴水を中心にケータリングのバンが並び、ベンチにはランチに勤しむ顔がいくつもある。

　そのなかに紛れこむようにした川内を、冬萌はすぐに見つけた。見つけた、と思うや、川内が手を振る。

　手を振る姿に、冬萌はまたなつかしいものを感じた。それは瞬きするくらいの短い時間で消える。

「なににしたの？」

　いまのなつかしさはなんだろう──冬萌はその考えをわきに置き、トレイを差し出した。

「……名前、忘れちゃった」

「なんだっけ、ガパオライスだっけ？　うまそう」

　濃い味つけの挽き肉と目玉焼きをライスに混ぜて食べはじめると、しっかりした辛い味つけに食欲が進んだ。しかしけっこうな量があり、三分の一ていどを残して進まなくなってしまった。

　そんな食べ切れないでいる冬萌のトレイを、自分のカレーを平らげた川内が引き受けた。カレーのときと変わらないペースで、大きな口でぱくぱくと食べる。その様子がきれいだった。

「カレーもうまかったけど、これもうまいね」

「……いっぱい食べるねぇ」

「肉だったらいくらでも、っていいたいとこだけど、魚の方が好きだったりするよ」

「ほんと？」

　川内と食事をすると、彼は肉ばかり食べている気がする。

「ほんとほんと。入った店の魚のメニューがたまたまピンとこなかっただけだよ」

「いっぱい食べても太ってる感じしないの、やっぱり空手やってるからかな」

　空になった器を重ねる川内の視線が、冬萌の頭から爪先まで滑っていった。思わず背筋がのびていく。

「身体をしぼる、って話してたけど、ダイエット目的でしょ？　身体動かすのはいいと思うけど、食べものの制限してるの？」

「……ちょっと、だけ」

「あんまり脂肪落とすと筋肉つかなくなるけど、筋肉つけたいわけじゃない？」

　冬萌はうなる。

　エクササイズ教室は痩身も筋肉をつけることも、徹底的にやろうという場所ではなかった。あくまで運動に親しむためのもので、なにより冬萌の身体はそこまで運動になじんでいない。

「無駄のない身体、っていうのかなぁ」

　視線をなんとなく泳がせた冬萌の脳裏に、またなつかしい面影がよぎった。そのひとこそ無駄のない身体つきをしていた──頭から追い出そうと、冬萌は首を振る。




　脳裏から消えた影は、冬萌の胸にちくりとした痛みを残していた。

「……まさくん、洗い替え用のジャージが欲しいんだけど、買うのつき合ってくれる？」

「いいよ！　いまセールやってるショップ知ってるから、そこ行こうよ」

　ぱっと川内の顔が明るくなり、冬萌は内心うなる。

　自分の興味の範囲内の話題になったときの、表情を明るくするところもまた──面影の人物をおなじだった。誰だってそんなものだ、と思いつつ腰を上げるが、顔つきまでおなじようになると感じるのはおもしろい偶然だ。

　小型ショッピングモールの一角にあるスポーツ用品店に向かい、ジャージやウォーキングシューズなどを見てまわった。

　そんななか、冬萌は棚に展示されたダンベルを眺める。エクササイズ教室以外にも、自宅でなにか運動をしようかと考えるなか、川内のスマホに着信があった。

「出ないの？」

　液晶画面を見つめるだけの川内に、冬萌は首をかしげる。なんともなしにのぞきこむと、そこには歯を見せて笑う坊主頭の男性写真と『厄介でごめん！』という文字が表示されている。

「や……厄介？」

「関西のころから知ってる、おなじ道場の先輩。本人が登録したんだよ、名前のとこ」

「出なくていいの？」

　いったところで着信音が止まる。

「このひとの呼び出し、絶対飲み会なんだよ。見なかったことにしたいんだよな……いまから電源切ったらだめかな」

「先輩なんでしょう？　いまから電源切っても、アナウンス変わったりしない？　私のことなら気にしないで……」

　また着信音が鳴りはじめる。

　鳴り出したメロディに、そばを通りかかった店員がこちらを気にしている。冬萌がうなずくと、あきらめたような顔をして川内は通話ボタンを押した。

　まさぁ？　と男性の大きな声が冬萌にまで聞こえた。

「……声もうちょっとちいさく……」

　わはははは、という笑い声がし、川内がうんざりした顔をする。

「ミカさん、うるさいです。もう飲んでるんですか？　俺、いま彼女と出かけてるところなんですよ」

　耳からすこしスマホを離した状態で話し、川内は店から出ていく。

　ショウウィンドウ越しに、通話する彼の背中を冬萌は見ていた。

　その間ダンベルを手に、上下させてみる。更衣室で冬萌を抱きしめてきた川内の肩は、筋肉がついて引き締まっていた。ああなるのは無理でも、すこしでも近づけたら楽しいかもしれない。昨日の分の筋肉痛は弱く、身体が運動に慣れてきたようだ──と思うのは性急だろうか。

　ダンベルを棚に返していると、苦虫を噛み潰したような顔をした川内が戻ってきた。

「夕方から、ちょっと先輩のとこに顔出してくる。ごめん」

「いいよ──なにか、あったの？」

　なにかいいづらそうな顔をしていて、冬萌は川内の手を取った。驚いた顔をした川内を連れ、店の外に出る。

「お店で立ち話してたら、迷惑になっちゃうでしょ？　なにかあった？　先輩に会うだけにしては、ちょっとへんな顔してるから」

　にぎった手を、川内は軽く揺らしてきた。

「もし、できたら……ちょっとだけ、一緒に顔出してもらってもいいかな」

「私？」

「先輩、三上みかみさんっていうんだけど、おなじ道場のひとだから、冬萌ちゃんのことも耳入ってて……おまえの彼女に会ってみたいって」

　一緒に出かけている、と先にいってしまって、墓穴を掘ってしまったのだろう。

「それは、まあ……かまわないよ」

　元々の約束はそれだったのだから──彼女のふりを、と。

　場所を訊いてみると、電車を乗り継いで一時間弱ほどのところにある、二十四時間営業の居酒屋だった。三上氏はすでに飲みはじめているという。顔だけ出し、冬萌は先に用事があると帰る、と作戦会議をしながら電車に乗った。

　空席はないが、電車は空いているといってよかった。

　しかし川内に引き寄せられて、冬萌はされるままに彼の胸に身体を密着させていた。周囲は冬萌たちを気にした様子はなく、冬萌もまたカップルが車中にいても気にならない。ひとからしたら、すでに気持ちを確かめ合ったカップル同士に見えるのだろうか。

　もしそうなら、と考えた冬萌は、彼とそうなりたいと胸の奥底で願っていることに気がついていた。







　待ち構えていた三上は、坊主頭の陽気な男性だった。

　道場の先輩というだけあって、川内とおなじく身体つきががっしりしている。そのためか、三人で囲んだ居酒屋のテーブル席が窮屈なものに感じられた。焼酎のボトルと水割りをつくるセットが置かれ、空になったつまみの皿が重ねてある。

　川内と冬萌を待つ間にひとりで平らげたのだろう。冬萌からすれば、怖くなってしまう勢いでアルコールをあおる。

「ともちゃんの友達って、彼氏いない子ってどのくらいいるの？」

　会って挨拶をするなりそう切り出され、彼の目的がなんとなく察せられた。酔っているからかひどくふわふわした調子だったが、案外言葉ははっきりしている。

「彼氏いない子ですか？」

「そう！　フリーの子！」

　目元を酒気で赤くした三上は、ふふ、と照れたように笑い、グラスに入っていた焼酎の水割りを飲み干す。

「できれば、お酒飲んでも怒らない子」

　彼の言葉に被るようにして川内が口を開く。

「ミカさん、彼女は自分で見つけてください」

「なんだよおまえ、自分だけ幸せだったらそれでいいのか」

　川内にむくれた顔を向け、三上はボトルの焼酎をグラスに足していく。

「彼女がいなくても、幸せにはなれると思います」

「俺は彼女がいる幸せがいいの！」

　そういって彼が指を川内に突きつけるので、冬萌はなんとなく横から三上のグラスに氷を入れていった。あまり強いお酒ばかり飲んでも身体によくないだろう、入るだけグラスに水を足していく。

「おまえら遠距離恋愛だったんだろ？　もうこっちで一緒に住んだりしないわけ？」

　冬萌が川内を見ると、彼も冬萌を見ていた。

「なに見つめ合ってんの……いいやもう、おまえらも飲め、なんか飲め」

　その声を合図にしたように、店員がやってくる。

「瓶ビールでいい？　じゃあ……グラスふたつで」

「それとべつに、冷たいお茶もいただけますか？」

　頼んだ飲みものが届くまでの間に、三上は冬萌の女友達に会ってみたい、といい出した。

「みんな彼氏いますよ」

　いない友達もいるが、紹介するつもりはない。穏便にすませられるよう、ここは方便を使うのがいいだろう。

「全員？」

「はい、全員です」

「そっかぁ。じゃあ、お友達じゃなくて、お知り合いに彼氏いない子は」

「ミカさん、食い下がってないで、ほか当たってくださいよ」

「だってさぁ、友達の紹介っていう担保があった方が、長く続く気がしねぇ？」

「最初から担保がどうの、って考え方してるから、すぐ振られるんですよ」

「なんで振られるんだろうな……おまえら別れそうなタイミングとかなかったの？　離れててさみしいだの、ほかのやつにぐらついただの」

　また冬萌が川内を見ると、彼も冬萌を見ている。

「なんでそんなに見つめ合うわけ？」

　まったく打ち合わせしていない質問なのだ、困って川内を見てしまう。早々に自分は退場した方がいいかもしれない。

「一回……別れてます」

　川内が口を開き、冬萌はうなずく。

「そうなん？　んで元サヤかぁ。ともちゃんとしてはさ、もしフリーだったときに俺に会ってたらどう？　彼氏に」

　笑ってごまかし、冬萌は運ばれてきた冷たい緑茶を手にする。

「ミカさん、送るからもう潰れてください」

　減っていたグラスの中身の分だけ、川内は焼酎を注ぐ。なみなみと酒を注がれたグラスに、三上は相好を崩した。

「お？　飲みもの揃ったな？　いいぞぉ、おまえらはビールな、乾杯！」

　注ぐと注いだだけ、三上はグラスを空にしようとする。

「の、飲ませすぎじゃない？」

　川内のシャツを引っ張り、ささやいた冬萌に三上は首をのばしてくる。

「見つめ合ったあげくに内緒話ってなんだよー」

　三上が酩酊してきた頃合いに、川内は腰を上げながら冬萌に耳打ちした。

「ちょっといてもらっていい？　タクシー呼んでくる」

「本人、帰る気なさそうだよ」

「いや、ミカさんこうなってるとき、タクシーくるとかなりの確率でおとなしく乗るんだよ。ちょっと、おもて出てくる」

　トイレに、と川内が席を立つと同時に、三上は新しい焼酎のボトルを注文した。

「飲み過ぎると、身体によくないですよ」

「彼女ができるまで！　いまは焼酎が恋人」

　ケラケラと三上は笑い、運ばれてきた焼酎のボトルを受け取り──それを冬萌に突き出してきた。

「三上さん？」

　突き出されたボトルを両手で受け止める。ふたりでボトルの頭と底を持った状態で、三上はひどくゆるんだ笑みを浮かべた。

「……まさの彼女が、ともちゃんみたいな子でよかったわぁ」

　冬萌が目を丸くすると、三上はすっかりでき上がっている顔で何度もうなずいた。

「大学んときのあいつもちょっと知っててさ、すげぇモテたのよ、まさって」

　過去の彼のことが出てきて、冬萌はすこし身構えた。

「連れてる子ひんぱんに変わってたし、長続きしないっつうか長続きさせる気なさそうだったし、まわりに紹介したがんないし……」

「そんなに？」

「そうそう、そんなにぃ。就職したころからかな、そんなこともなくなってさぁ。そしたらともちゃんと遠距離してたんっしょ。愛かなぁ、いいなぁ」

　ボトルを軽く揺らし、三上は笑みを引っこめた。

「俺もそういう彼女がほしいです」

「……どこかで出会えるといいですね」

「ともちゃん、あいつとなかよくしてやって。ついでにさ、一緒に空手やってみない？」

　今度は勧誘がはじまるのか、と思ったところに、川内が戻ってきた。

　手にしていたスマホを左右に振り、

「タクシーなんだけど、十分くらいで来てくれるって」

　椅子にすわりながら、冬萌と三上が持っていたボトルを取り上げる。三上から離れたところにボトルを置いて、冬萌に笑いかけた。

「ミカさん酔ってなければ、わりとまともなひとだから……」

「彼女ほしいなぁ」

「タクシー来たら、俺たちも出よう。ミカさんとなに話してたの？」

　どうこたえるか考え、冬萌が時間稼ぎに緑茶を口にすると、

「おまえが大学んときに、彼女コロコロ変わってたって話」

　背もたれを使ってふんぞり返った三上の言葉に、川内がぎょっとした顔をして腰を浮かせた。

「ちょっと、ミカさんなにを……変なこといってないでしょうね！」

「へんなって、連れてる子がコロコロ変わってたってことしかいってないし。ねー、ともちゃん」

「……ねー」

　緑茶のグラスは空になっている。汗をかいているそこから冬萌が目を上げると、冷や汗をかいているように見える川内と目が合った。

「迎えを待ってる間、もう一杯お茶飲んでいい？」

　顔色をなくした川内は、無言でうなずいていた。







　タクシーに乗りこむときには、三上はもう船を漕いでいる状態だった。

　まっすぐ立っていられなくなっている三上の登場に、運転手はすこしいやそうにしていた。三上は運転手に向かってからむようなことはなく、静かに後部座席に乗りこんだ。

　タクシーを見送り駅に取って返すなか、歩く商店街のスピーカーから時報が流れた。六時になった、と軽快な音楽とともにしらせてくれる。この時間に泥酔状態になっていたのだから、三上はいつから居酒屋にいたのだろう。ちょっと気になった。

「あのさ、冬萌ちゃん、ミカさんが……」

「大学の間のことだっていってたよ、いろんなひととつき合ってたの」

　川内が手をにぎってきた。

　やんわりとにぎり返すと、冬萌の指を逃がすまいというかのように、強くにぎり返してくる。

「俺、冬萌ちゃんのこと好きだよ」

　苦しそうなその声は、どこかいいわけがましい。

　いま自分を向いてくれている川内に、過去の女性とのことで妬く気持ちは──わずかだった。そもそも、すべて過去なのだから、妬く必要なんてないと苦笑するばかり。

　しかし川内にしてみれば、過去の女性関係が冬萌の耳に入ったとあって、楽しい心地はしていないのだろう。

　商店街を抜けると、道の暗さが深まった。

　暗い建物の合間合間に高架の線路がのぞき、目的地が近づいている。道の先にまた商店が増えはじめているが、そこまではひとけがなく、ふたりだけになっていた。

「今日、どうする？」

　川内の歩く速度が落ちる。冬萌もゆっくり歩き、人通りのない道に目を向けていた。

「そういえば、ジャージ買ってなかったね」

「せっかく店まで行ったんだけどなぁ、ミカさんとこまでつき合ってくれてありがとう」

　川内の手が腰を抱き、冬萌の身体を自分の方に向けた。

　困ったような顔をしている彼に、またなつかしい面影を思い出す。

「このあと、俺の部屋にこない？　それで……明日、またジャージ買いに出よう」

　冬萌は微笑んでいた。

「よしておくね、また今度にしておきます。今日はありがとう……川内くん」





　　　●






「綿貫さん」

　──あ、那智くん。

　冬萌は自分に覆い被さっている、ほそい肩の少年を見上げていた。

　顔は霞がかっていてよくわからない。卒業アルバムにあった彼の写真とおなじだ。はっきりせず、だが冬萌は彼を那智だとわかっている。

　ゆるゆると身を引き、那智は冬萌の足元でうなだれた。

「ご、ごめんね……うまく、できなくて」

　──那智くん、気にしないで。そんなに落ちこまないで。

　図鑑の並んだ本棚、整頓された学習机、ゲーム機の接続されたちいさな液晶テレビのある部屋。自分がいる場所を冬萌は知っていた。那智の部屋だ。たった一度だけ、おさない恋心を抱えて訪れた彼の部屋だ。

　頭を抱えた那智は、自分自身に落胆してしまっている。

　中学二年生のあの日、愛撫の半ば、彼の経験のない性器は精を放ってしまったのだった。

　セックスができなかったことより、那智が落胆する姿の方がつらかった。

　きちんと慰められず、冬萌は誰にも相談できない後悔を胸に秘めることになった。

「でも、ほんとに僕……綿貫さんのこと」

　──うん、私も那智くんのこと。

　返事が出てこなくなって、冬萌はいま自分がいるのが夢のなかなのだ、と自覚する。

　夢とはいえ、那智に向かって好きだった、といえなかった。

　冬萌もまた、彼がそうしているように顔を覆った。

　──ちゃんとお別れをいいたかった。




　急な転校の後の文通でも、当たり障りのないことしかやり取りしなかった。那智がいなくても自分のまわりはずっと変わらず動いていると、そんなことを伝えるのがつらく、手紙をしたためる手も鈍ったのだ。彼からの手紙も届かなくなり、それをしかたない、と冬萌はとらえていた。

　はだかの肩に手がかかり、冬萌は床に押し倒された。

　顔から手が離れてみると、そこにいたのは那智ではなく川内だ。

「冬萌ちゃん、好きだよ」

　川内のくちづけで舌が封じられ、名を呼ぶこともできない。夢である、との自覚から、冬萌は積極的に川内の舌を貪っていた。

　現実でも夢でも、冬萌は彼に好意を伝えられない。

　覆い被さる川内に身体を開き、冬萌はあられもない嬌態をさらしていた。夢だからできる。求める川内に与え、冬萌も彼を引き寄せた。

　那智の部屋で川内に抱かれ、快感に身をくねらせたところで──目覚まし時計の音が聞こえ、冬萌は目を覚ました。

「……なんて夢なのよ」

　ベッドで頭を抱え、冬萌はアラームを止めたばかりのスマホを確認する。

　川内からＳＮＳのメッセージが届いていた。「寝てるとこ起こしたらごめん」とはじまっている。

　冬萌は部屋の壁にかけてあるスカートを見つめ、観念したような声を出した。

「……那智くんに、似てるんだよね」

　川内を前にしていると、ちょくちょく那智の面影を感じる。那智の顔もおぼろげで、写真もなかったのに、いまや那智の顔は川内のものになってしまっていた。

　ちょっとした仕草などにも、那智を思い出してしまう。

　やっと冬萌は、どうして彼に好意を伝えられないのか気がついた。

　──ほんとうに川内くんを好きなのか、自信がなくなってきた。

　那智とのことがなかったら、素直に彼のとなりにいるだろう。頻繁に那智の面影がよぎるいまとなっては、どうにも自信が持てない。

　夢にまで那智が出てくるなんて。目をこすりながら、冬萌は中学時代のことを思い返していた。

　彼の部屋で過ごしたとき、冬萌も那智も最後までセックスをするつもりでいたのだ──しかしいきり立った那智を冬萌が手で愛撫したところ、そこで放ってしまった。

　那智は落ちこんだし、冬萌は男性の機能を目の当たりにして衝撃を受けていた。

　その後那智は転校し疎遠になっていったが、冬萌個人としては短期間ながら激動の期間があった。

　彼の部屋で放たれたものが下着についていて、帰宅してから冬萌はそれを目にした。

　その後、三か月間ほどだったが、冬萌の生理が止まったのだ。

　まさか下着についていた精が原因で──と、あり得ないようなことで、当時の冬萌は大いに悩み、ひとりで苦しんだ。結局はただの生理不順だったようだが、当時は那智のいないところで赤ちゃんを授かって育てるのか、と誰にもいえずに悶々としていた。彼への手紙にも書けず、友達にも両親にも話せず、いざ生理がきてみると安心して泣いてしまったものだった。

　冬萌は腹部に手を当てる。

　いまになってみると、生理がこない不安感より先に那智の落ちこんだ姿に意識が向くが、当時のこの世の終わりのような気分は思い出すだけでもつらい。

　彼への手紙にそのことをしたためていたら、なにか変わっただろうか。

　実際には起きていなかった妊娠について考えていると、新たにメッセージが届いた。

　ジャージどうする？　と質問してくるメッセージに、冬萌は通販で買うことも考える、と返事を送信して立ち上がった。

　手洗いに行き、洗顔をすませてベッドの方に戻ると、スマホが震動している。

　ＳＮＳの返事か、と思ったが、それにしては長い。

　着信だった。

　川内からで、通話ボタンを押す。

『冬萌ちゃん？　おはよう』

「おはよう、どうしたの？」

『いや、これといって……でも声聞きたくて』

「こんなはやくから？」

　笑いながらこたえた冬萌の目の前、時計は九時になるところだった。すっかり寝坊してしまったが、寝起きの頭はすっきりしている。

『声だけじゃなくて、顔も見たい』

「川内くん……」

　しょんぼりと落ちこんだ声で話す川内に、冬萌はまた那智を思い出していた。冬萌の前で放ってしまい、やはり落ちこんだ声を出していた。

　壁のスカートを見上げる。

　あれをはいて、自分はどうしようというのだろう。

『今日予定ある？　もしなかったら……』

「ごめんなさい、溜まってる家のことやっちゃおうと思って……教室に通いはじめて、筋肉痛になったりとかで、色々溜めこんじゃったから」

　筋肉痛にかこつけておろそかにした掃除などがあり、そのつけを払う頃合いだった。

『……そっか』

　ほんとうのことなのに、どうしてか後ろめたくなる。

　胸が苦しくなっていた。もう冬萌の頭は、なにもかもを那智と結びつけて考えるようになってしまっている。

　落胆まじりの一言も、那智が口にしていたものとそっくりだと感じてしまう。

「また明日」

　会社でも会う、教室でも会う。

　三上から聞かされたことが、じわじわと頭の奥に広がっていく。

　過去のこととはいえ、となりにいた女性がひんぱんに変わっていた──三上がいうに、川内は落ち着いたようだ。

　この先はどうなのだろう。

　また過去のように、女性と長続きしないことになったら──そこに自分がいたら。

　悲しい考えだ。冬萌は川内のことも那智のことも考えない時間を持ちたくなっていた。そうすることで、悲しい考えもどこかに消えてくれる気がする。

『うん……また、明日』

　川内はなにかいいたげだったが、通話は終わった。

　冬萌は部屋を見回す。

　取り込んだまま畳みそびれた洗濯物が、部屋の片隅のカウチに放置されている。掃除機もかけたい。台所のコンロまわりも掃除したい──考えはじめると、風呂場の排水まわりの掃除やベランダの掃除も頭を横切る。

　簡単な食事の後、掃除をはじめると時間が経つのはあっという間だった。

　それこそ川内の顔も那智の面影も脳裏に浮かばず、日曜日を掃除三昧で過ごしていた。
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　朝からかかってくる電話が引っ切りなしで、呼び出し音が静まったのは昼前のことだ。

　総務部の同僚たちとほっと一息つき、ちょっとゆるんだ空気が広がったとき、内線が鳴って加納課長が受話器を取った。

「はい、はい……どうしました」

　声の調子から、加納が歓迎する種類の話ではない、とわかる。

　一度電話を保留にした加納が、冬萌を手招いた。

「営業が、ちょっと手伝ってほしいっていってるんだけど」

「手伝いですか？」

　倉庫整理かなにかだろうか、とわりと気楽な気持ちで冬萌は訊き返していた。

　加納の表情は曇っていて、

「先方に行ってる営業が、忘れものしたっていうんだ。それを届けてほしいって」

「私、ですか？」

　加納は眉を寄せてうなずく。

「……ためしに、っていってきてて」

　ああ、と冬萌は腑に落ちる。

　すこし前、営業部長の西川から異動の打診があった。あきらめていないのだろう。仕事の様子を見よう、見させようとでもいうのだろうか。

「どうする？」

　尋ねられて、冬萌は返答に窮した。

　行きたくないが、名指しでの話だ、無下にしていいものか──冬萌が困っているのを察してくれたのか、加納がポケットから財布を出し、一万円を差し出してきた。

「出先でよさそうな茶菓子があったら、みんなのおやつに買ってきてもらえる？　へんに長引きそうだったら、僕に頼まれごとがあるから、って別行動して」

「そうよ綿貫さん、面倒そうだったらトイレっていって席外して、あたしに空でいいからメールでもなんでも、連絡しやすいので連絡しなさい。ワン切りでもいいから。そしたら五分くらい置いて電話入れたげるからね」

　課長補佐が横から口をはさんできた。

　同僚たちが、なんだろう、といった表情でこちらを見ている。加納が保留ボタンを解除し、受話器を耳に当て、

「品物を受け取って、あちらに届けるんですか？　とりあえず、綿貫さんをそちらに……ええ、こういうの困りますよ、では」

　加納の厳しい声を最後に、受話器が置かれた。

「営業に顔出してあげて、なんでもサンプル届けに行くってことらしい……あっちで先方の場所とか、くわしく説明してくれるはずだから」

「……わかりました、ちょっと行ってきます……」

　気乗りしないままデスクに広げていた仕事をとなりの席の同僚に引き継いだころには、時刻は昼休みになろうとしていた。

　ばたばたと営業部に顔を出すと、冬萌は簡潔に「お使い」を頼まれる。

　渡された紙袋は、かさばるがたいした重さはなかった。

「うちの下しも塚つかっていうのが、出先にいるから……これ、下塚の電話番号ね、あっちに着いたら電話してやって」

　営業部長の西川から渡された名刺には、下塚の名前が書かれている。うっすらと顔を覚えているが、個人的に話をしたことがない相手だ。

「……あの、会社支給の携帯電話、私持ってません」

「え？　ああ、綿貫さんの携帯からでいいよ」

　自分の携帯からかけるのか、なんだかいやだ──そう思ってしまう自分を、必要以上に営業部に対してかたくなになっている、と感じる。

　紙袋を提げた冬萌は、楽しい要素を数えようとする。課長のお使いはどんなお菓子を買おうか。いつも出歩かない時間の外出だ、どこかで限定品のお菓子でも買えたらいいのに。

　目的地におかゆの専門店があったはず、と空腹に鳴るおなかをなでたとき、

「いまから昼休み？」

　川内の声がして、無意識のうちにまさくん、と口から出そうになっていた。

「いっしょに……」

　冬萌は首を横に振り、手にしていた紙袋を見せた。

「営業のお使いで、ちょっと出ることになっちゃって」

「総務でしょ？　なんで営業の……」

　不思議そうにする川内と一緒に、冬萌はトキノ玩具を出る。

　昼を食べに出たはずの川内は、飲食店の多い道に行かず、冬萌についてくる。

「お昼行かないの？」

「……駅まで、送るよ」

　そんなのいいよ、という言葉を冬萌は飲みこむ。川内は緊張した目を冬萌に向けていた。

　駅が見えてきたところで、川内が足を止めた。

「冬萌ちゃん、今日は道場顔出せそう？」

「教室？　いちおう行くつもりで支度はして……」

　そっか、とすこし安心したような顔をした川内に、冬萌はまた那智を思い出していた。

「昼いいの？　移動すると、食いっぱぐれたりしない？」

「だいじょうぶ、お使いのどこかでお昼食べます──じゃあ」

　冬萌が駅への道に向かおうとすると、川内が手首をつかんできた。

「どうかしたの？」

　内心の動揺を隠して尋ねる。

「……冬萌ちゃんがよそよそしい感じしたから」

「私？」

　冬萌の内心を探るような目をする川内に、また那智を連想する。一度彼と那智が関連づいてしまうと、もう切り離せなくなっていた。

「名字じゃなくて、冬萌ちゃんに名前で呼んでほしい」

「でも」

「でもって、どういうこと？　呼ぶの……いやになってる？」

　川内のせいではないのだ。

　彼が苦しそうにしている。そんな顔つきを見たかったわけではない。

　なにかいわなければ──焦った冬萌の頭は空回り、川内は眉をひそめて冬萌の名をもう一度呼んだ。

「あれ、ふたりともどうしたの？」

　急に声がかかり、驚いた冬萌はその場ですこし飛び上がる。川内の手が離れた。

「ごめん、なんかお邪魔だった？」

　そこにいたのは、開発部の後藤だった。手には近所にある弁当屋のロゴが入った袋を持っている。

「ううん、私ちょっと出るところで……」

「昼休みだよ、どっか行くの？」

「営業のお使い」

「なにそれ」

　戸惑った表情で冬萌と川内を見比べる後藤と、その横で悲しそうな目をする彼に手を振る。それこそ逃げるようにして、冬萌は駅へと小走りで向かった。

　川内のまなざしが頭から離れず、やはり冬萌は彼を那智のようだ、と思ってしまった。

　地下鉄に乗り、空いている車内で冬萌は紙袋をのぞく。

　ただ届け、加納のお使いをし、それで会社に戻る。

　時期的に総務はいまは繁忙期ではない。おそらく残業にはならないだろう──デスクに残してきた書類のことを考える。逆に残業になるほど、仕事が積まれていたらいいのに。そうしたら、エクササイズ教室を休む口実になる。

　絶対に川内はまた冬萌を誘ってくるだろう。

　それも当たり前だ。冬萌は川内に対して好意があるような態度を取っていたし、彼とくちづけも交わしている。これといった抵抗もせずにいたのだから。

　川内を思うと胸が苦しい。

　いくつものため息を重ねるうちに、目的地である駅に到着していた。







　番号非通知でかけたが、相手──営業の下塚は電話に出た。

「お疲れさまです、総務の綿貫です」

『ああ、お疲れさまです。いまどこですか』

　下塚の後ろはとても静かだ。往来にいるのではないだろう。だが先方に出向いていれば、即座に電話に出ることはできないはずだ。

「駅前です、時計台があるんですが……」

『自分そっちに行きます、時計台のところにいてください』

　来てくれるなら、それに越したことはないだろう。駅前で荷物を渡してすみそうだ、と冬萌はほっとする。

　どのくらい待つのだろう、と首を巡らせると、道をはさんだ先にあるコーヒーショップから知っている顔が出てきた。社内で何度かすれ違っている顔で、目元のするどいすらりとしたひとだ。四年ほど先輩にあたるはずだった。

「わざわざすみません」

　笑顔の下塚に、冬萌は紙袋を突き出すようにした。

「こちらを届けるようにいわれました。どうぞ」

「いえ、綿貫さんもどうぞ」

「……どうしてですか？」

「ちょっと現場の雰囲気だけでも」

「話が見えません」

　冬萌は先に進もうとする下塚に、かたい声で異議を申し立てる。

「私は総務のものですし、営業部の現場に入るのはどういうことなのかわかりません」

「……異動前提だって聞いてるんだけど」

「その話は断りました。もし異動するにしても、事務でというお話で……」

　ううん、と下塚がうなる。

　ちょっと長い前髪をかき上げ、困ったような顔をした。

「営業に異動してくることになってるから、現場の空気を、って西川から聞いてるんだ。とりあえずもう社から出てきてるんだし、一緒に来ませんか」

「とりあえずで出かけるようなものなんですか？」

　サンプルを持参する、遊びではなく仕事なのだ。どれだけ見知った相手でも、部署外の人間をおいそれと連れて行けるものでもないはずだ。

「せっかくですし、見習いで、ってことで来たらいいじゃないですか」

　困り顔が一変、あっけらかんと笑う。

「いえ、私は……」

「もう先方に、女子社員連れです、っていってあるんですよ。ほら、こっちです」

　大股に歩き出す下塚を、冬萌は釈然としないものを抱えながら追いかける。速度がはやくなかなか追いつけないため、途中から冬萌は小走りになっていた。

　駅から離れ、周囲には古い建物が並んでいる。だが街並みを眺める余裕はなく、下塚が冬萌の方を振り返ったのは十分ほど経ってからだ。

「あの青い建物だよ」

　先にあるくすんだ青色の建物を、下塚は指差していた。

　近づくと、冬萌でさえ知っている老舗の玩具メーカーだった。入り口の自動ドアが開くより先に、受付の女性がこちらにお辞儀をしている。

　下塚が挨拶をするなか、冬萌は背中を流れる汗に冷や冷やしていた。オフィスカジュアルで出てきた冬萌と違い、受付嬢の制服はデパートの案内係のような、折り目正しいものだった。自分の姿がそぐわない気軽な格好のような気がして、冬萌の背中がのびていく。

　一階奥にある展示室に通され、その片隅にあるソファセットに案内される。

　コーヒーが運ばれてふたりだけになると、冬萌は下塚を横目にした。

「こちらの担当の方、バタバタしてるたちなので、すこし待たされるかもしれません。こちらにね、海外から仕様を輸入した玩具を扱わないか、ずっと打診してるんですよ」

「仕様を輸入？」

　営業に同伴している状態になっている冬萌だが、商品に関してまったくの無知だった。

「簡単にいうと、かたちと機能はそのままで、パッケージと塗装だけ変えるんです」

「え？」

「まあ、パクリということですね」

　それをいってしまうのか、と冬萌は呆れたが、気にせず下塚は続ける。

「パクリとはいっても、権利を侵害したりはしません。ちゃんと使用料を払いますし」

「いままで、そんなおもちゃありましたっけ」

　ほぼ初対面といっていい状態の下塚に、どんな返しをすればいいのか冬萌は迷っている。

「はじめてですよ、海外のものを取り入れることが本格的に決まったので、開発に新しい子が入ったんです。関西から移った……挨拶にきませんでしたか」

「川内さんですか？」

「そうそう。あの子英語しゃべれるから、窓口になってもらうことになってるんですよ」

「英語？」

　ふたりのときに仕事の話を一切していなかったため、川内がバイリンガルだとは知らなかった。

「窓口もこっちにあった方がいいってことで、異動になったみたいですよ、川内くんは」

「英語しゃべれるんですか……」

「綿貫さん、英会話とか興味あるんですか」

「え、いえそういうわけでは」

「たとえば、どんなことに興味がありますか」

　ソファに横並びにすわっている下塚は、コーヒーカップを手に取りながら口を開く。

「色々綿貫さんの話を聞きたいんですよ。どうです？　おつき合いしませんか」
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「ともちゃん、これからエクササイズ？」

　駅のホームに着いて下車すると、声をかけられた。おなじ電車に乗っていたらしく、振り向くと三上が駆け寄ってくるところだった。

　居酒屋で会ったときと違い、走ってくる三上は、身体が大きいせいか迫力があった。

「三上さん。先日はありがとうございました」

「やだなぁ、堅苦しいなぁ。こっちこそありがとう、今度はともちゃんのお友達も誘って、仕切り直して飲もうよ」

「お酒弱いので、道場のみなさんで楽しんでいらしてください」

「堅苦しいっていうか、もしかして俺に心の壁みたいなもの持ってる？」

　居酒屋で会ったときとおなじく、にこにこと陽気な様子だ。しかし冬萌は言葉を続けられず、はあ、と気力を欠いた声を返していた。

「……なに、ともちゃんお疲れ？」

　いいえ、と否定しかけて、冬萌は口をつぐむ。

「どうかした、なんかあったの？」

「……ちょっと、会社で疲れちゃって」

　ひどく重い声が出ていた。

「会社関係かぁ。月曜から大変だね、そりゃ」

　納得したようで、三上は駅から道場までの道、自分の会社での失敗談を披露しはじめた。働いてると色々あるよな、と笑う三上と道場に入り、冬萌は会社のことを頭から追い出そうとする。エクササイズ教室に集中したかった。

　だが、うまく追い出せそうにない。下塚の言葉がよみがえってしまい、今日はその都度苦い気持ちになっていた。

　──おつき合いしませんか。

　冬萌はどちらかというと愛想のない声で「どこに行くんですか？」と応じていた。

　どこまで営業先を連れまわす気なのだろう、とうんざりしていたのだ。そこに先方の担当者がやってきて、冬萌と下塚の会話は途切れた。

　身構えていた冬萌をさておき、下塚と担当者は元々顔見知りであるし、進行中の商談をしている。これといって面倒なこともなく、冬萌が持ってきたサンプルを出し、その場で検分しながらの世間話に花が咲いていた。

　昼食を食べ損ねていた冬萌は、笑顔で担当者の言葉にうなずいたり耳をかたむけたりしながら、ひたすらおなかがすいた、と考えていた──その最中、唐突に下塚の言葉の意味に気がついた。

　──べつに彼は、どこかに出かけようと誘ったのではないのでは。

　どっといやな汗が噴き出していた。

　笑顔を絶やさないようにしながら、冬萌はソファをすこしずつ移動していった。そして下塚との間に、畳んだ紙袋を差しこんでいた。

　──まさかこんなところで交際の申しこみなどしないはず。

　そう思うものの、冬萌は即座にその場から出ていきたくなっていた。下塚から離れたい。へんに焦ってしまい、後半は担当者がなにをいっていたかまったく覚えていなかった。

　先方を辞し、加納に頼まれた買いものを理由に、冬萌はそれこそ逃げるように下塚から離れてひとりになった。

　評判のいい焼き菓子を買いこみ、トキノ玩具に戻ったころには三時をまわっていた。

　焼き菓子を見て「おやつにいいじゃない」と話す周囲の声に、冬萌はやっと空腹を思い出した。冬萌の様子に加納はしきりにだいじょうぶかと尋ね、虚ろな状態で冬萌はうなずくばかりである。ありがたいことに、冬萌の仕事はあらかた同僚たちが片づけてくれていた。営業先でのことを話そうにも、これといった内容はない。ただ冬萌は横にすわっていただけで、それが異動をふまえたことだと加納もわかっているようだった。

　それから加納は営業部に出向いていき、なかなか戻らず、定時前ごろ顔を見せると「みんなお疲れさま」と短くいってまた姿を消してしまった。

　そんな一日だったこともあって、いっさい残業はなく、冬萌は退社すると走って電車に飛び乗った。

　下塚にも会いたくないし、川内に会うのも気乗りしない──だが誰かに「疲れた」と愚痴りたい気分だった。

　更衣室で支度をしていると、続々とひとが集まりはじめた。

　口々に挨拶し、寒くなってきたなどと世間話をしていると、早苗が更衣室にやってきて冬萌に頭を下げた。

「綿貫さん、教室いかがですか？」

「そろそろ慣れてきたような……気が、します」

　最近は筋肉痛は軽いものになっている。

「じゃあ、ちょっと帰りに受付に寄っていただいても」

　なんだろう、と瞬きすると、早苗が脇にはさんでいたファイルを見せてきた。

「綿貫さんはお試し期間ですから、教室の感触はいかがかお聞かせください」

　それでは、と早苗が出ていき、鍵をかけに立った中年のご婦人が含み笑いをする。

「関口さん、商売熱心だから」

「こちらの娘さんだそうですね」

「そうよぉ、彼氏もつくらないで仕事がんばってるみたい」

「だってほら、道場っていっても自営業でしょ？　大変でしょうよ」

　口をはさんだのは、おなじ町内会──ご近所に住む女性だった。

「大会で優勝総ナメにするような、そんな門下生と結婚できたらいいのにね」

「そこまで強い子がいたら、とうに道場大きくなってるでしょう」

　ひそやかな笑いが起きる。冬萌にすれば大きな道場に感じられたが、そうでもないのだろうか。

「彼氏つくらないのって、門下生にいいひとがいるからじゃないの？」

「あ、何人か、かっこいい子いるものね」

　そこまで話が進むと、更衣室にいた五人ほどの目が冬萌に集まった。

「川内くんだっけ？　つき合ってどのくらい？　結婚するの？」

「え!?」

　矛先が自分に向いて、冬萌は目を見張った。

「かっこいいじゃない、あのひと。今度色々聞かせてよ」

　冬萌がうめき声のような返事でごまかそうとするなか、あらたにドアがノックされた。

「みなさん、そろそろはじめますので、よろしくお願いします」

　講師の声だ。

　冬萌たちは返事をし、腰を上げた。







　待たせても悪い、と思った冬萌は、教室が終わるなりジャージのまま受付に向かっていた。

　笑顔の早苗は、受付の奥にある椅子を勧めてくれた。

　早苗の用件は、お試し期間がそろそろ終わるので、本契約していただくか、お試し期間を延長しませんか、というものである。

　お試し期間を延長する場合も契約書をつくることになるが、期間設定はどうとでもいじれる内容だった。日数のところが空欄になっていて、そこに数字を書きこんで期間を決められる。

「はじめたばかりだと、なかなか期間を決めづらいかもしれませんが、どうしましょうか。三ヶ月とか、いっそ年末までにして、新年に新しく契約書をつくるというのも」

「とりあえず……また半月で」

「半月ですか？」

　早苗の目に、また半端な、とでもいいたげな色が浮かぶ。

「ちょっと会社で異動の話が出てまして……断ってはいるんですが、上に決められたら受けないと駄目でしょうし」

「ああ──そうだったんですか」

　落胆した様子の早苗は、開いていたファイルを閉じる。

「異動先だともうちょっと残業も増えそうですし、すみませんがまた半月で」

「それでしたら、詳細がわかったらぜひ教えてください。こちらも柔軟に対応していきたいと思っていますので」

　ちらり、と早苗が冬萌の頭向こうを見る。

　冬萌もそちらを見ようとすると、

「川内くんです、綿貫さんのこと気にしてて」

　そういって、早苗が困ったように笑う。

「……まだ稽古中ですよね」

　冬萌も苦笑する。

「みっちりカリキュラム組んで、っていう門下生じゃないですから、川内くんは」

「そうなんですか」

「ええ、大会もいまのところ出ていませんし……出てくれるよう、綿貫さんからもぜひ」

　早苗が冬萌に拝むような仕草をした。口元は手で隠れているが、言葉が続いていく。

「川内くん、大学時代関西だったじゃないですか、私もあっちの短大にいたんですよ」

「そうなんですか？」

　いったい早苗の年齢はいくつなのだろう──若干年上だと思うが、自信がない。

「短大出てから関西の道場にいて。あっちの受付とか事務をしてくれる方が産休の間だけ、ってことで代わりに勤めてまして……そのとき、川内くん学生だったんですが、そこの道場に通ってて」

　背後で、川内とほかの門下生が話す声が聞こえる。

「彼女のこと待ってんのか」

「今日は一緒に帰るんで、ちょっと声かけたいんです」

　冷やかす声に、冬萌は内心肩を落としていた。

　彼のことをただの会社の同僚で、たんにちょっとかっこいいひと、ていどに思っていたころならよかった。

　それならば、適当に彼女のふりをして、きりのいいところで教室をやめて、ということができたはずだ。

　いまは違う。

　もっと前に進みたい。

　彼のそばにいたいし、好意を伝えられてうれしかった。

　もし自分以外の、ほかの女性が彼女のふりをすることになっていたら、と想像するだけでもいやな気持ちになる。

　彼のとなりにいたい。

　そんな欲がある一方で前に進めない自分がいた。

　すべて過去のことなのだ──那智のことも、川内の女性遍歴のことも。

　そうと頭ではわかっている。それなのに冬萌は川内との関係を進めていいのか、踏ん切りをつけられないでいた。

「……彼女を道場に連れてくるなんて、びっくりしたんですよ。そういうこと、しないタイプだと思ってたので」

「いえ、たまたま私が運動できるところを探していたので……それでだと思います」

　早苗の目がほそめられた。なにか気に障ることをいってしまっただろうか、そんな不安を覚える目つきだ。

「けっこう人気あったんですよ、川内くん──気を悪くしたらすみません。でもほんとうに意外で」

　どうしてか、冬萌に対する早苗の目つきはまるで品定めするようだった。これまで川内が連れていた女性たちと、冬萌は比べられているのだろうか。

　川内は周囲に彼女を紹介したことはないそうだが、生活範囲が被っていれば、川内が連れていた女性たちを見かけることもあったかもしれない。

「この間三上さんにもお聞きしたんです、昔の話は」

　苦笑いを浮かべると、早苗もおなじような顔をする。目元も普段受付にいるときの早苗のものに戻っていて、冬萌はほっとした。

「綿貫さんのこと知ったら……悔しがる子、いっぱいいるんだろうなぁ」

　返す言葉がない冬萌に微笑み、早苗は腰を上げた。

「川内くん待ってるみたいですし、次の教室のときに契約書、よろしくお願いします」

「はい、ありがとうございました」

　受付を出て通路に出ると、すばやく川内が寄ってくる。

「冬萌ちゃん、今日このあとって」

「……ごめん、今日は帰って休みたい」

　川内に疲れた顔を隠すつもりはなかった。

「どうかした？」

「なんていったらいいか……営業のお使い、この先もあったらやだなぁ」

「異動するの？」

「したくない。でもそういっても、西川部長……聞いてくれなくて」

　足は更衣室に向かっていく。

　首にかけたタオルで川内は汗をふき、

「晩飯、ちゃんと食べた？」

「ううん、あとでなにか簡単なものでも食べるから」

　ドアを開き、冬萌をなかへうながした川内が首をかしげる。

「あんまりおもてにいると、よけいに食べちゃいそうで怖いから」

　必要以上に食べないですませるためにも、はやくアパートに帰った方がよさそうだ。さっさと寝てしまいたい。

　開いたドアの影で、川内の手がうなじにふれてきた。え、と顔をそちらに向けると、川内はくちびるを重ねてくる。

「ん……」

　──那智とのキスは、かわいいものだった。

　彼の舌で愛撫されながら、冬萌はもう那智と川内を比べてしまっている。

　おさないくちづけはくちびるを重ねるだけのもので、なのに激しく興奮させられた。

　そのときとまったく違い、冬萌は川内と舌をからめている。ぞくり、ぞくりと身体のなかで蠢くようにして快感が沸き起こっていた。

　くちびるを重ねた川内は、器用に冬萌の身体を押す。ふたりが更衣室のなかに入ると、ドアが閉められ鍵がかかる音がした。

「川内くん……」

「これからシャワー浴びるでしょ？」

「……ううん、帰ってからで」

　川内の手が、冬萌の着ているジャージのファスナーを下ろした。その下はＴシャツとスポーツブラだ。

　川内の手は遠慮なく、冬萌の乳房をつかんだ。

「だ、め……だよ……っ、や……っ」

「今日いっぱい汗かいた？　ちょっと湿ってる」

　大きな手のひらで乳房を揉まれ、冬萌の背筋をぞくぞくしたものが駆け抜けた。

「や、だめ……っ」

　Ｔシャツの上から冬萌の乳首を探り当てると、川内はかたさを確かめるようにそこをこすりはじめた。

「あ、ん……っ」

　媚びるような声が出て、冬萌はとっさに彼の手を払おうとした。

　だが、その手を摑まれ、真剣な目で見つめられると、冬萌は何も言えなくなってしまった。そのまま、スポーツブラごとシャツをたくし上げられると、冬萌のふたつの乳房が揺れる。

　明るい場所だ。

　白い乳房が露わになったところも、釘づけになった川内の目に淫靡なものが宿っていることも、すべてが見通せてしまう。

「だ、だめ……！　こんなところで……っ」

　冬萌は逃げようと身をよじった。しかし川内の方がはやく、ひょい、と身を引いた。すると冬萌の身体は反転し、彼に背中を向けることになった。すると川内は、冬萌の背後から腰を抱え上げた。冬萌の足が床を離れる。

「ええっ!?　なにするの……っ」

「冬萌ちゃん、めちゃくちゃ軽いじゃん。やせる必要なんてないのに」

　川内のつぶやきに冬萌は黙ってしまい、奥にあるシャワー室に運ばれた。

「シャワー浴びて、晩ご飯だけ食べていこうよ。俺もすぐ上がるから」

「こんな場所でやだよ……ひとが来るかもしれないんだよ、こういう真似は……」

　抗議しようとすると、川内がくちづけて冬萌から言葉の自由を奪う。

　舌を交えた川内は、冬萌の身体をシャワー室のドアに押しつけた。ジャージの上着を腕から引き抜き、くちびるが離れたと思うと、シャツをスポーツブラごと脱がされた。

「シャワーするでしょ？」

「ちょ……！　待って！　自分で……っ」

「大きな声出さないで、鍵かけたけど、外からだって開けられるんだから」

　冬萌が言葉を飲みこむと、川内のくちびるが重なってきた。

　執拗なくちづけに冬萌は目を閉じ、舌を翻弄されるに任せる。

「ん……！　う、ぅん……っ」

　心地よくて、川内の胴着を強くにぎって快感をこらえる。

　川内の手が冬萌の下腹部に向かい、ジャージのなかに潜りこもうとする。冬萌が腰を引くと手は止まった。くちづけから解放された冬萌が彼を見上げると、真剣なまなざしがそこにあった。

「すこし、だけ」

「だ、だから……ひとがっ」

「うん、すこしだけ。すこしだけ……冬萌ちゃんにさわらせてよ」

「さわって……って、いいっていうわけないでしょ！」

　自分の身体を抱きしめるようにして乳房を隠すと、川内はちょっと身体を離して見下ろしてくる。

「な……なに？」

「そのポーズ、すごくいい眺め」

　つくづく、といった声に、冬萌は吹き出していた。

　一緒になって笑う川内の胸を手で押したが、そこにある身体はまったく後ろに下がらない。

「川内くん……？」

　あらためて川内が抱きすくめてくる。

　腕がまわされただけでなく、川内は下腹部を押しつけてきている。そこにある硬直したものに気がつき、冬萌は川内を見上げていた。

「だめ、だよ」

「……俺、おとなだと思わない？」

「お、おとななら自制して、ほら放して……」

　下腹部を密着させてくる川内に焦り、冬萌は必死に彼の身体を押し戻そうとしていた。

「いまのこの状況、チャンスだよね」

「だめだってば、誰か来るかもしれないし、あ……汗かいて、そのままだし……っ」

「冬萌ちゃんの汗のにおい、いいにおいだよ」

　抱きすくめられ、彼の鼻先が耳朶に押しつけられる。

　川内の腕のなかは温かく、腕の強さは目を閉じてじっくり味わっていたくなるような甘い感覚をもたらしてくれる。

　冬萌は流されまいとして口を開く。

「だ、め……ほんとにひとが……きちゃうから……っ」

　冬萌のひたいに、川内はくちびるを寄せてくる。

「川内くん……なんでこんな強引なこと……」

「また名前で呼ばなくなってるし……強引にしないと、冬萌ちゃんはすぐ逃げようとするから」

　冬萌は両手で川内の胸をそっと押した。

「ほ、ほんとに……私、支度して帰るから……」

「……帰るの？」

「そっか、疲れてるのにごめん。家まで送ろうか？」

「ううん……ありがとう。大丈夫」

　一度シャワー室を出て、着替えを手に取って返す。その間川内はベンチに腰を落ち着けていた。

　身支度をした冬萌が荷物を手にすると、川内は腰を上げて近づいてきた。

「冬萌ちゃん、今度……俺の部屋こない？　誰かがくるとかそういうの気にしないで……冬萌ちゃんとゆっくりしたい」

　明快な誘いだ。

　冬萌は肩にかけたトートバッグを抱きしめるようにする。

　胸が苦しい。

　彼のことが好きだ。

　なのに那智のことを思い起こしてしまって、冬萌の口から出ていった声はかすれたものだった──まるで無理をして発したような。

「……ごめんなさい」

　冬萌は自分の声に驚いた。

　なんだか──泣き出しそうな声だと自分でも思う。

　川内も驚いた顔をし、冬萌の手をにぎってくる。

「謝らないでよ、なんで……謝るんだよ。責めてるわけじゃないだろ、俺……ただ本気で冬萌ちゃんのこと……」

「……やっぱり、私……ごめんなさい」

「やっぱりって、なに？」

　川内の声には動揺が見えている。彼のその声だけで冬萌は苦しくなっていた。

「ごめんなさい、私、すこし落ち着きたい」

「落ち着くって……」

「彼女のふりは、ここに通ってる間はちゃんとするから……今度の契約期間が終わったら、ここは」

「ま……待ってよ、俺が無理強いしようとしたから？」

　首を振る。川内はこたえを求めていた。納得のできるこたえを。

「じゃあ……ミカさんが話したこと？　俺、冬萌ちゃんしかいないよ。ほかの子になんて」

「違う、違うの。誰かに聞いたとか、そういうことじゃ」

　川内は知らないが、ついさっき早苗からも聞かされた。

　三人とも共通しているのは、過去の話だということ。

「誰かとか川内くんのせいじゃなくて、私の……せいだから」

「……冬萌ちゃんの？」

　なだめるように手をにぎり返すと、やっと川内の指の力がゆるむ。

　肩からずり落ちていたトートバッグをかけ直し、冬萌はどう説明するか考える。一度話しはじめてしまったら、もう後戻りはできない。

「川内くんといるとき、前に……つき合ってたひとのこと……思い出すことが多くて」

「元カレ……？」

「うん……そう、だね。比べるとか、そういうことじゃないんだけど……なんか、時々思い出すの」

　冬萌はうつむいていた。川内の顔を見ることができない。

　後退ろうとする冬萌に、川内は追いすがるように声をかけてくる。

「待ってよ、ちゃんと説明を」

「ごめんなさい、川内くん道場に戻って。ほんとうに……ごめんなさい」

　手を振りはらって走り出したが、川内は追ってこなかった。

　更衣室の鍵を開け、小走りにおもてを目指す。

　廊下にも受付にも誰もおらず、そこからは脇目も振らず駅を目指して足を進めた。

　伝えなければと思っていたことを川内に伝えた──そのはずなのに、冬萌の気持ちはまったく晴れていなかった。
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　昼休み直前に営業部に呼び出され、冬萌は下塚と一緒に倉庫に出向くことになってしまった。

　総務のほかのメンバーは、冬萌が「しつこい営業部長に振りまわされている」と見ているようだ。どちらかというとおもしろがっているらしかった。

　冬萌が本格的に異動になる可能性はないだろう、と課長補佐から伝えられていた。加納がストッパーになってくれている。だがほんとうに冬萌が異動したいなら、それは尊重するとのこと。

　そのため営業からの呼び出しに、何度か応じることになってしまったのだった。

　倉庫にある商品のリストを手に、冬萌は営業が持参するものを用意することになった。

　必要なものを口頭で聞かされたが、下塚ひとりで充分用意できる分量だった。さほど時間もかからないだろう。

　ひとつひとつを手にしながら、下塚が商品について説明してくる。

　物品について下塚は熟知しているようだ。どういった用途の玩具で、売りものとしてよく動く時期や他社の類似商品との差などを口にする。

　新しいスノードームも棚に並んでいて、そちらに目をやると下塚がひとつ手に取っていた。

「サンプルに一個どうです」

「え？」

「部屋に飾ってみて、感想を聞かせてもらえれば」

　冬萌は渡されたパッケージに目を落とし、すこし笑った。幼児向けのキャラクターマスコットがなかに入っていて、冬萌が飾るにはちょっと抵抗がある。

「お友達とか親戚とか、あげたい相手がいたら」

「いえ、私はいいです」

「それと──もしかして綿貫さんは、相思相愛じゃないとつき合ったりしたくないってタイプですか？」

　急に話の向きが変わって、冬萌は横に立つ下塚を見つめた。

「ためしにどうです。いま決まったひとがいないなら、僕とまずはお昼ご飯でも」

　先日出先でいっていたのは、やはり交際という意味だったのか。

「そんな顔して、ほんと綿貫さん見てて飽きないなぁ」

　楽しそうに笑う下塚に、自分がどんな顔をしていたのか。冬萌は頬に手を当てる。

　ちょうどよく昼休みのチャイムが鳴り、下塚が手にしていたリストを棚に放った。

「そばとラーメンどっちがいいですか？」

「え？　あ、おそば、でしょうか」

　どちらかというと、と思いこたえる。

「じゃ、裏にあるそば屋行きましょう。すぐ行けば、待たずに席取れますよ」







　山菜蕎麦をすすっていると、冬萌のスマホがカバンのなかでふるえた。

　テーブルの下で確認すると、川内からのメッセージだった。昼はもう食べたのか確認するもので、営業のひとと出ている、と短く返信をした。

「で、綿貫さんって彼氏いるの？」

　下塚の急な質問に、にぎっていたスマホを取り落としそうになった。頭をよぎった川内の顔を追い出し、向かいの席で鴨南蛮蕎麦をすする下塚につくり笑いをする。

「あんまり会社の方とそういう話は」

「うん、僕としては、会社のひとっていうところから昇格したいんですよ」

　川内は彼氏なのか──そうなりかけていた関係を、つい昨日冬萌からご破算にしてしまったのだと思う。

　帰路、川内から話がしたい、と電話がかかってきていたのだ。それに対し、すこし時間を置きたい、と頼んだところだった。

　彼は友達以上恋人未満とやらか、と考えるが、では友達かというとそうでもない。

「……僕、そんなに悩むようなこといいましたか」

　下塚の声はおもしろがっているように聞こえる。痩せ型ながらよく食べるようで、すでにそばを食べ終わり、店員におにぎり単品を追加注文していた。

「いま彼氏とうまくいってないとか？」

　下塚は恋愛の相談をしたい相手でも、相談できるという相手でもない。どうはぐらかすか考えていると、注文したおにぎりが運ばれてきた。

「……下塚さんはどうして、私なんかに？」

「かわいいから」

「はあ」

　即答されて、気の抜けた返事が出た。からかわれているのか、と警戒心に似たものが沸く。

「あと、仕事熱心でしょ。総務に顔出すと、すごく真剣にやってるから」

「それは誰でも一緒じゃないですか」

「そうだね。綿貫さんのこと気になってたから、なんでもかんでもひいき目に見るのかもしれないね」

　三口でおにぎりを食べ終わり、下塚はにんまりと笑う。

　そういわれても、というのが冬萌の素直な感想だった。

　どちらかというと川内とのことで頭がいっぱいで、異動の打診など面倒でしかない。加納が手をまわしてくれたおかげで回避できるのかもしれない、と思っていたのに、今度は下塚がからんでくる。

「営業に移るの、そんなにいやだった？」

「総務に不満があるわけではないので」

「そっか。ごめんね、推薦したの僕なんです」

　お冷やを飲み、下塚は気にした様子のない声で続ける。視界のすみで、入店待ちの列ができているのを認めた。

「ほら、気になる子が近くにいたら、仕事にやりがいが出るかもしれないでしょ、だから。でも綿貫さん異動するのいやみたいだから、自力でアプローチしてみようかと思って。なのに西川がなんかムキになってるみたいで、申しわけないね」

　カバンから財布を出し、冬萌は伝票をつかむ。

「あの、待ってるひともいますし」

「もう出る？　とりあえず、お昼しばらく一緒に食べませんか。あと今週どこかで晩飯一緒しましょう」

「いえ、私は……」

「たんなる会社の同僚との会食だと思えばいいじゃないですか。ついでに僕のこと知ってもらって、よさそうだったらおつき合いしましょう。異動を止めるお手伝いができるかもしれませんし」

　どちらもいやだ、と思った冬萌の手から伝票を引き抜き、

「お近づきにここはおごります。考えておいてください」

　下塚はさっさとレジに向かっていった。





　　　●






　下塚との昼食も、四日を数えるころには断ることをしなくなってしまった。

　働いている冬萌のデスクに内線をかけてくる。断ろうとしてものらりくらりとかわされるため、冬萌は無駄な労力を使うのが馬鹿らしくなってしまった。

　昼食に出たときの下塚は、ひとの話を聞いていないようでよく覚えていて、肩すかしのような応答ばかりするがかえって会話が続いた。気詰まりな時間というわけでもなく、問題は彼への好意が沸いてこないということだ。

　同僚としてはいいのだが、交際に踏み切ろう、と思える相手ではない。

　川内にちらつく面影のことを打ち明け、たった四日だ。

　伝えたくて伝えたはずなのに、彼に悪いことをいってしまった気がする。そのせいで意識的に距離を置こうとし、かえって川内への好意を自覚するようになっていた──川内以外の男性といることに、罪悪感を覚えてしまっている。

　川内に会いたいが、一方でもっと冷静になった方がいい、とも思う。

　朝方川内からメッセージが入っていて、エクササイズ教室が終わったら冬萌とふたりきりで会いたい、とあった。

　教室の支度をした大きなカバンを持って、冬萌は出社していた。まだ川内に返事はしていない。月曜日から金曜日、たったそれだけの期間で、時間を置いたことになるだろうか。その効果はあるのだろうか。

　川内に会ったなら、那智のことを詳しく話さなくてはいけなくなる。過去に好きだった相手と比べられているなど、川内にしたら絶対に楽しい話ではない。それだけならまだしも、下塚と連日昼食に出かけている。川内がことさら独占欲が強いタイプでなかったとしても、こちらも楽しい気分になることではないだろう。それを思うと気が重かった。部屋にあるスカートはいまだに壁にかけてある。見上げても最初のときのような、甘酸っぱい干渉は胸に訪れない。ただひたすら苦しい。

　毎朝各部署ごとに朝礼があり、総務でも加納からその日の連絡事項などが伝えられていた。

　朝礼後にそれぞれが席に戻ろうとするなか、冬萌は加納に呼び止められた。

「ちょっといいかな、営業とのことなんだけど」

「あ、はい」

　デスク横に立った冬萌に、周囲の目が集まる。

「あっちの事務は、新しく求人を募集することに決まったから、一件落着ということで。あれこれ手伝いに行ってもらって、お疲れさまでした」

　冬萌は心底ほっとしていた。

　すくなくとも、これを理由に下塚との昼食を断ることができる。下塚は悪いひとではなさそうだし、求人をかけるというなら断っても障りはなさそうだ。

　自分の席に戻ろうとした冬萌に、先輩のひとりが声をかけてくる。

「それにしても、なんであんなに綿貫さん綿貫さんってしつこかったんだろうね。ほかにも事務の女子なんているのに」

「前にいわれたんですけど、なんでも、一番ペーペーなんだからあっちに移って仕事覚え直してもおなじでしょ、って」

　西川にしたら、なにかしらの気遣いのつもりだったのかもしれない。冬萌にはまったく響かなかったが。

「なにそれ！　ほんとにそんなこといわれたの？　ひどくない？」

「なんかもう、なんにもいい返せなくなりましたねぇ」

　冬萌も笑ったし、先輩もその近くの席で話を聞いていた同僚も笑った。

　──加納だけは笑わず、腰を上げていた。

「……綿貫さん、それほんとうですか」

「え？」

「そんないい方を誰が？　営業の誰ですか？」

　まわりのデスクに広がっていた笑いが、さっと引いていた。

　加納に手招かれ、ふたたびデスクの横に立った。

　そんな侮辱的ないい方を誰がしたのか、と尋ねてくる加納は、彼にしてはめずらしいくらいの怒りを露わにしている。

　笑い話のつもりだったが、加納は冬萌から聞き取りを終えると席を立ち、部屋を出て行ってしまった。

　それまでしんとしていたフロアに、課長補佐の咳払いが響いた。

「……まあ、加納さんは身内意識強いから」

　二十年ほどこの会社で勤めている課長補佐の彼女は、加納と同期だと聞いたことがある。

「部長だからって、よその部署のひとにそんないい方していいわけないでしょ。されたら怒っていいと思うわ。綿貫さんは気にしなくていいのよ、なんでだかうちの営業のひとって、悪い意味で口が滑るひとばっかりなんだから」

　笑い話のつもりでいたが、冬萌も口を滑らせていたため、身につまされながら席に戻った。

　昼休みになっても内線は鳴らず、加納は戻らず──冬萌は下塚に見つかる前に、と急ぎ足で社屋を出た。

　ひさしぶりにひとりサラダランチを食べに入った店で、冬萌は川内への返事をどうするか迷っていた。

　サラダをつまみながら、スマホに文字を入力しては消す、をくり返す。

　会いたいが、また川内と那智を重ねてしまいそうだ──そもそもどうして那智のことを、と内心首をひねる。

　スカートなど持ち帰らなければよかった、と思った間に、川内から新たにメッセージが届いた。

　画面を開いていたため、リアルタイムで冬萌が画面を見ていることを川内は知っているだろう──冬萌ちゃんに会いたい。

　届いた文章は短く、率直なものだった。

　冬萌は迷っていることそのものを伝えることにした。

　──会いたいけど、もうちょっと時間がほしいです。

　冬萌のメッセージに既読マークがつく。スマホを通してではなく、直接会いたくなっていく。でも、会ったら離れるのがいやになって、那智を思い出して、と悪循環になるのが目に見えるようだった。

　とにかく教室では、引き続き彼女のふりをすることになっている。

　嫌でも顔を合わせるはずだ、そのときに自分がどんな気持ちになるのか、それがすこし怖い。

　店を出て、社屋に戻ろうとした冬萌は下塚にばったり出くわしてしまった。

「なんだ綿貫さん、先にお昼行っちゃうなんてさみしいなぁ。加納さんが営業に恐い顔して乗りこんできて、びっくりしましたよ」

　そして加納はそのまま戻ってきていない。

　ことの発端は口を滑らせた自分のせいと思ったが、考えてみれば失言をした西川の方が先だ。

「下塚さん、私が営業に異動するってお話は完全になくなるそうですし、すみませんが」

「うーん、僕じゃ駄目ってことかな。じゃあさ、今日上がったらどっかご飯食べいきましょう。綿貫さん、住んでるところどのあたりですか」

「いえ、今日は用事が」

「そしたら明日とか、一回くらいどこか行きませんか」

　ずいぶん押してくるものだ。冬萌は弱ってしまった。社内の人だからと遠慮をしていたが、もうちょっと強い言葉で断った方がいいのだ、とさすがにわかってきた。

「あの、私は下塚さんとは……」

「僕のことなにも知らないですよね。なにも知らないのに振られるのは、さすがにせつないですよ」

　ずっと笑っていた下塚の表情が、まじめなものになった。

「僕たちはなにもはじまってないですよね。それって、これからいくらでも可能性があるってことじゃないですか？」

　どうこたえていいものか、冬萌が頭をフル回転させる──と、下塚の目線が冬萌の背後に移った。

「あ、お疲れさまです」

　誰か昼休みから戻ったのだ、冬萌も背後の人物に挨拶をしようと振り返ると、そこに立っていたのは川内だった。

「川内くん」

　川内はにこやかな笑みを浮かべ、冬萌の横を素通りすると下塚に声をかけた。

「ちょうどよかったです。下塚さん、商品のこと聞きたかったんですよ」

「商品？　いま？」

「午後一で連絡入れるところがあるので、ちょっといいですか？」

「昼休み終わってからじゃ駄目かなぁ」

「それが去年のスノードームのクレームがからんでる件なので、すみません」

　下塚の視界から冬萌が見えないよう、川内は壁になってくれていた。

「それじゃ、失礼します」

　冬萌は会釈をし、廊下のなかほどにある階段を駆け上っていった。







　軽食も取らずはやく着いてしまった教室で、冬萌は早苗の顔を見るなり契約書のことを思い出していた。

　下塚のことで気忙しくて、すっかり忘れていた──忘れていたどころか、契約書そのものをどこにやったか覚えがなかった。最後に見たのはどこだったか。

「すみません、契約書なんですが……」

　声をかけようとして、冬萌は更衣室に忘れたのだ、と思い出した。川内と肌を合わせ、あわてて出るときに忘れててしまった。

「お持ちくださいました？」

　早苗がそう切り出してきたのだから、忘れものとして届けられてはいないだろう。もしかしたら川内が持っているかもしれない。

「あの、次の回でも……」

「かまいませんよ、異動の話、はやくはっきりするといいですね」

　うなずき、それから冬萌は道場をのぞきに足を向けた。

　川内はいるだろうか──探すように見回してしまっていたが、彼の姿はなかった。

　何人か支度をしている門下生が顔を上げ、冬萌に笑顔を見せた。

「川内くんならまだですよ」

「彼女さん、川内くんに大会出るよう発破かけといてくださいよ」

　冬萌はこくこくとうなずき、逃げるように更衣室に駆けこむ。彼女さん、と呼びかけられてから会話になったとき、なにかミスをしないか心配だった。

　着替えているとスマホが震動し、のぞくとそこには川内からのメッセージがあった。

　残業になるため、今日は道場に行けない、ということだ。

　昼休みに耳に入った、クレームが来ている、という件のせいだろうか。心配になったものの、遠く離れた場所にいる冬萌にできることはない。

　エクササイズ教室が滞りなく終了し、シャワーを浴びて着替える。スマホを確認するが、川内からメッセージや着信などはなかった。

　まっすぐ帰ろうとした冬萌は、早苗に呼び止められた。

「ちょっといいでしょうか」

　契約書のことだろうか、とうなずいた冬萌は、早苗に先導されるまま通路の奥に進んだ。

　更衣室などを通り過ぎ、エクササイズ教室で使っている部屋に入った。ついさっきまで運動していた部屋だが、無人になってから入ると静けさがやけに気になってくる。

「急にすみません」

　部屋のすみにあったバランスボールに腰を下ろしながら、早苗が困ったように笑う。

　どうぞ、としめされて、冬萌もおなじくバランスボールにすわった。

　バランスボールの不安定な感覚に、しばらくふたりしてくすくすと笑っていたが、やがて早苗がふっと黙りこんだ。

　話しはじめるのだな、と思い、冬萌も笑いを引っこめる。

　声をかけてきた彼女のそわそわした態度から、契約のことではないような気がしていた──そもそも、契約のことだったら、受付ですませられるだろう。

「道場の受付としてじゃなく、一個人として……ちょっと、耳に入れておきたいことが」

　冬萌は背中をのばしていた。

　楽しい話ではないのだ、と早苗の泳ぐ視線から察することができた。

　今日道場に来ていない、川内の顔が脳裏をよぎる。

　早苗が口を開いた。

「……川内くんのことなの」

　固唾を飲み、冬萌は続く言葉に耳をかたむけていた。

「気を悪くしないでほしいんだけど……前にもちょっと話したとおり、川内くんってなんというか、女性と浅いつき合いをしてて」

　それは何度も耳に入っていることだ。

「よけいなお世話だとは思うんです。だけど、綿貫さんが振りまわされたりしないか、心配になることがあって」

「振りまわされそう……ですか？」

　冬萌が聞き返すと、早苗はすこし考えるような素振りを見せた。

「……いまはフラフラしてないけど、前にフラフラしていたところを見ているせいか、ちょっと不安が」

　だいじょうぶです、と太鼓判を押したいのに、すぐに言葉が出てこない。

　どちらかというと、まっすぐ相手を見られずフラフラしているのは、冬萌の方なのだから。

「川内くん、うまくいかなかったのかな……昔の彼女のこと、忘れられないらしくって。前にそんなことをちょっと話してくれたことがあったんです。もしかすると、そのせいで女性とつき合っても長続きしないし、簡単に別れるのかもしれないわね」

　昔の彼女に該当する女性は、いったいどのくらいいるのか──まるで他人事のように思って、冬萌は噴き出しそうになった。歪みかけた口元を隠し、咳払いをする。

　胸に広がっているのはかすかな痛みを伴う嫉妬で、自分の知らない川内をほかの誰かが知っている、という羨望も混じっていた。

　冬萌は早苗の話に暗い気分になっている。

「ご心配ありがとうございます。いまは彼にそういう気配もないですし……」

　きっとないはずだ。

　川内を思いながら那智の面影を抱えた自分の方が、おそらく不誠実だろう。

　バランスボールを一度バウンドさせ、姿勢を正すと早苗は顔の前で手を振った。

「じつは私の友達が……前に川内くんとつき合ってたことがあって、相談を受けていたんです。綿貫さんたちがうまくいっているなら、なにも問題ないですものね。どちらかというと、ちょっかい出してくるひとが道場にいないか、って話かしら」

「ちょっかい？」

　冬萌の友達と飲みたい、という三上はどうなのだろう。あれもちょっかい、だろうか。

「ああ、お引き留めしてごめんなさい。もうこんな時間」

　壁の時計を見ると、九時をまわっている。

　早苗にも仕事があるだろう。

　冬萌はカバンを手に、彼女に礼をいうとおもてへ駆け出た。

　外に出ると真っ暗で、そろそろしっかりしたコートを用意する季節が迫ってきていた。

　冬萌の勤めるトキノ玩具は、これから年末にかけておそろしい忙しさになる。現場に顔を出すことになる営業など、これから地獄だといっていい。営業が販促に使う着ぐるみの発注まで出ていて、年末は休みなしになる見通しだという。

　コートを新調したい、と思いながら歩く冬萌の脳裏には、早苗の言葉がよみがえっていた。

　──……昔の彼女のこと、忘れられないらしくって。

　冬萌はいつしかうつむいて歩いていた。

　自分の状態も、那智を忘れられなくてフラフラしている。そういっていいかもしれなかった。

　川内が忘れられないでいるという、昔の彼女。

　その彼女のせいで、冬萌と彼が続かなかったりしたら──そうなったとき、いまの冬萌は川内を責められるような立場ではない。




　胸が苦しい。

　これから取る遅めの夕食や、溜まっている家事、年末に向けての仕事のことなどを考えて、川内のことを考えないようにする。

　しかしうまくいかない。

「冬萌ちゃん」

　川内の声まで聞こえてきた気がして、冬萌は軽く頭を振った。

　会いたいが、会ってどんな顔をしたらいいかわからない。

　駅への道、ひとが増えはじめている。前から来る人波にぶつからないようわきに逸れた冬萌は、手をつかまれてはっと顔を上げた。

「冬萌ちゃんってば！」

　川内だった。

「せ、川内くん」

　道場を休むのではなかったのか──質問する間もなく、手首をつかんだ川内は、冬萌を人波から外れたところへ引っ張っていく。

「どうしたの？　今日は……」

「来るつもりなかったんだけど、やっぱり冬萌ちゃんとじかに話しておきたくて」

　こっち、と川内が引っ張る先は、路地にぽつんとベンチのある場所だった。昼には近くの専門学校の学生が溜まり、夜は閑散とするところなのだという──道場仲間に教えてもらったそうだ。

　ベンチの横に見慣れない銘柄の自動販売機があった。川内が温かい紅茶を二本買い、一本を手渡してくれる。

「……寒いからかな、ここまで誰もいないと思わなかった」

　あたりを川内が見回しはじめ、冬萌もそうしていた。

　民家の塀に囲まれた場所だ。大通りから一本入っただけなのにこんな場所があることに、少々驚かされる。

　会社帰りと見られる川内は、ショルダーバッグから封筒を取り出した。

「これ……この間、更衣室に忘れてた」

「もしかして、教室の契約書？」

　なかを確認すると、まさしくそれだ。

　受け取った冬萌は、わざわざ届けてくれたのか、と川内に礼をいおうとしたが──彼の表情はかたいものだった。

「どうかした……？」

「冬萌ちゃんがどうしたいのか、俺わかんなくて」

　川内は冬萌の顔を見ようとしない。

「どうしたい、って」

「最初に確認しておきたいんだ……冬萌ちゃん、下塚さんとつき合うの？」

「はぁ!?」

　なんであのひとが出てくるのか、と驚いた冬萌の声は裏返っていたが、川内は不安そうな声を口からこぼし続ける。

「今日の昼、なんか……痴話喧嘩みたいなの、してたから」

　いいながら、川内は冬萌の手から封筒を抜き取る。

「痴話喧嘩って……下塚さんにからまれて困ってたから、川内くんが助けてくれたんだと思ってた」

「そのつもりだったけど、もしかして違うんじゃないかって」

　予想外の言葉に、冬萌はなにもいえなくなっていた。

「俺がへんな頼みごとしなかったら、いまみたいな状態にはならなかったんじゃないかな」

　なにをいっているの、と冬萌は訊きたいのに、声が出てこない。

「教室だってべつのとこいって、下塚さんとつき合って」

　川内は目を逸らし、紅茶の缶を足元に置いた。

「俺は冬萌ちゃんのこと好きだけど、冬萌ちゃんは下塚さんとつき合いたいんじゃないかって……」

　川内の言葉が止まる。

　そっと目を上げた川内は、つらそうな顔をしていた。

「そんな顔するぐらいなら、考えてることぜんぶいってくれよ」

　自分の顔はわからない。

　だが内心が顔に出ていたなら、きっと川内とおなじような顔をしているだろう。

「私だって……川内くんのこと色々考えてるよ」

　──だって、好きだから。

　三上から過去のことを聞いても、彼のことを思うのは変わらなかった。

　彼の目に浮かんでいる疑心暗鬼の色に、冬萌はそれを理解した──もしかして、いままでもそうやって破局してきたのだろうか。ひとりで考え、不安になり、相手に別れを切り出すような。

「もう教室も辞める？　俺の頼みごとなら、もう気にしなくていいよ。おなじような教室だってほかにもあるんだから、移ってくれても」

　つらそうな顔をして、勝手に決めつけて話す川内に、冬萌は納得できない。

　引ったくるように封筒を奪い返していた。

「なにをどう見たら、私が下塚さんとつき合うってことになるの」

「ここのところ、よく一緒に出歩いてるみたいだったし……」

「お昼ご飯だけだよ、異動の延長で、営業の話するからって」

　川内の目は揺れている。信じ切れていないのだ──それはそうだ。川内はきちんと告白をしてくれているのに、きちんと話もせず、冬萌は逃げの姿勢になっていたのだから。

「……ごめんなさい。でも、どうしたら信じてくれるの？　一緒に休みの日に出かけたり、手をつないで歩いたりしてたらいいの？」

「そんな話、してない」

　川内の表情が苦しげに歪んだ。

　彼の表情を見るだけで血の気が引くほど苦しくなってきた。

　指先がふるえ、それをぎゅっとにぎりこんで彼を見返す。

「私がなにを話しても、信用できないんじゃないの？」

　急いたように口から出てきたのは、川内を責めるような言葉だった。いってしまってから、違うのに、と背中にひやりとしたものが流れる。くちびるを噛んだところで、放ってしまった言葉はもうどうにもできない。

　ほんとうはこんなことをいいたいわけじゃない。当てこすりなんかいいたくないし、川内のつらそうな顔を見たいわけでもない。

「冬萌ちゃん、俺にいい顔しないどころか……避けたりしてたじゃないか。どうやって信じたらいいのか、正直わからなくなってる。俺、冬萌ちゃんの気持ちだって聞かせてもらってないんだ。なのにほかのひとと一緒にいるの見かけても、俺は冷静でいないと駄目なのかな」

　冬萌はぐっと言葉が詰まりかけたが、黙っては駄目だと自分を叱咤する。話をしなくては──きちんと川内と向き合いたい。

　那智の面影はともかく、川内を好きなのだから。




「私の気持ちを話してないこと責めるなら……どうして急にキスしたり……抱きしめてきたり、あんな無理強いみたいなことしたりしたの？　びっくり……したけど、でも川内くんのこと嫌いになったりしてなかった」

「無理強いっていうけど……彼女のふりを頼んだけど、俺は冬萌ちゃんがこっち向いてくれてるものだって、あのときは思ってた。一緒にいたら、冬萌ちゃんの気持ちがもっとこっちを向いてくれるんじゃないかって……だけど、いまは自信ない」

　きちんと話そう、と思っているのに、口から出てくるのは、やけに感情的な言葉だった。それを後悔しながら放っているのは、冬萌も川内もおなじようだった──彼の顔を見ればわかった。

「そうだよ、だからこんな悩んでるんじゃない！　昔好きだったひとと比べるなんてひどいこと考えてて、会わせる顔なんてないって……！」

　悩んでいたのに、と冬萌は歯を食いしばる。

　自分はあんなに悩んでいたのに、と未練がましい気持ちが、冬萌に言葉の選択を誤らせていくようだった。

　のどにこみ上げてくるそれらの言葉をぶつけるつもりはなく、冬萌はベンチを立とうとした──が、川内の手が腰を抱き寄せてきて、立ち上がることができない。

　ベンチにしりもちをつくような恰好になった冬萌は、抗議もなにもできなかった。

　覆い被さってきた川内のくちびるが重なってきて、前歯がぶつかってしまった。痛みというより衝撃に驚かされる。

　歯がぶつかって冬萌が怯むと、その一瞬に川内に抱きすくめられた。

「俺……ほかの子で、こんな気持ちになったことない！」

　たくさんつき合って、別れてしまった子たち。川内が忘れられないと語ったという昔の彼女──それらのことが脳裏をものすごい勢いで行き交っていく。

　冬萌の目尻には涙が浮かんでいる。

　やっと冬萌は自覚した。

　周囲から聞かされた川内の過去のこと。心の奥底で冬萌は、いやでいやでしかたなかったのだ。

　──自分は彼の恋人のふりをしているだけだから。

　──まだ気持ちも伝えていないから。

　そんな建て前があって、冬萌はずっと周囲のひとたちが過去の彼女の話をするのをにこにことしながら聞くしかなかったのだ。

　でもほんとうは、冬萌はそんな話は聞きたくなかった。自分がいなかったときに、彼に寄り添っていた昔の彼女のことなど知りたくはなかった。

「……どうしてわざわざ、ほかの子と比べるの」

「ほんとうのことだからだよ、俺は冬萌ちゃんのこと好きなんだ。ずっとそういってるだろ、だけど冬萌ちゃんは距離置きたいっていって、下塚さんと出歩くようになってて……」

　──ああ、川内はただ不安なのだ。

　そう理解したのに、冬萌ののどは彼に寄りそった言葉を放つことができなかった。

「そういう風にすぐ気持ちが移るって考えるの、いままで自分がそうだったからじゃないの……？」

　川内が身をかたくする。

　傷つけた──いってしまってから、自分が衝動的に放った言葉を取り消したくなっていた。しかしそう思う反面、いってやった、と気持ちが晴れている部分もある。

　なぜなのかは、わかっている。

　彼が不安になっていたように、冬萌も不安だったのだから。

　気持ちが晴れたところがあるのに、代償が大きすぎて、冬萌は泣き出しそうになっていた。

「川内くんのこと、好きにならなければよかった」

　しゃくり上げそうになる声をこらえ、冬萌は吐き捨てるようにいう。

　ベンチを立ち、冬萌はカバンと封筒を抱え直す。手元から転げ落ちた紅茶の缶が、大きな音と共に地面を転がった。

「でもっ、俺は好きだから……！」

　のびてきた川内の手を振りはらい、冬萌は背中を向けた。

「な、泣くの……やだ、話したくないの……っ」

「俺は冬萌ちゃんが泣いてても話したい！」

　ウォーキングシューズを履いてきてよかった。そう思える速度で冬萌は走り出し、川内は追いかけてこなかった。

　一路駅に向けて走り、乗りこんだ電車内で、冬萌は真っ黒な窓ガラスに映った自分の顔に驚いた。まるでこの世の終わりのような顔をしていて、歯を食いしばり続けている冬萌は、涙こそ流していないもののまさに泣いているようなものだった。

　電車は走り続け、うつむいた車内で冬萌は、彼から距離が離れていっていることにまた泣きたくなっていた。







　食欲もなく、シャワーを浴びると、冬萌はベッドに身体を投げ出していた。

　天井と、部屋のすみにかかっているスカートをぼんやり眺める。

　もういいかげん部屋の照明を落とそうか、と思ったのは深夜零時を過ぎてからだ。

　ベッド下に投げ出してあるカバンから、何度かスマホが振動する音が聞こえている。やっとそれを確認する気になり、手にするとすべて川内からのメッセージだった。

　液晶画面に浮かんだそれをきちんと読む気にならず、冬萌はスマホを充電スタンドに差しこんで背を向ける。

　ベッドサイドのリモコンで部屋の照明を落とし、冬萌が目を閉じると、背後でスマホが震動する音がした。

　気になったが、身体を動かすのが億劫だった。

　たとえば、と冬萌は暗い部屋の壁を見つめて考える。

　川内の不在に、冬萌は慣れることができるだろうか。

　下塚と昼食を取ることに四日で慣れたように、川内がいなくなり、彼以外のひとと過ごすことに慣れるのだろうか。

　那智のことを思い起こすことがあるが、いま冬萌が好きな相手は川内だ。

　そこをわかっているはずなのに、冬萌は自分がどうしてうまく言葉を伝えることさえできないのか不思議でならない。川内にひどいことをしてしまった。今更、好きと伝えていればよかった、と後悔していた。

　曖昧にせず、ひとつひとつきちんとしよう──下塚にも話をしなくては。

　冬萌は身体の力を抜き、眠るべく目を閉じた。
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　下塚に案内されて足を運んだのは、繁華街の裏手にある焼き肉店だった。

「ここの六階だよ、なかなかうまいんだ」

　そういって下塚が見上げたビルは、デザイナーズマンションを連想させた。エレベーターの内装も、店の内装も、すべて洗練されている。普段冬萌が足を向けるタイプの場所ではなく、ちらりと財布の中身が気にかかってしまった。

　焼き肉につきもののけむたさはなく、店内は清潔だった。内装は真っ白で統一されていて、冬萌としては肉を食べにくる店といわれても、しっくりこない。

　高い仕切りのある席に案内され、開いたメニューの価格はすこしお高い、と感じるものだった。

　冬萌が下塚と顔を合わせたのは、昼食を取りに会社を出ようとしたところだった。

　一緒にいた開発の後藤に先に店に行ってもらうと、彼は冬萌が自分に用があるのだと察してくれた。

「どうしました？　今日はお昼、後藤さんと？」

「今日は、というか……」

　これからは下塚と食べに出ることを控えたい──それを差し障りなく伝える言葉が出て来ない。

「じゃあそれはそれとして、僕とどっか行こうよ」

　冬萌の返事を聞く前から、どこがいいかな、と下塚は機嫌のよさそうな声を出した。なにをいってるんだろう、と下塚の顔をうかがうが、彼は表情もまた機嫌のよさそうなものだった。

「綿貫さん、好き嫌いある？」

「え？　いえ、後藤さんにもう先に行ってもらってますから」

「昼じゃなくて、夜だよ。今日は暇？　夕方にでも待ち合わせよう」

　うまい断り文句を探しているうちに、下塚がさっさと先に話を進めてしまう。「セッティングは任せて、夕方までに連絡しますから。ああ、お時間取らせてすみません、って後藤さんにお伝えください」

「あ、あの……っ」

「あれぇ、下塚くん、昼行ったんじゃないの？」

　冬萌がなにか言おうにも、昼食を取りに社屋から出てきた下塚の同僚が間に入ってきた。

「忘れものしたんで、これからです。じゃ、綿貫さん、また」

　そう言った下塚が、エレベーターに乗りこんで姿を消すのを冬萌は見送っていた。

　──冬萌ちゃんお昼どうしてる？

　昼の間にスマホに届いた川内からのメッセージに、冬萌は後藤と昼を取り、夜にも約束があると返信する。ややあって川内から届いた返事は、気をつけてね、という短いものだった。

　もし円満な状態だったら、川内に料理の写真を送ったりしていただろうか──通された席につきながら、冬萌はそっと息を吐いた。







　網の上で焼けていく肉は、どれもこれもおいしかった──が、冬萌は肉を噛みしめながらダイエットのことを思い出していた。

　開始以来、数字の上での変化はあまりなかった。ただ身体が動かしやすくなった気がするし、筋肉痛の度合いは弱くなっている。

　急に体重が激減することはないらしく、焦りは禁物だという指導を教室で受けている──ここで焼き肉を満喫してしまったら、これまでにやってきたことすべてが水の泡になりそうで怖い。

　思わず眉間にしわを寄せると、向かいの席で下塚が笑った。

「綿貫さん、もしかしてダイエットでもしてる？」

「あ、なんというか、ちょっと身体をしぼろうかと」

　今日くらいは忘れてもいいか、と自分に取りなすような気持ちになっていると、下塚がにやりという音が聞こえそうな笑い方をした。

「……彼氏のため？」

　冬萌の動きが止まると、下塚はトングを置いた。

「さあ、お兄さんに彼氏とうまくいってるのか教えてごらんなさい」

　冗談めかした言葉だったが、冬萌は話さなければいけないような気になっていた。

　いつも真剣味がないように感じていた下塚の言動だが、取り合わずにきた自分も悪い。今日こそ、きちんと話さなければならないだろう。

「綿貫さんに彼氏がいるかいないかで、僕の動き方も変わるんですよ」

「……彼氏といっていいのか、ちょっと迷っていて」

「ふぅん。ほかによさそうなひとがいるとか？」

　いえ、と首を振ろうとすると、下塚は自分を親指で指ししめした。

「たとえば、僕とか」

　言葉が出てこなくなった冬萌から、下塚はわずかに目を逸らす。

「どうあっても、僕は脈なしですか」

「……すみません」

「謝られると、ちょっとつらいかな。それで、その彼氏さんはいい男？」

「まあ、それはまあ……はい」

　自分は下塚を振ったことになるのだろうか。その相手に向かって、のろけにも取れるようなことを話すのは気がとがめた。

　誘われて結局ついてきたのは、下塚にきちんと交際の可能性はない、とわかってもらうためだった。

　におわせるのではなく、はっきり伝えなければならない。下塚はのらりくらりとかわしそうだ、そういう相手に曖昧なことをいっていても伝わらない。

　彼氏の話をすればわかってもらえるだろうけれど、川内をそうといっていいのか迷ってしまう。昨夜の川内の苦しげな顔が脳裏によみがえって、冬萌は苦しくなっていた。

　涙腺に刺激を感じて冬萌が口ごもっていると、下塚は大きく手を振り、トングをにぎって肉を焼きはじめる。

「ごめんごめん、こういうことはいわせるもんじゃないね。これだから、彼女ができないのかもなぁ、僕」

　もう下塚とどのていど距離を取っていればいいものかわからなくなって、冬萌はあわててしまった。

「でもほら、下塚さんずっとお肉焼いてくれてるじゃないですか、ありがたいですよ」

「それは僕が綿貫さんを接待して、いい気分になってもらおうって下心があるからだよ。ついでに好感度上がらないかな、って」

　肉を焼いて上がった好感度が、恋愛に転じることはあるのだろうか。

「……まあ、こういうこともいうものじゃないかもしれないね」

　急に反省しはじめたらしい下塚は、二呼吸分ほどもある息を吐いた。はああああ、という音のなか情けない顔をし、吐き終えるともういつものつかみどころのない顔つきに戻っている。

「そういえば綿貫さん、うちの西川部長になにいわれたの？」

「え？」

「ちょっと前に加納さんがきて、部長のこと連れ出してさ。ちょろっと綿貫さんがらみっていうのはわかったんだけど、こまかいところは伝わってこなくて。どうせなにか失言したんだろうなぁとは思ってたんだけどね」

　尋ねながら、下塚は冬萌の皿に焼けた肉を載せてくる。

「ありがとうございます。西川さんには……異動の打診のとき、私がペーペーだっていうことを強調されて」

「話したことあるならわかると思うけど、うちの西川さんって口が悪いでしょ。無神経というか。地なのかわざとかわからないけど、今回だけじゃなくて、いつもあの調子でやっててさ」

「大変ですね」

「いやぁ、あれがだいじょうぶな人しか残らないから。誰に対してもあの調子で通しちゃうところがあるけど、西川部長、加納さんには頭上がんないんだよね」

「仲悪いとか……なにかあるんですか？」

　とくに親しくないひとと外食し、ダイエットのために避けていた肉を噛み、会社の話──しかもべつの部署の話をしているのは妙な気分がする。

「部長の奥さんって、加納さんの妹なんだよ」

　驚きのあまり、口にいれたばかりの肉をろくに噛まずに飲みこんでしまった。

「この先もし西川部長になにかいわれたら、心置きなく加納さんに告げ口するといいですよ」

「……いえ、そうしないですむようにしたいです」

　最低限以上に関わりたくない。

　冬萌は箸を置き、下塚に目を向ける。

　このひととも、そうでいい。

　では川内は、と自問する。

　彼と離れたくなかった。

　どうやったら那智の面影を振り切れるのかわからない。スカートを持ち帰ったことを後悔する部分はあるが、すくなくとも川内と向き合わなければならない。満腹になった冬萌は気力が沸き、自分から動いてみよう、と考えていた。

「おいしかった？　いい食べっぷりだったね」

　焼酎のおかわりを店員に頼み、下塚はメニューを差し出してくる。

「デザートは？　女の子は別腹でしょ」

　冬萌はさすがに、と断った。

「おなかいっぱいです。お肉焼いてもらって、図々しく満腹になっちゃって……」

　彼の気持ちを断らねば、とやってきておいて、たっぷり食べているというのはさすがに悪い。

　飲みものが運ばれ、それを手に下塚はまじめな顔をした。

「これがふたりきりでご飯食べる、最後になるかな」

　冬萌が驚いた顔をすると、下塚はしてやったり、という顔をする。

「僕のこと振りにきたんだってわかってたよ、待ち合わせ場所にいるときから、すっごいかたい顔してるんだもん。緊張しながらついてくるから、誘って悪いことしちゃったかな、ってちょっとだけ思ったよ」

　その相手を焼き肉店に連れてくるのだから、ずいぶん酔狂なことだ。

「すみません」

　頭を下げた冬萌に、下塚は笑いながらトングの先で網にこびりついた焦げをこすっている。

「いいよ、僕も焼き肉食べたかったし。それで……綿貫さんのことはもうあきらめるから、僕と一度だけキスしない？」

「……え」

　川内の苦しげな顔が頭に浮かんだ。

　なにをいうんだこのひとは──緊張して背中がのびる冬萌に、トングを置いて下塚はにやりと笑った。

「彼氏の顔、思い浮かんだ？　条件つきのキスでも駄目だと思うなら、彼氏とちゃんと話をした方がいいですよ」

「なんで下塚さん、そんなへんなこと」

「彼氏から気持ちが離れてるんなら、僕とつき合って、っていえるけどね」

　グラスをかたむけ、注がれていた焼酎のロックを下塚はのどに流しこんだ。

「……まだ彼氏に気持ちがあるんだったら、ただの気晴らしの相手になっちゃうでしょう。それはしんどいよ」

　下塚はすこし離れたところに控えている店員に、お会計を、と声をかけた。

「あの、ここは割り勘でお願いします」

「いいからいいから。ここ、西川さんのおごりになるから」

「え？」

「僕が綿貫さんの怒りを焼き肉で解消した、って報告するから。そしたら、西川さんが加納さんにそれを報告」

「……まわりくどいですね」

「単純なようで、あれこれまわりくどいことってたくさんあるでしょ。まあ彼氏とうまくいかなかったら、またご飯食べよう。別れちゃったとしたら、ご飯食べたあとにどこかにゆっくり泊まりにいきましょう」







　焼き肉店を出た冬萌は下塚と駅へ向かうなか、道の合間からビルの向こうにのぞく建物を目にした。

　──いくつものラブホテル。

　冗談めかしているようで、下塚の言葉はけっこう本気だったのかもしれない。

　もう下塚は彼氏についてふれてこない。

　それでも冬萌の歩みははやまっていた。
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　ひとりになってから確認した川内からのメッセージは、どれも会って話したい、という内容ばかりだった。

　返事をしようと思うものの、なんといって話を切り出すか迷ってしまう。

　迷うまま帰宅し、シャワーを浴び歯を磨く。そうしている間に時間だけが過ぎてしまっている。

　もうとにかく連絡を、とメッセージアプリの通話機能を使い、冬萌は川内に電話をかけた。

『もしもし！』

　ワンコールもしない間に川内の声がして、しかもその声はスマホを耳から離してしまうほど大きい。

『冬萌ちゃん、俺……』

　最初の声は勢いづいていたのに、あっという間に自信のなさそうなトーンになる。

『ごめん……俺、その……』

「……いま、なにしてたの？」

　彼の声を聞くだけで、顔がほころんでいく。

　ずっと微笑んでいられるような、楽しい話だけができたらいいのに。

『今日は……帰りにクリーニング取りに行って、パン買って……それからぼーっとしてた』

　なにもない一日のようだ──そう思いかけ、違う、と冬萌は気がつく。彼がぼーっとしていたのは、冬萌からの返事を待っていたからではないか。

『冬萌ちゃんは？　今日は約束あるって……』

　ローテーブルの上に、焼き肉店で帰り際にもらったガムが置いてある。

「川内くん、昨日はひどいこといって……ごめんなさい」

『いいんだそんなの、俺もひどいこといってたし……』

「さっき、下塚さんと晩ご飯食べに行ってきた」

『なんで……』

　川内の声はかすれて聞こえた。

「仕事上がったら食べにいきましょう、ってお昼に誘われて……それでいってきたの」

『……ふたりで？』

「うん。焼き肉食べてきた」

　川内が黙り、冬萌はくちびるを舌で湿らせた。

「下塚さんとご飯に行ったのって、ちゃんと断りたかったからなの」

　冬萌の言葉はすこし早口になっている。

『……断るって、なにを』

　ちょっと川内の声はかすれていた。

　気があるような素振りを下塚が見せているということを、冬萌は伝えていなかった。

「時々つき合おう、みたいなことをいってきてたから。冗談だと思ってたんだけど」

『そんなやつと食事になんて行ったら、期待持たせるだけだ』

「だいじょうぶだったみたい。下塚さんに……彼氏とうまくいってないのって、逆に訊かれた」

『冬萌ちゃんは、下塚さんとは』

「つき合うわけないじゃない。好きなわけでもないのに」

　好きな相手は、いま電話をしているあなたなのに──だからこそ苦しいのに。

『話したいことがあるんだ、いまいい？』

「それなら……明日、会う？」

　冬萌は川内に会いたかった。

「私も、話したいことあるから……」

　彼女のふりだからと、聞きたくない話をされてもにこにこしているのではなく、本物の恋人として寄り添いたい。

　そのためにも、那智の面影のことを川内に話そう。

　壁のスカートを見上げ、冬萌はそう決めていた。







　デートスポットとしてはメジャーな臨海施設だったが、冬萌が訪れるのははじめてだった。

　冬萌は待ち合わせ場所にしていた、目的地までの途中にある大きな駅に向かっていた。

　顔を合わせるまでは、冬萌は若干緊張していた。下塚と食事に出かけたことを、電話口の川内はよく思っていないようだった。会ったとき、川内はどんな顔をするだろう──すべて杞憂だった。

　姿を見つけたとき、川内はなんだか緊張しているようだった。だが冬萌に気がつくと、それが氷解して彼は笑顔を浮かべる。

　冬萌もおなじだった。

　かたくなっていた頬がゆるむのがわかった。

　どちらからともなく歩きはじめ、電車を乗り継いだ。

　いわし雲の浮かぶ青空の下、大きなショッピングモールがあり、その一角にある水族館に向かう。

　休日とあってか水族館は混み合っていて、気を抜くとうっかり後ろからの人波に押されそうになる。

　つんのめりかかった冬萌は、川内の手をとっさににぎった。川内の指は冬萌その手をしっかりとにぎり返し、もう放そうとしない。

　サメの泳ぐ巨大な水槽を堪能しようにも、子連れに前をゆずるうちに水槽から離れてしまっている。ひとのすくない方へと移動するうちに、あまり人気のない小部屋──たくさんの水槽が展示されているエリアに入っていた。

　小型の水槽が棚にたくさん並んでいる。そこは冬萌たち以外には、カップルが一組いるだけだった。

「ここは……」

　看板を見れば、水草の紹介、とある。

　水槽毎になかで揺れている水草の種類と、どんな魚が適しているか、かわいらしいイラストを使った説明が添えられていた。

「草じゃなぁ」

　先客のカップル、その男性がぼやき、女性が同意している。ふたりが寄り添って部屋を出ていったので、冬萌たちは水槽をのぞきこんでみた。

　揺れる水草のほかに、魚はいない。

「これ、魚向けのモデルルーム展示みたいなものかな」

　そういって冬萌が笑うと、川内も笑い──顔を近づけてくる。

　冬萌は目を閉じた。

　くちびるが重なり、冬萌は当たり前のように川内を受け入れる。くちびるが割られ、舌が入りこんでくると、冬萌は川内の胸に我が身をこすりつけるように動いていた。

「……っん」

　深くくちづけられて、背中にぞくりとしたものが広がっていった。声が漏れそうになってしまい、そっと彼の胸を押した。

「冬萌ちゃん」

　見つめてくる川内を前に、やはり頭の奥に那智の面影がちらちらとよぎる。

　川内のことを好きなのに、どうして那智を思い出すのだろう──冬萌が脳裏に現れた那智の残像を追い出そうとしたとき、水草展示室に子連れの誰かがやってきてた。

　ふたりで先に進むと、イベント告知のポスターが館内の壁に張り出されていた。

　水族館の目玉イベントであるイルカショーがあるらしい。会場がやけに空いていると思ったら、先の回が終わったところだった。

　次回まで時間がある。

　水族館近隣で行われる、大道芸のタイムスケジュールの表が張り出されていた。近くにある高校の創立記念日が重なっていて、花火やブラスバンドのパレードもあるらしい。イルカショーは無理だが、そちらなら間に合いそうだ。

「どうしようか」

　冬萌は手をつないだ川内を見上げる。

「イルカは、また今度時間合わせてこようよ」

　冬萌の提案にわずかに驚いた顔をし、それから川内はうなずいた。

「うん、またこよう」

「ここ以外も……べつのところにも出かけようよ。私、川内くんと楽しい思い出ほしい」

　おたがいこれから話をすることになる。

　過去に好きだったひとの面影を思い出してしまって、と一度話してはいる。だがまだそれがいまだに続いているのだと聞かされたら、川内はどう思うだろうか。

　川内とたくさんの思い出をつくりたい、という気持ちに、ひとつも嘘はない。

　売店や屋台の並ぶ広場に足を向けながら、そういえば川内も話をしたいといっていたことを思い出した。

　会いたいという意味に取っていた冬萌だが、彼の話はなんだろう──見上げた川内は、広場の外周にそって並ぶキッチンカーに目を輝かせていた。







　買ったのはふたりともロコモコ丼のランチセットで、空いていたベンチに腰を下ろしてすこし遅い昼食にした。ここ最近寒さが深まったと感じていたが、風もなく日向のベンチの居心地はよかった。

　昨夜焼き肉を食べたことがきっかけになったのか、ハンバーグと目玉焼きの乗ったロコモコ丼を選ぶことにためらいがない。サラダ中心の物足りない食事も、通いはじめたエクササイズ教室も、冬萌にはさして苦にならず、かといってこうも簡単に誘惑に負けてしまうとなると、ちょっとばかり気がとがめた。

「ロコモコおいしい。ハンバーグひさしぶりなの」

　おいしいことは、認める。

「うん、おもてで食べるのもいいよなぁ」

　笑顔で頬張る川内といて、冬萌も笑顔になっていく。

　これまで彼と一緒にいるときに取った食事は、いつも迷っていたり警戒していたりで、心底から楽しんでいなかった。

　水族館の混雑のなかにいたためか、適度に人出の散っている広場で腰を落ち着けるとほっとする。

　家族連れやカップルなど、休日を楽しむひとたちを見ながら食事をしていると、ベンチの下の隙間からなにかが冬萌のふくらはぎにふれた。

「……えっ」

　驚いてとっさに腰を上げ、ひざに乗せていたトレイを取り落としそうになる。

「どうしかた？」

　横で川内も目を丸くし、立ち上がった冬萌に心配そうに声をかけてきた。

　ふくらはぎにふれたものの正体を確かめるより先に、こたえの方から声をかけてきた。

「にゃあ」

　高い鳴き声がして、ベンチの下から毛づやのいい黒猫が顔をのぞかせた。

　いったいなにごとか、と身構えていた冬萌は、のんきそうな黒猫の顔に脱力すると、持っていたトレイをベンチに置く。

「……猫かぁ、びっくりしたぁ」

「野良かな、なつっこそうだ」

　うれしそうな声とともに、川内もベンチにトレイを置いた。

「猫って、ハンバーグ食べるのかな」

「ハンバーグはどうだろ……ご飯がほしいんじゃなくて、たんにかまってほしいんじゃないかな」

「そ、そうなの？」

　てっきりおなかをすかせているのかと思ったが、冬萌のふくらはぎや川内の差し出す手にしきりに顔や身体をこすりつけている。

　猫を飼ったことがない冬萌は、どう接したらいいかわからず、おっかなびっくり間合いをはかる。うかつに動いたら驚かせてしまいそうで、なでていいものかためらってしまう。

　そんな冬萌とは反対に、川内は気軽な態度で黒猫を抱き上げた。

　毛づやがいいだけでなく、身体つきもがっしりした黒猫は、無抵抗のまま川内の腕にすっぽりおさまっている。

「いま、俺の実家に猫がいるんだ」

　川内におとなしく抱かれた黒猫は、機嫌よさそうにのどを鳴らしはじめた。

　背中をなでてみると、ふんわりとしていて心地いい。

「冬萌ちゃんも抱っこできるんじゃないかな」

「私、猫抱っこしたことない……できるかな」

「ひとなつっこいから、たぶん」

　冬萌がおそるおそる手をのばしても、猫は目をほそめただけでこれといって抵抗する気配はなかった──が、そのとき遠くで花火が上がった。

　ぼん、ぼん、と炸裂する音が気に障ったのか、限界まで丸めたバネの反動のように、黒猫は川内の腕から飛び出していった。

　身をよじった黒猫の着地先はベンチである。そこに置いてあったロコモコ丼の載ったトレイは無事だった。

　だが冬萌のカバンは蹴散らされ、ベンチの背もたれの後ろから中身をぶちまけながら落下していく。

　ガシャンゴトボト──中身が散乱していく音に鳥肌が立った。

「えええっ」

　冬萌の声に黒猫はさらに驚いたらしく、ベンチで飛び上がると、目にも留まらぬはやさで植えこみへと消えていった。

　散らばったカバンの荷物を、ふたりであわてて拾い集める。かなりの広範囲に亘って散乱していた。

　スマホを手にした冬萌の動きが止まる。

「どうした？」

　縁石のところで荷物を集めてくれていた川内が、冬萌の手元を覗きこむ。

　幸いスマホはまったくの無傷だった。その代わり、白地に金魚の絵が描かれているケースに修復不能と見られる亀裂が入っている。以前にも落したことがあるし、ケースが弱くなっていたのかもしれない。

「ひび、入っちゃった……」

　気に入って使っていたため残念だったが、不慮の事故のようなものでどうしようもない。

「近くに売ってるところあるだろうから、のぞいてみる？」

　散乱していたものをカバンに詰めこみ、川内が差し出してくる。

　受け取ったカバンには、とりあえず、といったように荷物が詰めこまれている。川内が拾ってくれる間、ひびの入ったケースを手に呆然としていた冬萌は、お礼をいいながらベンチに腰を下ろした。

　気に入っていたケースだが、壊れたなら替え時だった、ということだ。

　そう思うようにして、食事を終えてから冬萌は川内に付き合ってもらい、ショッピングモールに向かった。

　いくつかの雑貨店がテナントに入っており、はしごをするうちに割れたケースの色違いを見つけた。元のものは白地だったが、見つけたものは黒地だ。それはそれで気に入り、川内にいいものを発見した、と見せたかったが、あいにくそのとき彼は手洗いに、と別行動を取っていた。

　冬萌はそれを購入することにし、川内が戻るまでの間、店内をまわって過ごすことにした。

　川内にもなにかいい品物はないだろうか。そう思って店内を巡るものの、女子高生が集団で買いものを楽しむ姿もあって混雑しており、ゆっくりしていられない状況だった。

「いいのあった？」

　戻った川内は、手に紙袋を持っている。

「あったよ、ほら！」

「黒もいいじゃん」

　色違いのケースを差し出すと、川内も紙袋を差し出した。

　袋からは甘いかおりが漂っている。

「すぐそこでたい焼き売ってたから、買っちゃった。会計したら、おもてで食べようよ」

　わあ、と自分でもうれしそうに聞こえる声を出してしまい、照れ隠しに冬萌はそそくさとレジに向かった。

「持ってるよ」

　そういって川内が冬萌のカバンに手をかけたので、財布だけ抜いて冬萌はレジに向かった。

　レジで値段をバーコードで読んでもらっている間、冬萌は川内を振り返る。

　すでに女子高生の集団の姿はなく、肩に冬萌のカバンをかけた川内は、店の奥にある棚を眺めていた。

　自分のカバンを持っている姿なんて、まるで彼氏のようだ──川内がこちらを向き、口角を上げてこちらにやってくる。

　手のひらにキーホルダーをふたつ乗せていて、冬萌に見せてきた。

「一緒につけない？」

「天球儀？　わあ、めずらしいね」

　はじめて目にするもので、天球儀がモチーフになっているキーホルダーだ。

「お客さま、天体とかお好きなんですか？」

　冬萌の買いものを包んでくれている店員が、笑顔で話しかけてくる。

「地球儀と天球儀、一緒におなじ数仕入れたんですけど、ご存じない方がけっこういらっしゃって」

　川内が棚の方をあごでしめした。

「地球儀はなかったですね」

「ええ、めずらしいとはおっしゃるんですけど、天球儀はなじみがないみたいで……先に地球儀が品切れになってしまいました」

　地球儀は球体に地表を写し取ったものだが、天球儀は星座や赤道などを球体に投影したものだった。川内の手のひらにあるそれは、小振りなためかざっくりと大雑把に星座などが球面に描かれている。

「すみません、こちらも一緒にお会計してください」

「え、俺が買うよ」

　冬萌は「買い物に付き合ってもらったから」と首を振り、川内の手のひらにあったキーホルダーをレジに置いた。

「ありがとうございます、また地球儀も入荷する予定ですので、よろしければお立ち寄りください」

　財布を開けたところで、レジと冬萌の間に川内が身体をねじこんできた。

「俺払っとくから、店出てて」

「で、でも」

　冬萌より背の高い川内が壁になってしまい、ひとまず店を出る。

　会計を終えた川内もほどなく店から出てきたので、昼食を取った広場に戻った。

　冬萌の目は自然と黒猫を探していたが、もう姿はどこにも見当たらなかった。遠方からブラスバンドの演奏が流れてきていて、そちらの見物に流れたのか、広場の人出はぐっと減っている。

　ベンチでたい焼きを口にしながら、川内冬萌は冬萌にひとつ天球儀を渡す。

「お金、払うから……」

「いいよ、払うつもりだったし……俺が見つけたんだから」




　受け取ったキーホルダーを手のひらで眺める。

　おそろい、という言葉を冬萌は飲みこんでいた。ひどく照れくさくて、ただ黙って買ったばかりのケースをスマホにいそいそとつける。

　川内はポケットから鍵を取り出し、そちらについていた関西で有名なキャラクターマスコットのキーホルダーを外した。




「私も鍵につけるね……ありがとう、大事にする」

　冬萌が自宅の鍵にキーホルダーをつけて見せると、川内が笑顔を浮かべた。

　川内の笑顔にまた過去の面影が頭をよぎった。

　せっかく川内と出かけているのに、と苦いものが胸に満ちてくる。

　それを振り切るように冬萌は目を逸らしていた。

　膝に乗せたスマホのケースが黒地のためか、キーホルダーと並べると、星座の描かれた天球儀がよく馴染んで見えた。

　ヒビの入ったスマホケースを目の高さに持ち、ひらひらと振ってみる。

「こんなにキレイにヒビが入るなんて、信じられない感じがする……でもそのおかげで、スマホは無事だったのかも」

「そうかもしれないね。パレード、まだ間に合うかな。行こうか」

　差しのべられ川内の手を冬萌はにぎり、にぎやかな音楽の聞こえてくる方へと足を向けていた。







「飛びこみ参加なんだって」

　弾んだ声で話す家族連れの声に、冬萌と川内は顔を見合わせた。

　パレードのために、交通規制まで敷かれている。

　が、大きな道路でパレードは足止めされていた──パレードの前に躍り出た三人の大道芸人が、その場で椅子を使ったアクロバットを披露している。

　近隣にある高校の、創立記念日のイベントパレードだそうだ。

　主役である高校の吹奏楽のメンバーを差し置き、前面に出てきた大道芸人の行動はまったくのイレギュラーらしい。だが吹奏楽部の生徒らが楽しそうに笑い、アクロバットに手を叩いている。そのためか闖入者に悪い印象はなく、みな楽しみはじめていた。

　横にいる教員らしき男性が苦笑している。指揮を担当するバトンを持った女生徒が駆け寄りなにかささやくと、苦笑を崩さず男性はうなずいた。

　列に戻った女生徒の合図で、聞いたことのある軽快な曲が演奏されはじめた。

　足踏みをし、踊るようにタイミングを合わせて各々の楽器が左右に振られる。管楽器の丸く開いた先端がそろって踊る様子は、咲き乱れた花が楽しげに身を弾ませているようで、楽しくなってくるものだった。

　大道芸人も芸の披露に余念なく、見物の人垣が手拍子を打ちはじめていた。

　音楽に耳をかたむけていた冬萌だったが、となりの川内に腰を引き寄せられて我に返った。

「ちょっと下がってもいい？」

　耳打ちされ、冬萌は彼の視線を追ってみた。

　そこには見物の輪に入りたいのだろう、幼稚園児くらいの女の子を連れた若い夫婦が人垣で戸惑っている姿があった。

　冬萌たちの立つ場所は最前列ではないものの、その女の子が先の広場の様子を見物するのに、ちょうどいい隙間ができている。手招いて前を開けると、女の子は笑顔でそこに飛びこんできた。

「すみません、ありがとうございます」

　恐縮しながらも、若い夫婦は冬萌たちの前に身体を滑りこませた。奥さんのおなかが大きくふくらんでいて、大道芸人の動きに夢中になっている女の子がもうじきお姉ちゃんになるのだ、と思うとなんだか微笑ましい。

　女は子が演奏に合わせて飛び跳ね、楽しそうにしている。

　冬萌は気づかないでいたが、川内は若い夫婦と女の子に気がついて場所を譲った──なんだか彼のとなりにいることが誇らしくなっている。

　演奏は続いていたが、冬萌たちは人垣を離れていった。場所を女の子たちに譲ったことで、演奏を堪能し終えた気分になっていたのだ。

　大通りに背を向けて進むと、曲がべつのものに変わった。近年ヒットしたアイドルグループのメロディが流れるなか、ふたりはまた広場に戻っていた。

　人出も猫もおらず、軽食や飲みものを売るキッチンカーでコーヒーを買いベンチに腰を下ろした。




「あのね、話したいことが──聞いて……ほしいの」

「……前にいってた、元カレの話？」

　川内の声は穏やかだった。

「うん。自分でもどうしてだかわからないんだけど、川内くんのこと、そのひとと重ねちゃって」

　うつむきそうになったが、冬萌は顔を上げた。川内を見上げれば、彼は冬萌を見つめていた。

「……気持ちの整理がつくまでは、やっぱり距離を置きたいって思ってるところが……大きかったの。だって……川内くんにひどいじゃない、そんなのって」

　冬萌の肩を抱き、川内は無言だった。

「その人に未練があるわけじゃないの、川内くんのこと好きだよ」

「……だから、重なるのがつらい？」

　冬萌がうなずくと、川内は自分の胸に冬萌を引き寄せた。

　彼の胸に包まれてみると、あたりの風が冷たかった、と気がついた。日が落ちてきている。川内は温かかった。目を閉じた冬萌に、川内は言葉を続ける。

「もう一回、俺のこと好きっていって」

　腕のなかから川内を見上げると、彼はくすぐったそうな顔をしていた。

「つらくなるくらい俺のこと好きなんだって、もっと聞きたい」

　そんな顔をされて、冬萌はどう言葉をつなげたらいいのかわからなくなってしまった。

　身体の力を抜いたとき、すこし離れたところから声が聞こえた──にゃあ、と。

　ふたりそろってそちらを見ると、昼に見かけた黒猫がほかの家族連れにじゃれついているところだった。

「やっぱりひとなつっこいなぁ」

　川内がそうつぶやいたとき、黒猫がこちらを向いてくしゃみをした。

　くしゃみらしいくしゃみを見て、冬萌はあたりが暗くなってきていると気がついた。すると急に空気を冷たく感じるようになる。

「そろそろ行く？」

　どこへ、と川内はいわず、冬萌も尋ねないまま立ち上がっていた。









８











　待ち合わせた乗り換え駅で一度足を止め、駅構内に直結した和風喫茶店のカウンター席で、冬萌はほうじ茶ラテを、川内は緑茶を頼んで一息入れた。

　ショッピングモール内を散策していたため、臨海施設の最寄り駅を発つまでにけっこう時間がかかってしまった。時刻は六時を過ぎたところだ。

「……俺んちの近くに、うまい店あるんだ」

　近くに声の大きな一団がいて、顔をつけるようにして話さなければならなかった。

「魚も肉もあって……きれいめの居酒屋なんだけど」

　冬萌は川内の手をにぎった。

　まだ那智の面影を、冬萌は吹っ切れていない。だが、それを聞いてもこうして誘ってくれる川内は、それでいいと思ってくれているのだろう──だったら、自分も一歩踏み出してみようか。

　川内も冬萌に話があると言っていた──このあとも一緒にいるなら、聞かせてくれるかもしれない。

「……私の家の方にも、おいしいところあるよ」

　川内がうれしそうな顔をした。

「散らかっててもいいなら……うちでも、いいよ」

　川内が驚いた表情を浮かべる。

「ご飯食べて、それからどうする？　日曜だよ」

「……うん」

　冬萌は川内の格好を見る。コートの下に気軽なパーカーとジーンズという姿だ。

　トキノ玩具ではスーツ着用が義務づけられていないので、あまりに砕けた格好をしていなければ問題なかった。

「明日、とくにお客さんに会う用事はないんだよね」

　川内は手元の緑茶を飲み干した。来客もなく客先にも出向かないなら、スーツはいらない。

「会社に着ていけるようなシャツとスラックス、どこかで買っていい？」

　返事の代わりに、冬萌も残っていたほうじ茶ラテを飲み干していた。





　　　●






　帰宅するなり掃除の穴に気がついて、冬萌は川内を招いてはやまった、と後悔した。

　１ＤＫの部屋のちいさなテーブルの横に、潰しただけになっている段ボールが置き去りになっていた。かなり大きく目立つものなのに、どうして忘れてしまっていたのか。

「ら、楽にしてて」

　いいながらそそくさと段ボールをベランダに運ぶ。

「俺やろうか？」

　奥のベッドがあるところまで、川内がすたすたとついてくる。こちらもまた、ベッドは朝起き出したままの状態になっていた。

「だいじょうぶ！　へいき！」

「手、ふさがってるじゃん、遠慮しないでいいよ」

　確かに手はふさがっていて、ベランダの鍵を開けてもらって助かった。もうちょっとしっかり掃除していたか考えてから、川内を招くか決めればよかった──冬萌がひとりいやな汗をかいていると、ベッドの前で川内が足を止めていた。

「ありがと。どうかした？」

　カーテンをしめながら尋ねた冬萌に、川内はハンガーで壁にかけてあるスカートを指差した。

「これ……」

　ほかに壁にかかっているものなど、時計くらいなものだった。スカートがいきなりそこにあったら、妙に映るかもしれない。

　さすがにスカートを前にすると、面影どころか那智のことを思い出してしまう。

「これ、中学のときに買ったスカートで……はじめて自分のお小遣い貯めて買ったんだよ。けっこう気に入ってたから、夏に実家に帰省したときに持って帰ってきたの。ちょっと入らなくなってて、また入るようになったらいいなって思って。それでエクササイズ教室に通いはじめて……」

　言葉の途中で川内が抱きしめてきた。

　こら、とたしなめようとした冬萌は、川内の手でベッドに押し倒されていた。

　部屋は一階だから階下への配慮がなくていいが、かなり盛大な音がした。冬萌にまたがった状態で、川内はコートを脱いでいく。

「せ……川内くん？　ちょっと……」

「楽にしててって、さっきいってたじゃん」

「いったけど……ご飯の支度、しないと」

　結局飲食店には入らず、総菜を何種類か見繕って買ってきた。飲みものなどは冷蔵庫にまだ入れておらず、ダイニングのテーブルに出しっぱなしのままだ。

「いやかな？」

　川内が切なそうな表情を浮かべる。

「いやじゃないけど…」

　それが合図になったように、川内はパーカーを脱ぎはじめた。

　アンダーウェア代わりなのだろう、川内は下に黒のシャツを着ていて、それも脱いでいく。

　鍛えられた身体をこんなに間近に見るのははじめてだった。

　ふれたくなるような身体を前に困っていると、インターホンが鳴った。

　玄関先から「宅配便でーす」と男性の声がする。

　あからさまに残念そうな顔をした川内を押し退け、玄関に走りながら冬萌はコートを脱いで椅子にかけた。

　届いた荷物は実家からのもので、持ち上げるとかなり重い。

「実家から？」

「うん。送るときは先に連絡してっていってるんだけど……」

　川内の待つ部屋に荷物を運んでガムテープをはがしてみると、なかにはいつもどおりの食材の救援物資と、緩衝材と新聞紙にぐるぐる巻きにされた筒状のものが入っていた。

　筒状のものが重いようで、梱包を解くと日本酒のラベルが現れた。

　いつものように封筒も入っている。中身をあらためると、便箋には『たまにはいいお酒を料理酒にして、おいしいものを食べてください』とある。

　しかしラベルを見ても、冬萌にはそれがいいお酒なのかどうかわからない。

　川内にラベルを向けたところ、破顔した──なのでいいお酒なのだろう、と判断した。

　母手製の煮物が詰まった保存容器もいくつかあり、それをキッチンに運ぶ。

「ね、煮物も食べようよ。お母さんのおいしいから」

　総菜のほかになにかつくろう、と野菜なども買ってきていたが、母の煮物があるならそれでいい。なにより味の保証は冬萌ができる。

　せめて皿に移し替えよう、と気に入っている皿を並べて保存容器の蓋を開けたところに、川内が背中から腰に腕をまわしてきた。

「移し替えるだけだから、すぐだよ。買ってきたビールは冷蔵庫にしまって、せっかくだからさっきの日本酒飲まない？」

　料理に使ったとしても、全部を消費するのは大変だ。

　ふたつ返事の川内とちいさなテーブルを囲み、器にうつした煮物や総菜をつまみに、送られてきた日本酒を飲む。

　順調に料理が減っていく。母親が送ってくる煮物は、いつも日持ちするようにと濃い味付けになっている。それもまた日本酒のあてとしてちょうどよかったようで、川内はおいしそうに平らげていく。

　食事を終えて食器を流しに運ぶときも、先にシャワーを使うという川内にバスタオルを手渡すときも、今夜は彼と過ごすのだと意識してしまっていた。

　浴室から聞こえる水音に聞き入ってしまいそうになる。

　気を取り直し、冬萌は使った食器を洗いはじめた。







　髪を乾かした冬萌が洗面所から出ていくと、川内が洗いものの水気をふきんでぬぐってくれているところだった。

「あ……ありがとう」

　流しに詰まれた食器を、冬萌は棚に戻していく。ひとりでいるときは、これだけの食器を一度に使うことはなかった。

「煮物おいしかった。せっかく送ってもらったのに、ごめんね」

「気にしないで。おいしかったならよかった」

　肩越しに振り返った川内の前髪は濡れている。

　ポロシャツと一緒に買ってきた半袖Ｔシャツに袖を通しているのはいいが、ふたりして気がまわらず、川内が寝るときに穿くズボンを買い忘れていた。当の本人は気にした様子もない。先にシャワーを使ってからは、川内は下半身はトランクスだけで過ごしている。

　冬萌は目のやり場に困ってしまっていたが、口に出すのも気にしすぎなのでは、と思ってしまう。

「今度はさ、プラネタリウムに行こうよ」

「うん、今日の水族館も楽しかったし、プラネタリウムも行きたい！」

　天球儀のキーホルダーを選んでいたのだ、川内はそちらに興味があるのかもしれない。中学時代に天文部にいた冬萌としては、いまではすっかり離れているとはいえ、また空を眺められるのはうれしい──しかもひとりではないのだ。

「川内くん、天体とか興味あるの？」

「また俺のこと名字で呼んで……興味ならあるよ、空手やってるから体育会系だと思われがちだけど、好きだよ。今度俺の部屋おいでよ、望遠鏡もあるし」

「……ほんと？」

　望遠鏡となると、いきなり本格的になる。

「ほんと。がんばって買っちゃったよ、このくらいの」

　身振りでしめしたサイズは大きかった。

　洗った食器も拭き終わり、キッチンの明かりを落とす。

　並んでベッドを背もたれに腰を下ろした冬萌は、となりにすわる川内に毛布をかける。

「……寒そうだから」

「冬萌ちゃんがあっためてくれたらいいと思うんだけど」

　川内が冬萌の爪先に自分の足をからめてくる。

「……いや？」

　逡巡する必要はなかった。

　ふれ合っている彼の爪先の温度に、冬萌もその気になってしまっていたからだ。

「いやじゃ、ないよ」

　素直な言葉を告げるだけなのに、恥ずかしくて彼の目を見ていられない。

　腰を上げた川内に腕を引かれ、冬萌はベッドに身を投げ出した。

　ふたりで横たわると、ベッドはかなり手狭に感じる。なんだか楽しくなってきて、冬萌はくすくすと笑い出していた。川内もおなじように笑い、冬萌の身体を包みこむように抱きしめてくる。

　笑いの波が退いていき、川内の胸に寄り添った冬萌は心音に耳をかたむけた。

　とても温かくて、安心できる。

　睡魔が忍び寄ってきて、このまま眠ったらきっと気持ちいいだろう──冬萌が目を閉じようとすると、川内がぎゅっと抱きすくめてきた。

　驚いた冬萌の睡魔はどこかに行ってしまった。

　腕のなかで身じろぐと、川内は冬萌のひたいにくちびるを当てた。

「ごめん」

「どうしたの？」

　川内の声はひどく真剣なもので、冬萌は身をかたくしていた。

「……ごめん。俺も、話さないと」

「あ……」

　川内が話があると言っていたことを思い出した。

「更衣室でＵＦＯ見せたことあったでしょ、ほんとうはあのときに、冬萌ちゃんに話そうと思ってあそこに呼んだんだよ」

　これまで耳にしていた、うれしくない種類の話が頭を飛来する。まさかほかに、関西にもしかして親密な誰かがいて、などと一瞬で様々なことを考えてしまった。

「つらい思いさせてごめん」

「川内くん、なにが……」

　身を起こそうとする冬萌を留めず、川内もならうように身体を起こした。向き合った真剣な顔をした川内の目に、冬萌は背筋をのばす。

「元カレの……ことなんだけど」

「う、うん」

「どんなひと……？」

　どう説明するか──冬萌が目を泳がせると、川内の手が動いた。

　冬萌の頬をなでる彼には問い詰めるような色はどこにもない。

「元カレというか、昔の……初恋のひとで」

「それって」

　なにをいわれるのか──なにを知りたいのか。冬萌は緊張していやな汗をかいていた。

「……那智？　那智で合ってる？」

　冬萌は川内を凝視した。

　彼の口から出た言葉が信じられない。

「那智正章……で、当たり？」

「……なんで」

　知っているの、という言葉が最後まで出ない。

　川内の手が、冬萌の頬をくり返しなでる。

「ごめん。改名したんだ……俺」

「なに？　え……」

　目を泳がせる川内の顔を、冬萌は食い入るように見つめた。

「いうの遅くなってごめん──中学のとき、親父の会社が倒産して引っ越したろ、そのあと引っ越し先で色々あって」

「ちょっと待って……な、なにをいってるの」

　彼がなにをいっているのか、頭に入ってこない。なのにとんでもないことをいい出している、とそれはよくわかった。

「引っ越してからのゴタゴタで、おふくろがちょっとメンタルやられちゃって。親が離婚したあとはおふくろに引き取られたんだ。俺、名字も変わって……そのあたりから、なんか、冬萌ちゃんに手紙も出せなくなっちゃって。楽しくないことが続いて……書けなくなったんだ。冬萌ちゃんのこと会社で見つけたときも、タイミング逃したら……そんな楽しくない話なんて切り出しづらくて」

　かたい、そして勢いこんだ声だった。

「どう、して……」

　冬萌の混乱をよそに、川内の口は動き続ける。

「あんまりにもうまくいかないことが続き過ぎちゃって、おやじ……外に女つくったりするようになってさぁ」

　うつむきかけた彼の表情に、いまも那智の面影があると感じた。

「おふくろ、俺と親父のこと重ねるようになっちゃって、けっこう当たりがきつくなって」

　やんわりと笑い、彼は口を開く。

「なんていうか……おふくろのメンタルもあるし、俺への風当たりもあったから……色々取れる対策は全部試したんだ。その流れでさ、親父から一文字もらってた名前も変えちゃおうか、って」

「……そんな」

「母の病状回復のためにも、って色々相談持ちかけたら、行政のひとたちが協力してくれて……なんとか、名前変えられた」

　──正章から、正臣へ。

「名前の『正』のところは、おふくろがつけてたから、残すことになって」

「ほんとに」

　ひどく緊張した声が出た。

「……那智くん、なの？」

　冬萌の頬をさするようにしてから、川内はうなずいた。

「どうして、いってくれなかったの？」

「話すの遅くなって……ごめん」

　面影があるのは当たり前だった。

　逆に、どうして彼だとちゃんと気がつかなかったのか──冬萌はふるえる息を吐いた。

「おとなになった俺のこと、どう思うかなって……俺が冬萌ちゃんのこと好きだからって、冬萌ちゃんが俺のこと好きになってくれるかわかんないから」

　冬萌は川内の肩に頭を預けた。

「俺のこと好いてくれてるっていうのは……中学のときとそっくりだったからわかってたんだ。目元とか、話し方とか……雰囲気の全部が一緒で。中学の……昔のしんどくなる前の思い出だったから、ずっと忘れられなかったんだ、冬萌ちゃんのこと」

「……好き、だよ」

「うん……でもさ、冬萌ちゃんのこと前にすると、揺らいだりするんだ。あのころは子供だった。あれからもう十年近くも経ってるし、俺が勝手に好かれてるって思いこんでるだけで、もしいまの俺はいやだっていわれたら……」

　自分が安穏と暮らし、ゆっくりと忘れていく間──彼は過酷な状況にいたのだろう。

　住まいが変わり、環境が変わり、家族構成が変わり、名前まで変わった。

　顔が歪み、涙腺がゆるみそうになった冬萌に、川内は笑顔を見せた。また那智が、少年だったころの姿が脳裏をかすめる──胸は痛まなかったが、じんわりと甘く温かいもので満たされていく。

「なんていうかさ、俺の見た目っていうか……タイプも変わったでしょ？　昔は線がほそかったのに……もしかしてそういう方が好みなのか、とか色々考えてた。それに……俺のこと那智だって知らないのに、冬萌ちゃんが好きになってくれてそうだな、って思うとうれしかった」

　ベッドのすぐ横の壁に川内は寄りかかり、冬萌に向けて腕を開いた。

　素直に冬萌は彼の胸に身を預けた。

　抱き止める胸に、冬萌は甘えるように身体をすりつける。迷わず委ねられることがなによりうれしかった。

「だけどもうちょっとやり方があるでしょ？　ふたりきりになったこと、何度もあったんだし。それを話してくれたら……いまだって、すんなり信じられたよ、私」

「ふたりきり、かぁ……はじめて俺の部屋にきてくれたとき、手でしてもらったらイっちゃって台無しにしちゃった那智だけど、とか？」

　口を尖らせた川内に、冬萌は笑ってしまった。

「もしかして、気にして……」

　冬萌にすれば、過去の温かい思い出のピースのひとつだ。

「……そりゃ、気にするよ。冬萌ちゃんと……すごくしたかったのに」

　指先が冬萌のパジャマの内側をまさぐった。背中をなで、脇をなで、川内の目が熱を帯びてくる。

　くすぐったくなって身体をひねった冬萌の頬に、川内はくちびるを当ててきた。

「高校のころ、遠縁の親戚が呼んでくれて、広島に引っ越したんだ。住んでたアパートの近所にあった道場がさ、母子家庭とか事情のある家からは月謝取らなかったんだよ。それで通いはじめて……塾とかだと、けっこうかかるでしょ」

　冬萌を抱きしめ、川内はずるずるとベッドに横になっていく。

「あのころが一番家のなかがきつかったなぁ。家にいたくなくて……俺の怪我が増えてくから、近所のひとが色々手をまわしてくれて」

「……怪我？」

　ひやりとさせられる単語だった。

　ぐっと抱きすくめられて、川内の表情が見えない。

「細腕なのに、けっこうおふくろ力強くて……なんか、俺がはけ口になっちゃったんだよね。でも道場通って、近所のひとにご飯食べさせてもらって。そしたらすっごい勢いで背がのびてきて」

　短い笑い声を、冬萌は間近で聞く。それはすこしも楽しそうではなかった。

　──だから家にいたくなかったのか。

　目にした彼の身体には、傷跡はひとつもなかった。なめらかな肌があり、鍛えられ引き締まった肉体だったのに──たった数年前には、そんな状態だったのか。

　冬萌は川内の背中に腕をまわした。

　川内もまた冬萌を抱きしめ、密着した部分で徐々に熱が高まっていく。

「身体が大きくなったら、おふくろもなにもしてこなくなった。俺の見た目が変わったからかもしれない、メンタルの方も、いきなりよくなっていって。おふくろが通ってた病院も、相性がよかったんだろうなぁ」

　薄いパジャマ越しに、川内の強張った熱が伝わってきた。

「大学に入ったら……俺のこと、イイっていってくれる子が出てきて」

　ぞっとするような予感があって、だが冬萌はただうなずいた。彼の言葉をひとつも漏らさずに聞きたい。たとえそれが、ほかの女性と過ごした時間のことであっても。

「背が高くて、スポーツやってて……なんかそういうところがイイっていってくれてて……ひとり暮らしもはじめてたから、俺も調子に乗ってたところもあったんだ」

　連れていた女の子が、しょっちゅう変わっていたという話。

　多少の誇張もあるかもしれないが、冬萌は複数のひとからおなじ内容を聞いている。

　彼にそういった時期があったのは、確かな話なのだろう──彼もまた、これまで否定をしなかった。

　積極的に聞きたい話ではなかったが、彼が話すのなら聞こう、と顔を上げて川内の目を見た。

「一緒にいて楽しいけど、俺から会いたいって思う子はいなかった」

　川内の手は、冬萌のパジャマを胸元までたくし上げている。

「たぶん、誰でも変わらなかったんだと思う」

　疲れた笑顔を浮かべる川内に、冬萌は笑い返せなかった。

「背の高さも、スポーツもなんにもない……チビで貧相な身体してた俺のこと好きだ、っていってくれた冬萌ちゃんのこと、しょっちゅう考えてた」

　いまの彼の手は大きい。冬萌の知っている那智のものと違う。だがどちらの手も、冬萌が好きになった相手のものだ。

　どちらの手も冬萌の肌でいやらしく動く。大きな手が乳房を包みやわらかさを確かめるようにする感覚に、冬萌の淫欲は高揚しはじめていた。

「いまも、冬萌ちゃんのこと考えてる」

「川内く……」

「彼女のふりなんかじゃなくて……ちゃんと俺の、彼女に──冬萌ちゃんのこと、好きなんだ」

　くちびるが重なった。

　厚い舌で口腔内を愛撫され、無意識に冬萌はシーツをにぎっていた。爪先に力が入ってしまうほど、くちづけで与えられる快感が強い。

「う、っ……ん」

　湿った音を立て、川内に舌を嬲られる。

　目を閉じ川内を受け入れていたが、彼のくちびるが離れるや否や、パジャマの上衣が脱がされそうになった。

　パジャマは被るタイプのため、一気にうまく脱がせることはできなかった。目の合った川内は、すっかり高揚している。冬萌が背を浮かせると、上衣を引っ張った。冬萌はそれに応じるように、続けて肩を浮かせ、頭を浮かせた。

　冬萌が念のため、と着けていたナイトブラに、川内はすぐ手をかけた。

「川内くんも……」

　身体を起こす冬萌に同意し、川内はベッドから降りるとすばやく着ていたわずかなものを脱ぎ捨てていった。

　そこには重たげにしなる川内の猛りがあり、冬萌が目を逸らした瞬間に川内はブラジャーに手をのばす。

　上へと引っ張られたブラジャーが腕から引き抜かれると、冬萌の乳房が露わになった。

　とっさに隠そうとした腕を川内はおさえ、上擦った声を出した。

「俺も隠さないから、冬萌ちゃんも隠さないで」

「で、でも」

「……はじめてのとき、俺たちまだ中学生だったけど、冬萌ちゃん隠さなかったでしょ」

　そういわれてみると、確かにそうだった──などと思い起こした冬萌の身体を押し倒し、川内は下半身からパジャマと下着を一気に引き下ろした。

　身体を隠すものがなにもなくなった冬萌に覆い被さり、川内はくちづけながら身体をまさぐりはじめる。

「あ……ん……っ」

　川内は冬萌の身体中にくちびるを押し当て、舌を這わせた。熱を持った大きな手のひらが肌をすべる。あちこち忙しなく検分したあと、冬萌の秘裂に指が降りていった。

「……ん、う……っ」

　しばらく冬萌をじらすように動いていた指は、隠れていた敏感な部分を念入りに愛撫しはじめる。

「ここ、かたくしてるよ」

　そろり、とやさしく圧され、冬萌はその刺激に短い悲鳴を上げた。

「……そんなかわいい反応しないでよ」

　川内の指先が冬萌の過敏な部分を愛撫しはじめる。

「やっ……あっ、あ……」

　冬萌は首を振る。自分がどうしてほしいのかわからなくなっていた。このままではすぐ達してしまいそうだ。彼を置いてひとりで達してしまうのがいやで──でも彼の手で達してしまいたい。

「だ、だめっ、ひとりで……ひとりだけなの、だめ……っ」

　まともな訴えにならない声に、川内は短く笑った。彼は手を止め、冬萌の耳に舌を這わせてくる。

「ふぁ……っ」

　ずる、と川内の指がぬかるんだ淫道に沈み、内側の襞をていねいになでていく。愛撫の手段を変えた指に、冬萌の身体はたやすく悦んでしまっていた。

「うぁん……っ、あ……っ」

「冬萌ちゃん……キスしただけなのに、こんなにしてる」

　下腹部から聞こえてくるぬちゃぬちゃとした音は、冬萌の羞恥心をひどく煽り立てた。

　恥ずかしくて川内の顔を見られないくらいだ──なのに、冬萌は腰をじっと留めておけないような快感を覚えていた。

　川内の長い指が泉を泳ぐ感触を確かめるように、冬萌は目を閉じた。

「……んっ……は、ぁ……」

　指でさえこれだけの快感なのに、と彼の下腹部で揺れていた猛りを冬萌は思い出していた。

　これまでに体験したことがないくらい、冬萌の感度は鋭敏になっていた。気持ちになんら壁がなくなると、冬萌の身体は彼の愛撫に素直に高まっていくようだ。

　冬萌はいま感じている快感を、彼と分かち合いたくてたまらなくなっている。

　川内と一緒に果ててみたい──なのに、理性がそれを押しとどめて伝えられない。

「や、ぁう……あ、ぁあっ」

　腰がびくりと跳ねた。

　まだ部屋の明かりは落としていない。冬萌を愛撫する川内が、淫靡な笑みを浮かべて見下ろしているのがはっきりとわかった。

「……こんなに濡らして、指で終わりじゃないんだよ」

　川内の指が泉から離れた。引き抜かれたあとでも、冬萌のぬかるみはじくじくと快感の余韻にひくついている。

　冬萌の手を、川内は両方ともにぎった。指と指がからみ合うと、胸に温かいものが満ちていく。

「……かわいい」

　川内の目は、冬萌の胸元に注がれている。にぎり合った手をシーツに縫いつけるように体重をかけ、川内は首をのばして乳房に舌を這わせた。

　赤く尖った先端がもてあそばれる。川内の舌は生きもののようにうごめき、じゃれついてくるようだった。

「あ……、っう……」

　川内のくちびるが乳首に吸いつくと、冬萌はもう目で追っていられなかった。

　目を閉じ、舌が輪郭に沿ってなぞり、吸い、はしたなくふしだらな音を立てる愛撫を受け入れた。腰をじっと落ち着けていられなくなっていく。

　ふいに川内の指がほどけ、冬萌は目を開けた。

　乳房に顔を埋めるようにした川内は、視線が合うと冬萌の乳房をゆっくり揉みしだいた。

「川内くん……っ、ん……」

「冬萌ちゃん、けっこう敏感だよね。さっきから、腰がずっと動いてる」

「だ、だって……」

　身を起こした川内の下腹部に、どうしても目が吸い寄せられる。

　膝立ちになっていた川内は、ベッドのはしに腰を下ろした。

「……冬萌ちゃん」

　その声だけで、冬萌は彼の要求を理解していた。

　手をのばし、川内の屹立をにぎる。

「ああ」

　短い声に、冬萌は身体の奥がずきんと痛むほど疼いていた。

「昔と一緒で、冬萌ちゃんの手……ちいさいなぁ」

「せ、川内くんのは……大きくなって……」

　つい口からそんな言葉が出たが、川内の顔に浮かんだ笑みが淫靡で、それは尻すぼみになっていく。

　中学生のときにそうしたように、冬萌は川内の幹をなでさすった。

　ぐ、と屹立がさらに身を反らす。

　あのころよりずっとそれは雄々しく上向いていて、間違いなく大きさを増していた。

　彼とはじめて行為に及ぶわけでもないのに、冬萌は冷静さをすぐに欠いてしまう状態だった。川内が那智だったとわかっただけで、気持ちの軽さがまったく違う。那智の面影がよぎることに、罪悪感を覚えなくていいのだから。

　過去に彼の部屋で過ごしたときと違う。あのときのような、ちょっとしたつまずきは起こらないだろうし、冬萌は引き返したくなかったし──引き返さなくていい。

「冬萌ちゃんの手じゃなくて……一緒に、いきたい」

　川内が自分と同じように思っていたことがうれしかった。ふたりでいるのだから、はしたない時間のすべてを共有したい。彼の手で蕩けさせられるのは、きっとたまらないだろう。でもそれではいやだった──ひとりで達するのは。

　川内の手がベッドのすみにのびたと思うと、物陰をまさぐった。いつからそこに置いていたのか、彼の手がつかみ取ったのは避妊具だった。

　冬萌はみずからベッドに横たわった。川内が避妊具を装着する音に、彼への信頼感が増していく。

「私、川内くんに会ってから……好きになるの……好きってわかるの、ほんとははやかったんだよ」

　くちづけながら、せっかちにのしかかってくる川内の肩に腕をまわした。もう彼を欲しいと思うことに、臆したり迷ったりする理由はない。

「気がついてたよ、でも……冬萌ちゃんが悩んでるって気がつかなくてごめん」

「……川内くん、好き」

「うん、俺も」

　舌を交え、川内が冬萌の膝に手をかける。冬萌は抵抗せずに脚を開いた。川内の肉茎の先端があてがわれ、冬萌はそれが沈んでいく感覚を悦んでいた。

「……っん、あ……ぁ……っ」

　ぴったりとおたがいの秘所が密着する。

　胸を合わせ、彼の重さがかかってくる──激しく川内の腰が動きはじめ、冬萌はのどを仰け反らせた。

「ぅうん……っ、んっ、あ……あぁ……っ」

　熱かった。

　川内の灼熱が媚肉をこすり、淫泉を掻き乱すと、冬萌の理性が蒸発していく。

　背をシーツから浮かせ、彼の腰使いに合わせて冬萌は腰を揺らしていた。川内の情欲をもっと深くまで突き立てられたい。

「せ……だい、くん……っ」

「なに？　もっとする？」

　ささやき、川内は腰の動きをゆっくりと大きくした。

「あ、あぁ……！」

「ほら、どうしたいのか教えてよ」

「わかんな……もう、わかんない……っ」

　開いた瞳がとらえた部屋には、中学時代のスカートがあった。

　あれを履いて彼の部屋に出かけたとき、自分がしようとして未遂で終わった行為が、こんなにも熱量のあるものだとは知らなかった。ただひたすら、好奇心と彼への好意で動いていた。

「ん……っ、うぁん……っ」

「わかんない？　じゃあさ、目を閉じてえっちなこと考えててよ。俺が入ってきて、どんな感じしてる？」

　ささやく川内の声はいやらしかった。

「俺、冬萌ちゃんと一緒に気持ちよくなれて、すごくうれしいよ。こんな……ぎゅってして」

「そういう、の……やっ……あっう……はずか、し……」

　彼の腰が速度を落とす。ベッドのきしみと肌を打つ音が消え、淫泉を川内が出入りするちゅくちゅくという音が聞こえてきた。

「冬萌ちゃんのぬるぬる、すごいことになってる。奥より、入り口のあたりがいい？　ちょっとずつな方がいい？」

　どちらも正反対だった──奥に届く強い抽挿が、もっとも冬萌の身体をふるわせる。

「ほら、教えて」

　ゆっくり、じれったくなるほどちいさな抽挿に、冬萌は川内の首に腕をまわした。

「冬萌ちゃん？」

「ぜん、ぶ……っ」

　冬萌は声をしぼり出す。川内でゆっくりと満たされていく淫道が、深い快感を求めてうねるのが自分でもわかった。

「ぜんぶ、入れ……たくさん……、して……っ」

「……うん、いっぱいしよ」

　訴えた冬萌の耳元でささやいた川内の声は、とてもうれしそうなだった。

　彼の腰使いが激しくなり、冬萌は川内にしがみついていた。

「あん……ん、きもち、い……っ、あ……っ」

「俺も……俺も、こういうの一番……」

　川内が一突きするごとに、冬萌の感覚は高い場所に押し上げられていく。激しく突き上げられた性感はたやすくのぼりつめ、冬萌は爪先で強くシーツを掻いた。快感で翻弄されたようになった頭で、冬萌は喘ぎ続けていた。

「いっ……う、ふぅ……っあ、あ……っや、いっちゃ……」

「いく？　俺も……もう、そろそろ」

　耳元での苦しげな声に、冬萌は何度もうなずいた。

「い、いく、から……っ、川内くんも……っぁ、あ」

　一緒に、という声は出せなかった。

　冬萌は身体を大きな波が通っていくのを感じた。いっそうきつく川内にしがみつき、冬萌は叫んでいた。

「やだ、いく……いっちゃ……う、あぁん……っ」

　達して我を失った声を放つ冬萌を抱きしめ、川内もまた身をふるわせていた。淫襞に包まれた屹立が、それより激しく暴れ回っていた。

「冬萌ちゃん……っ」

　果てた身体で川内の重さを受け止め、彼の熱を味わう間もなくくちびるが重なってくる。

「ん……っ」

　キスされるだけでも、快感に浸っている全身が反応した。

「……や、やっと」

　くちびるを解放した川内は上擦った声を出す。

「やっと俺……冬萌ちゃんと……」

　首まで赤くした川内が見下ろしてくる。冬萌は川内の顎先にくちびるを押し当てた。

「うれしい」

　冬萌がそうささやくと、川内はうなずきながら強く抱きすくめてくる。

「そうだね、俺も……うれしいよ」

　川内の声に、冬萌はうっとりと目を閉じていた。







「……おなじひと、好きになっちゃうんだもんなぁ」

　冬萌のつぶやきに、となりで川内が身じろいだ。リモコンで照明を落とした部屋の薄暗闇の下で、川内は眠たげな目を開けている。

　上掛けのなかで、身体をくっつけてふたりで横になっていた。シングルサイズのベッドのため、寝返りも打てないような状態になっている。

　常夜灯の薄い明かりの下、至近距離にある川内が微笑む。

　ひとりで横になっているときより、ずっと上掛けのなかが温かい。

　川内のまぶたが落ちると、すぐに寝息が聞こえてきた。

　あくびをし、となりの寝顔を見つめる。

　冬萌は少年時代の彼──那智の顔を思い出していた。

　忘れてしまっていたことが信じられないくらい、いまでは那智少年の顔をはっきりと思い出すことができた。

　中学生のときの彼は、まだ繊細な線を持っていた。どちらかというと美少年の類だったのだ。

　すっかり男性的に成長した彼は、もう線のほそさはどこにもうかがえないものの、冬萌にすれば目を離せないような整った顔つきになっている。

　寝入っている川内の顔をもう一度眺め、それから冬萌も目を閉じた。

　昼に待ち合わせたときに比べ、無精髭がうっすら生えている川内の顔もなかなか素敵だ、と眠る寸前に思っていた。
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「近いうちでいいんだけど、時間空いてない？」

　提出する書類を突き出しながら、開発の後藤が冬萌にそう声をかける。

「今月？」

　冬萌はフロアの壁、十一月のカレンダーの方を向いた。

「年末までの優待券あるから、ちょっとつき合ってよ。ご飯食べ行こ」

　受け取った書類に目を落とし、

「かまわないけど、優待券って？　旦那さんじゃなくていいの？」

「旦那の尿酸値高くなっちゃったから、連れていけないの」

「……ていうことは、お酒飲むような？」

「そうそう。あとでくわしい場所連絡するね」

　詳細がまったくわからないが、彼女とどこかへ出かけるのだ、ともう一度カレンダーを見る。

　十一月の第四週の週末である。

　今日もエクササイズ教室に行くべく、冬萌の持参した荷物は大きい。

　身体を動かすことが楽しくなり、なんだか軽くなった気がしている──が、冬萌の体重は変化していない。川内のアドバイスもあり、肉や油物を断つことは止めていた。栄養面を考えると、偏った食事をするのはダイエットには逆効果なのではないか、というのだ。実際、肉も揚げ物も食べるのに、川内の身体はひきしまっている。運動量の差はあれど、そんな彼の言葉には説得力があった。

　昼休みになると即座に後藤からメッセージが入り、一緒に昼食を取ることになった。

　近所の寿司屋に入り、後藤は日替わり定食を頼む。今日はいくらと鮭の親子丼で、喜色満面、といった様子で後藤は箸をつける。

「旦那の尿酸値があるから、魚卵もうちで食べられなくって」

　しあわせそうな顔で、後藤はいくらを頬張った。並のにぎりを頼んだ冬萌が、自分も日替わり定食を頼めばよかった、とすこし後悔してしまうくらい、後藤はおいしそうに食べている。

「さっき話してたのって、今月中ならいつでもいいの？」

「ああ、うん」

　箸を置き、お吸いものを一口飲んでから後藤は財布からチケットを取り出した。目の前でひらひらと動かされるそれに書かれた文字を、冬萌は読み上げた。

「ベルギービール？」

　優待、という文字が書かれている。

「旦那とよく行く店でさ、くじ引きで当てたんだけど、どうにも」

「……尿酸値？」

「そう、だからこれは私が自由に使わせていただくことになりました」

　チケットを受け取り、冬萌は裏表と確認していく。

　都心にあるベルギービール店の、開店十周年記念のイベントということだった。コース料理と限定輸入ビールが半額で味わえる優待券だ。

「……いいの？」

　ビールの種類などはまったくくわしくないが、チケットに載っている料理の写真はおいしそうだ。

　冬萌からチケットを返された後藤は、いいのいいの、と笑った。

「使用期限あるから、旦那の尿酸値待ちは無理だしねぇ。まあ綿貫さんは、私より川内くんと行く方がいいっぽいけど」

　いきなり川内の名が出て、冬萌は箸を落としそうになってしまった。

「な、なんで……」

「川内くんが彼女できたって話してて、ああ綿貫さんのことかなーって」

「え、私の名前いってたの？」

「出てないよ。でも綿貫さんかなって」

「……どうして、そんな話に」

「ああ、川内くんのこと気にしてた子がいて、彼女いるんですかって直球で訊いたのよ。そしたら川内くん、うれしそうな顔で話してたよ」

　口振りからして、後藤はその相手が冬萌だと確信しているようだった。

「どこで……私だと思ったの？」

「ちょっと前にさ、お昼だったっけ、外で一緒にいるとこに私出くわしたじゃない？　覚えてる？」

「ああ──うん、あったね……」

　営業のお使いに出るときだと思い当たった。那智少年のことを気にし、みずから壁をつくろうとしていたころだ。

　社内恋愛は特に禁止されていない。どちらかというと社内結婚を推奨していて、結婚後に女性は退社することが多かった。

　結婚報告をすると女性は自然に寿退社、という空気になるそうだ。幼児向け玩具も取り扱うせいか、子供が生まれるとパッケージ写真に使いたい、という声がかかったりする。退社しても縁が完全に切れるわけではないようだった。

　退社するしないは本人の自由だ。冬萌の入社以来カップルが成立していないため、すべて噂で聞いた話ではあるが。

　以前冬萌は、しつこく営業への異動をすすめられたことがあった。それも平たくいえば、冬萌を誰か営業メンバーの伴侶に、との思惑あってのことだったのかもしれない。

　過去には社内合コンのようなこともしていたようだが、パワハラだセクハラだと世間がやかましくなり、いつのまにかそういった話は消えていったらしい。冬萌を引き抜くための建前であった事務員のポジションも、いまでは新しく人が雇い入れられ、退職予定のベテランから引き継ぎを受けているという。

「まわりには隠すの？」

　きれいに丼のいくらをさらい、後藤は気軽な声で尋ねてくる。

　川内との交際をとくに隠すつもりもないが、あえて自分たちから話すつもりもなかった。部署も違うため、わざわざ公にする必要を感じなかったのだ──なにより、わざわざ公言するのも気恥ずかしい。

「……なんか、自分から……ねぇ？」

「照れちゃう？」

「そんな感じ、かなぁ」

「そのうちまわりもわかると思うけどね」

　しょうゆをつけるのも忘れ、冬萌はまぐろの握りを口に放りこんだ。

「……わ、わかるもの？」

「察する。雰囲気でわかるもんだよ、そういうの」

　現に後藤は気がついていた。

「そのあたりもちょっと聞きたいからさぁ……今週末はともかく、来週どう？　週末」

「来週末？」

「うん、その店週末は昼からやってるから、土曜に行こうよ。それで遅くなる前に解散。来週末は、川内くん出張だしさ」

「え？」

「今日話してたよ、うちの部長と。あとで川内くんから聞かされるんじゃない？　だから来週は私とご飯食べて、色々聞かせて！」

　やたらと後藤が乗り気で、ちょっと冬萌は引き気味になっていた。だが社内の誰かに話すきっかけとしてはいいのかもしれない。

　最後に残っていたガリを口に入れたとき、川内からスマホに来週出張に行くことになった、というメッセージが届いた。







　更衣室で冬萌は荷物を整理していた。

　エクササイズ教室も終わり、シャワーも使った。バスタオルのレンタルがほんとうにありがたい、と大きくなっている荷物を整理しながら思う。

　今日はこのあと、川内の部屋をはじめて訪れることになっている。

　用意した着替えのせいで、カバンがパンパンだった。季節柄、どうしても厚手の生地になるためしかたがない。

　カバンを抱えて更衣室を出ると、通りかかった門下生に声をかけられた。何度か挨拶をしたことのある人だ。

「綿貫さんお疲れさまー、川内くん呼んできますか？」

「いえ、だいじょうぶです。ありがとうございます」

　ひとなつっこく三上が話しかけてくるためか、いつの間にかほかの門下生たちも冬萌の呼び方が『彼女さん』から『綿貫さん』へと変わり、気のせいか親しみがこもりはじめていた。

　最初は川内の彼女、ということで興味本位にかまわれていたが、どうやら一度か二度冬萌の顔を見たら相手の興味も薄れるらしい。どこで知り合ったのか、などと根掘り葉掘り訊かれることも、もうなくなっている。

　ただやはり三上を中心として、どうにか冬萌の友達と──彼氏のいない女子との合コンを、と望む声があった。合コンに呼べる女友達はいないのに、それを何度くり返してもあきらめてくれない。もう挨拶のようなもになっていたが、これはもう逃げるしかないと考えている。

　更衣室はエクササイズ教室の生徒のあとに門下生が使うので、いつも冬萌は川内を待つことになる。

　近頃、外気が寒くなってきたため廊下で待たせてもらっているが、そこで冬萌は早苗に向けられる複数の門下生の視線に気がついていた。

　早苗を熱心に追う視線は真剣で、そうしている門下生たちは誰も冬萌に合コンをねだってこない。

　つねに道場にいて、門下生の近くにいる彼女が、彼らにとって身近な存在であることは確かだ。

　凛とした気品あるタイプの美しいひとで、黙ってそこにすわっているだけで華がある。その早苗を見つめる門下生の視線には、好意と熱がうかがえた。

　彼らの視線に早苗は気がついているのだろうか、と首をかしげそうになることがある。

　彼女は門下生やエクササイズ教室に通う生徒たちに分け隔てなく接している。長く通う顔とは親しく話すようになってもおかしくないのではないか──そう思うが、冬萌が見る範囲では、そういった態度はうかがえなかった。

　ほかに事務を請け負うものがいないらしく、おそらく多忙を極めているはずだ。でも道場に通う人にぶっきらぼうに接したとか、大きなミスをしたという話は聞かない、と冬萌はエクササイズ教室の古株の女性から聞いていた。

　多くの異性から好意を寄せられても動じず、仕事をきっちりこなす。

　自分は早苗のようにはなれないな、と冬萌は内心苦笑する。

　彼女のようになりたいのか、と問われたら困ってしまうが、後藤から川内との交際を尋ねられて動揺した自分とは違う気がした。

　冬萌がカバンを抱え直すと、道場から終わりの挨拶が聞こえた。

　ばたばたと川内が一番に走り出てきて、

「待ってて、すぐ着替えるから！」

　と、冬萌の返事も聞かず、川内は更衣室に消えていった。

「おつかれぇ、このあとお出かけ？」

　三上がゆったりと歩いてくる。現れる門下生たちは、誰も彼もひたいに汗を光らせていた。

「おつかれさまです。ちょっと出かけます……」

　すす、と冬萌の間近に音もなく三上は寄ってくる。

「川内んとこにお泊まり？」

　ひそひそ声で尋ねる三上が、そのあとなんというか予想がついていた。

「俺もお泊まりするような彼女が欲しいんですが」

「が、がんばってくださいね……」

　その背後をぞろぞろと門下生が通り過ぎていく。三上がなにを話しかけているかわかっているらしい彼らの顔には、一様に呆れたような笑みが貼りついている。

「ほら、三上くん、綿貫さんのこと困らせないの。彼女をねだるなんて、おやじじゃあるまいし」

　三上の背後から、早苗が笑いながらたしなめてきた。

「えー、じゃあ早苗ちゃんが彼女になってくれるか、友達紹介してよ」

「私とつき合ったら、もれなく師範がお義父さんになるわよ」

「結婚前提かぁ、そろそろ俺も身をかためる時期かな」

　三上のそんな冗談ともつかない態度にも笑っている早苗は三上の背を叩いた。

「はやく着替えてください、しめますからね」

「了解でーす」

　じゃあね、と手を振る三上に冬萌も同じように手を振って返すと、となりで早苗が呆れたような声を出した。

「もしかして、ずっとあんな調子ですか、三上くん」

「……明るいひとですね」

「三上くん、口でいってるほど軽薄ではないんですよ」

　冬萌は同意した。

　川内も話していたが、いまは決まった彼女がいないからへらへらしているが、彼女がいるときは一途な態度でいるらしい。

「紹介できる友達がいればいいんですけど、いませんから……」

　フリーだった友達たちが、そろって彼氏ができた、と連絡をしてきてのろけ話をしている。クリスマス前に彼氏できた！　という声に、玩具会社勤務の冬萌は、どうしてもクリスマス商戦に頭がいってしまうのだが。

　もう方便でもなんでもなく、紹介できる独り身の友達がいないのだからしかたがない。

「その後、どうですか？　順風満帆？」

　早苗の問いが、川内のことを指しているのだとわかる。

　ちらりと彼女を見る。早苗はこちらを見ておらず、うつむいていた。

「まあ……その、とりあえずだいじょうぶです」

　我ながら歯切れの悪い返事だが、出てきた言葉はそれだけだった。

　川内から聞かされたことを、すべて早苗に話したいわけではないのだ。

　心配してくれているのはありがたいのだが──ふと冬萌は、彼女に対してちょっとばかり苦手意識があることに気がついた。

　そして、その理由にもすぐ気がつく。

　川内に関して、楽しい話を聞かせてくれたことがないからだ。

「三上くんじゃないですけど、もしなんでしたら男の子を紹介できますよ」

　顔を上げた早苗は、冗談めかしていう。

「道場にたくさんいますし」

　ふふ、と笑う早苗に笑い返すが、あまり楽しい会話ではないな、というのが正直な感想だった。

「できれば──川内くんと、長くつき合っていきたいです」

　冬萌の声はわずかに緊張していた。本意だからだ。

　冬萌も早苗も、更衣室に目をやっていた。冬萌としては、はやく川内に出てきてもらって、ここをあとにしたい気分だった。

「……そうですよね、好きだからつき合っているんですものね。ちょっと口をはさみすぎてますね、ごめんなさい。でも川内くんが、その……これまで短かったのを見ていたからかな、心配になっちゃって」

　冬萌は彼女の方を見られなかった。

　早苗のなかで、冬萌と川内は終わっている関係に見えているのだろうか。

　そう見ていなくとも、近いうちに終わってしまう関係だとでも考えているのか。

　自分の不幸や悲しい結末を待たれているような気がして、冬萌の気持ちは沈んできていた。

　早苗にそんなつもりはないだろうが、と自分のなかで取りなす声がするのだが、川内がからむと冷静さを欠いてしまうようだ。

「おまたせ！」

　更衣室のドアが開き、川内が明るい声とともに飛び出してきた。

「腹減ったぁ、どっか寄っていこうよ」

　冬萌同様大きなカバンを肩にかけた川内に、おもてへとうながされる。

「お疲れさまでした、気をつけて帰ってくださいね」

「お疲れさまです──」

　笑顔の早苗に、ふたりそろって会釈する。

　真っ暗な屋外に出ると、口を引き結んでしまうような寒風が吹きつけた。

　寒すぎて笑いがこみ上げてくる。冬萌が笑い出すと、川内も笑っていた。そして駅に向かううち、どちらともなく手をつないでいる。

　これからはじめて訪れる予定の川内の部屋は、道場の最寄り駅から電車で三十分ほどかかる場所にある。川内には空腹をこらえてもらい、すぐに電車に乗ることにした。

　車内は満員とまではいかないが、となりに立ったひとと肩がぶつかりそうな混み具合だ。

　川内に身体を寄せるように立ち、車窓を流れる風景に目をやった。川沿いを進む電車の窓ガラスには、川内と自分の姿が映りこんでいる。

「うちのとなり、空き部屋なんだよ」

　窓ガラスに映った川内は、冬萌の耳元に顔を寄せた。その目は黒いガラスに映った冬萌を見ている。

「そうなの？」

　冬萌も窓ガラスの川内を見つめた。

「うん、駅からちょっとあるんだけど、タクシー使おうか」

「歩いてもいいんじゃない？　そんなに遠い？」

「……はやく帰って、冬萌ちゃんとゆっくりしたい」

　川内が窓ガラスのなかで微笑む。

「冬萌ちゃんが泊まりくるの、すっごい楽しみにしてた」

　いい終わるか終わらないかのうちに、電車が大きく震動した。

　まだ駅にはほど遠い場所で、電車は停まってしまった。

「なんだ？」

「あ、あぶな……」

　ざわついた車内に、アナウンスが流れてくる。

『──の駅で非常ボタンが押されたため、緊急停止を──』

　スピーカーの声が聞こえてくる天井の方を見上げ、

「時間かかるかな？」

「どうだろう。はやく帰りたいのになぁ」

　川内が腕時計を確認する。すでに時刻は十時近くなっていて、川内は頼りない顔をした。

　カバンに入れてあるミントタブレットを出し、冬萌は川内の手のひらにいくつか落とす。それで空腹が紛れるとは思えないが、川内は微笑んでそれを口に放りこんだ。

「出張の準備って、大変そう？」

　川内は肩をすくめる。

　一週間後ということで、準備する期間はたっぷりありそうだ──と思いかけたが、川内は浮かない顔をしていた。

「木田さんの営業所に、海外のお客さんがくるんだよね。それの通訳させられるみたい」

「そ、そうなんだ」

　クリスマス商戦前に営業所を増やしたかったらしく、内装工事が終わるなり木田はそちらに異動していった。あわせて、何名か各営業所から引き抜かれていったものの、残業三昧で大変なことになっている──と本社総務の冬萌の耳にも入っていた。

「通訳して、帰ってくる感じ？」

「それですめばいいんだけど、仕事手伝わされそうなんだよね。ちょっと向こうと話した感じだと」

　関西にある営業所からの顔なじみ、といっていいのだろうか。あちらも川内には甘えやすいのかもしれない。

「木田さんってけっこう親しいの？　もしかして」

「入社前から知ってるから」

「……そうなの？」

「うん、いわなかったっけ？　名古屋にいたころ、色々お世話になったんだよ」

「ぜんぜん……知らなかった」

　川内が道場に通い出したころから、木田とは顔見知りだったのか。

「大学のときに英語を勉強してたの木田さんが知ってて、就活のときに声かけてくれたんだ。英語話せるんだったら、うちで優遇してやるぞーって」

「優遇？」

「なんか手当はついてる。でも海外のお客さんがくるたびに引っ張り出されるから、ちょっと面倒だなぁ」

　来週末には木田のいる宮城営業所にまでわざわざ向かうのだから、切れそうで切れない縁、ということなのか。

「英語、大学で勉強したの？」

「留学生がいて、そいつに教わったりしてたんだ」

　車内アナウンスが流れ、がくん、と電車が揺れる。

　発車すると、冬萌の背中に川内の腕が支えるようにまわされた。

「この先、ちょっと揺れるから」

　そのとおりで、冬萌は川内の胸を支えにして震動をやり過ごすことになった。

　停車した乗り入れ線の多い駅で、どっとひとが降りたと思うや、倍の人数が乗ってくる。川内の胸に抱きしめられるかたちでかたまり、目的駅まで冬萌は温かさに目を閉じていた。







　駅からタクシーで十分ほどのところに、川内の借りているテラスハウスはあった。

　通勤には普段バスを使っているというが、電車が緊急停止していたせいで、最終バスの時間が終わっていて、歩くかタクシーしか選択肢がなかった。

　一番奥だと川内が説明する長方形の建物は四世帯に分けられている。冬萌はカステラを連想しながら、首を巡らせて進む。隣家の明かりは点っておらず、家に入った川内に続いて、冬萌も靴を脱いでお邪魔する。




　単身者向けのテラスハウスのため、広さそのものは冬萌の部屋と大差ない。しかし一階二階と２フロアあると、冬萌の目には新鮮に映った。

　一階には水回りとリビングがあり、寝室は二階らしい。荷ほどきのすんでいない段ボール箱が、いくつもリビングの壁際に積まれていた。そのためか部屋の広さの感覚、声の反響に違和感があっておもしろい。エアコンの作動音やちょっと物を置く音も、冬萌の部屋と違って反響している。

　コンビニで買ってきたパスタを食べると、川内は人心地がついたようだった。

　先にサンドイッチを食べ終えた冬萌が、あたりをちらちら見ていたためだろう、川内は笑った。

「落ち着かない？」

「二階に天窓があるんだ、それでここに決めて……俺シャワー使ってくるから、二階上がってる？」

「いいの？」

「うん、エアコンつけて、あったかくしてて──すぐ行くから」

　水回りはすべて一階に配置されていて、川内が浴室に消えると冬萌は階段をのぼった。

　二階は八畳ほどの洋間で、一階同様に段ボール箱がいくつか積まれていた。

　なにより目を引いたのは、閉まったカーテンの前にある天体望遠鏡だ。

　扱いは中学生のときの部活動で知っているが、実際に目の前にするのは久々であり、川内のものだ。うかつにさわっていいものかためらわれ、冬萌は敷きっぱなしになっている布団の横で足を崩した。

　はじめて訪れた那智の部屋を、冬萌はなつかしく思い出していた。

　あのころのスカートをはけるようになりたい、というのが、無謀なこころみだと最近はわかってきている。骨格そのものが成長しているのだ、おそらく病的にやせ衰えるくらいでなければ、ウエストのホックが留まらないどころか、冬萌の腰を通らないかもしれなかった。

　それでももうちょっとがんばろうか、と考えるのは、身体を動かすことが楽しくなっているからだ──しかし早苗の言葉を思い出し、冬萌の気持ちが沈みそうになる。

　せっかく川内の部屋を訪れているのだ、気を取り直し、冬萌はエアコンをつけると、カバンから着替えを取り出した。

　すでにシャワーは済ませてきたので、持ってきたパジャマに着替えようとしたところ、階下から物音が聞こえてくる。階段を上る足音に、着替える冬萌の手が止まった。

「あれ、着ちゃうの？」

　当の川内は、腰にバスタオルを巻いているだけの姿だ。点けたばかりのエアコンから温風が出ているが、まだ寒々しく見える。

　脱ぎかけていたブラウスのボタンを留め直そうとする冬萌の横、布団に腰を下ろした川内は両手を広げた。

「どうする、俺が脱がす？　冬萌ちゃんが脱ぐ？　その前に抱きしめさせる？」

「……もう、手を広げておいてなにいってるの」

　冬萌は半ばブラウスの前が開いたしどけない状態だったが、川内の胸に飛びこんだ。

　布団に雪崩れこみ、川内の胸を枕にするとこの上なく心地いい。

「今日、後藤さんに訊かれたんだけど、川内くんとのこと……話しても」

「冬萌ちゃんがいいなら、俺はそれでいいよ。社内的にはどう？」

「たぶん……平気かなぁ」

「その、下塚さんのこともあったからさ、どうしたものかなーって思って」

「つき合ってたわけじゃないし……」

　川内が身体を起こそうとするのでおなじく身を浮かすと、身体の下に腕が差し入れられる。川内の腕で、冬萌の身体は軽々と引き起こされていた。

　布団の上にすわった冬萌と向き直ると、川内はブラウスのボタンを外しはじめる。

「わざわざ公言しなくても、後藤さんとか何人か信用できるひとにだけ話す？　そのうちまわりも気がつくんじゃないかな」

　川内はまじめくさった顔でいい、冬萌の肩からブラウスを引き抜く。両手でブラジャーのカップを包むようにして堪能するうちに、彼の頬が自然にゆるんでいった。

　目を閉じくちびるを重ねると、川内の手は背中のホックを外してブラジャーを取り去る。乳房が解放され胸元が楽になり、素肌の背に川内の手のひらが押し当てられた。

　戯れるように舌と舌を交えながら、冬萌は川内とともに布団に横たわった。

　見慣れない天井にある天窓を見上げ、冬萌は川内がスカートを脱がし、ストッキングと下着を脱がす間おとなしくしていた。

　煌々と明るい電灯の下、自分の身体を見られる恥ずかしさもまた、冬萌には心地よく感じられていた──はしたない情事をかわす相手が、ほかの誰でもない川内なのだから。

「俺の部屋に、冬萌ちゃんがいる」

　川内はしあわせそうな笑みを浮かべていた。その表情を目にしただけで、冬萌の胸に甘い痛みが広がる──愛しい、と素直に冬萌は思っていた。

　ちゅ、と音を立て、川内が乳房を吸った。吸い上げる川内のくちびるが移動する。乳首の周辺で強弱をつけて吸い、冬萌がそちらを見ると川内と目が合った。

「この線、すごいえっちじゃない？」

　ブラジャーの締めつけで残ったかすかなアンダーバストのラインを、川内の舌がなぞる。

　目をほそめた川内が、口を大きく開けて冬萌の乳首をくわえこむ。ちゅ、ちゅる、とわざと音を立てて吸い上げられ、冬萌は目を閉じていた。

「……あっ、あ、ん……」

　舌が敏感な先端を嬲る快感を冬萌が楽しもうとした矢先、下腹部の亀裂に川内の指が入りこんできた。

「あ！　あっ……んあ……っ」

　指は冬萌のちいさな屹立をなで続け、冬萌が一度腰をうねらせるとそれが止まった。

　指や舌、冬萌を愛撫していたものが離れる。それどころか川内も身体を離していく。

「川内く……」

　冬萌が目を開けるのと、川内の腕が足を開かせようと膝をとらえるのは同時だった。

　無防備だった冬萌は、まったくの無抵抗ななか大きく足を左右に開かされていた。

「ちょ……、ちょっと待って……！」

「待たないよ」

　開いた足の中心に、川内は顔を近づける。そこを明るいところで彼にさらすのは、さすがに冬萌としても抵抗があった。

「やだ、はずか……ああっ」

　彼の舌がなぶりはじめたそこは、すべてが敏感になっているといってよかった。冬萌はくちびるを噛み、漏れそうになる声をこらえる。

「ふ……、ぅん、っん」

　目を閉じ声を堪え、いつの間にか冬萌は、川内の舌の動きに意識を集中させはじめていた。

　休まず川内の舌は動き続けている。

　秘所の襞を丁寧になぞり、泉の入り口をすすり、冬萌が腰に力をこめたころ、かたくなった蕾をいたぶりはじめた。

「あ……！　あ、は……ぁ、んっ」

　冬萌はくちびるを閉ざしていることができなくなっていた。

　力をこめていただけのはずの腰を突き出すようにし、冬萌はみずから川内が愛撫しやすいよう身体を差し出していた。

　冬萌の反応をうかがっていたのか、川内の愛撫は蕾に集中しはじめる。

「ひ、ぁ……っ、あっ、んぅ……っ」

　強弱をつけてすするだけでなく、川内は泉の入り口で文字を描くように指先を遊ばせる。自分の喘ぐはしたない声の間に、ぷちゅぷちゅとわずかに重さのある水音がした。

　重なる快感に冬萌は両手で毛布をにぎり、達しようとする身体を引き止めるように力を入れる。

「俺が勃起してるときより、ここかたくなってるかも」

　ささやく川内の声さえも、冬萌の性感を煽っていく。

「やぁ……ん……っ、いや、いく……っ」

　ふふ、とくぐもった笑い声が聞こえた。愛撫する川内の舌が、冬萌の蕾を押し潰すように力をこめる。

「きゃ……あぁっ、あ……っあ！」

　達し、毛布を掻き抱いた。冬萌が余韻にひたる間もなく、その身体を川内が抱き上げる。

「冬萌ちゃん、乗って」

「の、る……？」

　尋ね返す間にも、川内は仰向けになって冬萌の腕を引っ張る。

　川内の屹立は先端から蜜をしたたらせ、直立して揺れていた。

　彼に覆い被さるようになった冬萌の腹部に、濡れた鈴口がふれた。川内が腰を動かし、冬萌に押しつけてくる。

「俺のこと使って……冬萌ちゃんが気持ちよくなってるところが見たい」

「つ、使うなんて……」

　引かれるまま川内にまたがった冬萌の秘裂に、たぎっている屹立がふれた。

「俺も気持ちよくなれて、一石二鳥だよ」

　手をのばした川内は、ベッドマットの下から避妊具を取り出した。差し出されたそれを、冬萌は見下ろした川内の屹立に被せていく。

　ぴっちりと薄い皮膜に包まれた猛りに手を添え、川内を見る。

「……しよ」

　彼の熱っぽい声に、冬萌はしたがっていた。

　屹立に腰を落として受け入れる。猛ったもので媚肉をうがたれる感覚に、冬萌は陶然としていた。

　すべてを飲みこんでみると、川内が目を閉じなにかを堪えるような表情を浮かべている。

「……ん、はぁ……あ」

　そろり、そろりと腰を前後させてみると、川内は短くうめいた。冬萌の身体にもゆるゆると快感が満ちていくが、それ以上に川内に快感を与えていると思うと、胸に広がった甘いものに溺れそうになる。

「冬萌ちゃん……すごく、いいよ」

　横たわった川内の手が、下から冬萌の乳房をわしづかみにした。

　いっぺんにかたく凝った両方の乳首をもてあそばれ、冬萌は背中を硬直させる──しかしそれも一瞬で、冬萌は乳房をこねられながら腰を揺らしはじめていた。

　いっそう激しくなった冬萌の腰の動きに、川内がなにかを堪えるような顔をする。

　かたい彼の肉茎で淫道をこすられながら、冬萌は腰が蕩けそうになるスポットに気がついていた。自然とそれを味わおうと腰の動きが変わる。

「あっ……ぁ、んっ」

　冬萌に快感を提供している川内はそれに気がついたらしく、長い息を吐くと口を開いた。

「そこ、気持ちいい？　今度俺も、そこ……いっぱいするね」

　揶揄するような響きがあっても、冬萌は恥じらわず素直にうなずいていた。

「うん、気持ち……いい、の……っ」

　淫道をえぐる屹立がかたさを増した気がし、冬萌は川内の胸にひたいをつけてうずくまった。

「気持ちい、川内くん……やだぁ、気持ちいい……っ」

　腰を止められない。川内を感じられることがうれしくて、快感に浸された頭ではうまい言葉が見つけられない。

「んっ、あん……いい、の……っ」

「……冬萌ちゃん、俺も動いていい？」

　川内の大きな手が腰をつかんだと思うと、下から突き上げるような腰使いに冬萌は責め立てられる。

「ああ……あっ！　やぁ、あ……あん……っ」

　がくがくと身体が揺れ、あわせて乳房が激しく躍りはじめた。

「あぅ……あ、あっ……」

「気持ちいいんでしょ？　俺も冬萌ちゃんと、もっと気持ちよくなりたいよ」

　冬萌も川内の腰に合わせて動き、高まっていく快感にうっとりしていた。川内の腕が抱きすくめてきて、冬萌の身体はすっぽりと包みこまれた。密着した肌が彼の腰の躍動を余さず伝えてくる。

「川内く……このま、ま……っ」

　恍惚としたまま、冬萌は絶頂を迎えようとしていた。

　冬萌が彼の背に手を回した瞬間、川内は低く呻いた。

　呻き、彼が射精しているのを感じる。

「あ……あぁ……っあ、あ……」

　放ちながら川内はまだ腰を動かし、冬萌もまた達していた。

　深く彼をくわえこんだまま、冬萌は荒い呼吸をくり返す。

　支えてくれる川内の胸でくつろぎ、冬萌がまどろみかけたとき、川内の両手が脇腹をつかんだ。

「……な、なに？」

　驚いた冬萌が身体を起こすと、秘所をうがっていた川内のそれがずるりと抜け落ちた。それに取り合わず、川内も身体を起こして冬萌の胸をやんわりともんだ。真剣な面持ちである。

「川内くん？」

「ダイエットそのものは、まだ続けるの？　いいお肉だと思うんだけどな」

「お……お肉……？」

「すっごくいいお肉じゃない？　やわらかくて、ずっとさわってたいなぁ」

　川内の顔つきや口振りからして、おそらくほめられているのだと思う──が、なんだか癪にさわった。

　うまくかたちにできない苛立ちを覚えた冬萌は、そそくさと川内から離れる。

「冬萌ちゃん、どうかした？　クリスマスとお正月くるんだし、どっかにおいしいものでも食べに行こうよ」

「考えとくね……」

　お肉にいいも悪いもない、といいたくなっていたが、険のある声になりそうで口を閉ざしていた。なによりもうその話は終わってしまって、いまから蒸し返すのも気が引けた。

　冬萌がパジャマを着たのを確認すると、川内は部屋の明かりを落とした。

　天窓から差しこむ月明かりのなか布団に潜りこむと、川内は冬萌の身体を抱きしめてきた。目を閉じた冬萌は、川内に寄り添っていられることがうれしい。

「冬萌ちゃんが俺の部屋にいるの、すっごいうれしい」

　冬萌としても、川内の部屋にいることがうれしい。

　中学時代とおなじ相手を好きになり、親密になって肌を合わせている。それもうれしい。

　うれしいことを数えながら、冬萌は川内の寝息に耳を澄ませた。

　川内の寝息は子守歌として最良で、冬萌はあっという間に眠りに落ちていたのだった。
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　週が明けてみると、川内は出張のための資料づくりに追われ、冬萌のいる総務全体も営業の手伝いに追われはじめた。

「ヘルプにきました──」

　発注し仕上がったパッケージに印刷ミスがあり、そこに修正のシールを貼るのだと聞いていた。

「ああ、そこのなんだけど……」

　会議室に手の空いた総務の面々が順次顔を出すと、修正シール貼りのほかにも色々と手伝いを頼まれた。

　各大型玩具店や乳幼児向けの洋品店は、クリスマス向けに催事スペースを設けてくれる。そこに参加するため、営業部は準備に追われているさなかだった。

　彼らとしても、自分たちで準備ができれば、と考えていたようだ。だがちょっとずつ準備の遅れが重なっていき、応援が必要な状況になってしまった。

「去年までは、僕らが残業するくらいでなんとかなったんだけどねぇ」

　下塚が営業と応援の間を行ったり来たりしている。本来は現場に出て行く立場らしいが、先週末にぎっくり腰をやってしまい、社で静養がてら作業中なのだと説明していた。

「木田さんとこの営業所できたでしょ。新規立ち上げだからねぇ、しばらくバタバタすると思うよ。立ち上げて即クリスマスじゃ大変だろうけど……さすがにうちからふたり人持ってかれて、先に商品確保されて、なおかつそれであのひとに売り上げのばされると色々きついなぁ」

「はあ、そうですか」

　まっすぐ修正シールを貼りたいため、冬萌としては話しかけられたくなかった。おざなりな返事をしていると、下塚はさらに言葉を続ける。

「世間はクリスマスだなんだっていってますが、こっちは働きづめになりますし……ああ、開発の川内くんっているでしょう、彼は英語が得意らしいから、海外通販を頼めないか、って話が出てるんですが、聞いてます？」

「海外通販？」

　川内の名が出て、冬萌はさすがに振り返った。

「まとめて頼むと送料が安くなるそうですよ」

　商品によっては日本国内より値段が安い場合もあると聞く。さらに送料をみんなでシェアするなら、割安になるかもしれない。

「ああ……確かにそうかもしれないですね、なにを頼むんですか？」

　そんな話を川内はしていなかったが、彼の名ひとつで聞く気になるのだから、我ながら現金なものだ。

「忘年会向けの景品選びがきっかけだったんですよ」

「忘年会？　ビンゴの景品ですか？」

　毎年本社全員が参加する忘年会で、ビンゴが行われる。去年冬萌はコーヒーチェーンの回数券が当たり、それはそれでありがたかった。

「回数券とか商品券がメインでしたけど……今年は海外のにするんですか？」

「海外のユニークグッズにしたい、って案が出たんですよ。それでどうせなら化粧品も買えないかって事務の女の子が──それだと社で使うものと一緒には頼めませんから、一度話はぽしゃったはずなんですが、乗り気になった女性陣で話を進めてるようです」

「へえ……」

「まとまったら、社内メールかなにかまわるんじゃないですかね」

　海外の化粧品は使わないが、ついでに頼めるのならいいかもしれない。

「僕はいいですけど、メンズの化粧品もあるらしいですね。せっかくだし、川内くんと選んだらどうですか？」

「えっ？　え？」

　川内の名が出て、驚いた冬萌はとっさにこたえられなかった。

「……あれ、綿貫さんの彼氏って、川内くんじゃないんですか？」

　なにもこたえなかったが、冬萌の様子を見た下塚がひとの悪い笑い方をする。

「……まあね、彼もわかりやすかったですし。綿貫さんに馴れ馴れしくしようとすると、ものすごい目つきでこっちを見てましたから」

「そ、そうなんですか」

「そうですよ。下心なしに仕事のことで用事があっても、あんな態度のひとがいたら声をかけづらいです」

　いつのことだろう、昼休みに下塚との間に割って入ってくれたときだろうか。業務中にそんなふうになったことがあったか、冬萌は思い当たらない。

　逡巡した冬萌は、下塚に頭を下げていた。

「すみません、彼にはあんまりそういう態度はしないようにって、話しておきます」

　ほかのひとにもそんな態度を取っていないか、考えただけで冷や汗が出てきそうだ。

「ああ、やっぱり彼なんですね」

「……え？」

　笑い、顔の前で手を振った下塚は、急に顔をしかめると腰に手を当てた。

「いてて、いえ、冗談ですよ。そこまで妙な態度を取ったりしていませんよ、川内くんは」

「……じょ、冗談ってそんな」

「冗談というより、かまですよ。僕だってあなたに気がありますからね、好きな相手が誰のことを見てるかくらい、気がつきます」

　長方形の折り畳みテーブルに寄りかかり、下塚は身体をのばしたり縮めたり、呻き声を上げたりする。

「……それで、彼とのことはまわりには内緒にするんですか？」

「そういうわけでもないですが、わざわざ公言するのも……」

「うーん」

　下塚が呻いた。それがぎっくり腰のためなのか冬萌の言葉のせいなのか、判断がつかない。

「ふたりとも、まわりに好意的なひとが多いって自覚した方がいいですよ」

「こ、好意？」

「モテるんですよ、ほんと鈍感なのもたいがいにして、自覚してください」

「川内くんモテますか……」

　うれしいが、ちょっかいを出されるのは困るし、いやだ。今度後藤と食事をしに行くときに、話をしておこうか。

　テーブルに積まれているパンフレットを指さし、下塚は片手にシールの束をつかむ。

「これに、そっちの包みのチラシをはさみこんでもらっていいですか」

「あ、はい」

　ぎこちない歩き方で下塚はべつの作業をするべく、椅子に腰を下ろした。

「いっておきますけど、綿貫さんもそうなんですからね」

「え？」

　なにが、と見返した下塚は、腰をのばしながら顔をしかめていた。

「……応援はしますよ、悔しいですが。根ほり葉ほりなれそめからなにからなにまで、忘年会で問い質したいんです、覚悟しておくように伝えてくださいね」

　壁に貼ってあるカレンダーに目を向ける。十一、十二月が一覧できるものだ。

　カレンダーを見ると、一年の終わりがすぐそこだ。クリスマス商戦でバタバタしているが、年が明ければ初売りがあり桃の節句があり、入園入学のシーズンがくる。いまがとくに忙しい時期だが、大小の差があるだけでいつでも忙しい。

「……それにしても、どこの誰ですかね、クリスマスの翌日に忘年会設定したのは」

「ああ……翌日なんですね、そういえば」

「クリスマスのあとなんて、有休使いたいくらいなのに……」

　クリスマス商戦そのものは終わっても、例年不良品などのフォローでしばらくの間営業部は忙しくなる。

「軽くお酒飲んでご飯食べて、それで解散しようってことらしいですよ。気を遣ってくれたんですよ」

「……どうせ気を遣うなら、忘年会自体廃止にしてほしいんですけどねぇ」

「クリスマス終わったら、すぐ正月休みじゃないですか。がんばってください」

　下塚をなぐさめ、冬萌は修正シール貼りの手を動かしはじめていた。







　その日の午後、発注漏れや先方との行き違いが起きてしまい、それぞれはちいさな出来事なのに、営業の面々が遅くまで帰れない、という状態になってしまった。

　手の空いたものが手の空いた時間だけ手伝う、というはずだったが、総務や開発の人員も残って手伝いはじめ、そのなかに冬萌も混ざっていた。

　エクササイズ教室に行く支度はしてきていたが、ロッカーに置いておけば、金曜日にまわすことができる。

　営業の手伝いはこまかい作業が大半で、玩具に付属するちいさなパーツがそろっているかのチェックなど、時間がやたらにかかった。

　週の頭から事務職員が残業で九時をまわるのはめずらしく、一緒に手伝いに出ていた総務の同僚は隙を見て帰宅していた。

　ポケットにスマホを忍ばせており、川内に退社するときにメッセージをくれるよう頼んでいた──まだ彼から連絡はない。週末の出張のために自社製品のパンフレットをすべて英訳するなど、資料づくりが立てこんでいるようだった。

　先週末に彼の部屋で過ごしたとき、ボストンバッグに着替えなどを用意していた。一泊のみの出張で、宿泊先は木田の自宅になるという。先の土曜日曜とふたりで出かけ、木田に差し入れる銘菓や地酒を探し歩いた。

　それらしき品を扱う店をゆっくりとまわり、品定めをするなか、ふたりの会話は昔話になっていた。

　堂々と交際を宣言しているカップルも当時の中学校にはいて、彼らを中心に『カップル神社』という通称で呼ばれる場所があった。

　その神社にカップルでお参りをして愛を確認すると、末永くふたりでしあわせになれるという噂がまことしやかにささやかれていたのだ。

　カップルだけでなく、片思いの少女たちもそれを信じていた──当時の冬萌もそのうちのひとりだ。いつか那智くんと一緒にお参りしたい、とひそかに願っていたものだった。

　木田のために買った酒瓶と、木田の奥さんや娘さんのために買った銘菓を抱えた川内と、思い出を共有するのは楽しかった。

「あれ、効き目どうなんだろうね、ほんとうのところ」

「効き目？」

「お参りしたやつって、いたのかな」

「いたんじゃないかなぁ。そういう噂、中学生くらいの女の子って大好きだし」

「いまはそういうの、興味ない？」

　冬萌は頭のなかで、そういった御利益があるとうたわれている神社を探してみる。

　中学生のときのカップル神社以外に、これといって思い当たる場所がない。逆にカップルで行ってはいけない、という神社は思い当たるのだが、確認してみると川内もおなじだった。

「行ってみたくない？　中学のときに行けなかったんだし」

　中学生のときの初恋が、いまになって実を結んでいる。

　川内に誘われて、冬萌も神社に足を運んでみたくなっていた。

「……行く？　冬萌ちゃんが帰省するときにでも」

　目を輝かせている川内の顔を冬萌は見つめた。

「冬萌ちゃん、帰省するでしょ？」

「うん──年末か年始に、実家に顔は出そうと……」

　そこに、一緒に来るというのだろうか。

「せ、川内くん……うちに……」

「顔出すの、さすがにはやいかな」

　神社に行って──それからどうしようか。

　実家に誘う？　うちの親に会わせる？

　冬萌は瞬きもせずに川内の顔を見つめた。往来のはじで足を止め、しばし考える。

「……きて、みる？」

　先のこととか、そういったことを冬萌は想像していなかった。

　でも、いままで生きてきたなかで一番好きな男性を親に引き合わせるのは、とても自然なことのように思えた。

「うち……くる？」

「うん。行く」

　川内の満面の笑みに、冬萌は胸がいっぱいになっていた。

　誘ったことは間違っていなかった。

　実家に川内を連れて帰ったら、家族はどんな顔をするだろう。となりの川内の笑顔を目にすると、きっと歓迎してもらえると確信できていた。







「まだ終わんないなぁ」

　出張の準備でぐったりした川内と駅前で待ち合わせ、そのまま冬萌の部屋に来ていた。会社からは、冬萌の部屋の方が近いのだ。

　途中でラーメンを食べ、部屋に着いたときには十一時になろうとしていた。

　最初に宿泊したときに、川内は着替えを一揃え置いていっていた。まだ両手の指で数えられるくらいの回数しか冬萌の部屋を訪れていないが、着替えがあると気軽さがまた違う。パジャマ変わりのスエットの上下セットも買いこみ、いつでも宿泊できるようになっていた。

「翻訳がめんどくさい……」

　川内がシャワーを使う間に、冬萌はベッドの横に布団を敷いておいた。

　こちらに越してきたばかりのころ、母が泊まりにきていて、そのときに使ったきりしまってあったものだ。一緒に眠るには、冬萌のベッドはあまりにせまかった。はじめて川内が泊まった夜で、冬萌たちは懲りてしまっていた。朝になったら、身体中が強張って痛くなっていたのだ。

　髪を拭きながら浴室を出てきた川内は、ありがとう、と布団にすわりこむ。

　大きなあくびをしていた彼は、冬萌がシャワーを使って戻ってみると、すでに眠りこけていた。

　毛布をかけ電気を消し、寝息を耳に冬萌もベッドに入る。

「おやすみ……まさくん」

　名前の呼び方を戻すタイミングを失して、ずるずると名字で呼び続けている。どこかでまた戻したかった。冬萌の気持ちがちゃんと自分に向いている、と自信があるせいか、川内は呼び方へのこだわりがなくなっている。

　疲れた様子だった川内はもちろんのこと、冬萌も朝までぐっすりと眠り、一度も夜中に目を覚まさなかった。





　　　●






　金曜日、川内は出張に向かった。

　ボストンバッグを抱えて出社し、朝礼だけ出るのだ、と億劫そうに話しているのを聞いていた。

　今日も営業の手伝いがあるか、と冬萌を含め総務の面々は営業の様子をうかがっていたが、

「手伝いはそろそろいいよ、みんなから声をかけたりするのも、ちょっとやめておいて」

　カーディガンに袖を通し、加納が声を上げた。

「あ、もうだいじょうぶそうですか？」

　総務のひとりが問いかけると、加納は難しい顔をする。

「まわりの手伝いを当てにしすぎているから、ちょっとね……いま人手がないのは大変だろうけど」

　ああ、と冬萌はデスクに重なる書類を一瞥した。

　手が空いたものが手伝う、という空気になっているが、席を外す間に仕事が溜まる。致命的な状況ではないが、結局手伝ったものやその周囲が、なにかしら業務に追われるようになるのだった。

「ちょっと様子を見ましょう。いまだけ手伝うっていうことでは、終わらないかもしれないから」

　冬萌だけでなく、総務の顔がすべて加納を見ていた。

「この先もそんな当てにされたら困るから。一時期の手伝いならいいよ、だけどゴールデンウィークやお盆休みあたりの、売り上げがのびるときに毎回当てにされたら大変だよ」

「でも、困ってるならすこしは……」

　そんな声が上がると、加納は困った顔で笑った。

「さすがになにも手伝わないわけじゃないですよ。力仕事も増えるようだし、僕をふくめ、男性が中心に手伝うようになると思います」

　昼休みにたまたま顔を合わせた営業のメンバーに、「ヘルプ無理そう？」と声をかけられた。加納の後ろ盾があるものの、断るのはなんだか心苦しい。

　定時になり、冬萌は大きくふくらんだカバンを持ってトキノ玩具を出た。

　十二月に入ったためか、空気がとても冷たく感じられる。年末の帰省に向けて、実家に川内のことを話すか迷っていた。

　一緒にくる、と川内がいうのは、本気なのだろうか。実家に恋人を連れていくなど、冬萌にすれば重大なことだ。自分の親に会わせるというなら、自分も川内の実家に顔を出すことになるのだろうか。

　こまかいところを話し合っておらず、曖昧なままになっている。

　いまごろ川内はどうしているか、と考えながら、冬萌は電車に揺られ道場を目指していた。







　ぐっすりと眠っている川内の横顔は、冬萌のよく知る表情だった。

「これは……」

　自分の声がひどく弱々しく聞こえる。

　それは早苗のスマホで、液晶画面には青いシーツの上に横になった川内の写真が映し出されている。

　脇から上が映っている彼は、なにも身に着けていない。

　教室が終わり、着替えて帰るだけ、となった冬萌は、早苗に呼ばれた。

　受付の奥で早苗は、暗い顔で冬萌に告げた。

「長引くと、それだけ傷が深くなるから」

　そして早苗は写真の出所を、川内がいま冬萌のほかにつき合ってる相手からだ、と話す。

「そんな、だって……」

「相手の子、道場つながりで……ちょっと気が荒いところがあるんです。まだ綿貫さんのことは知らないのかな、でも一度でも綿貫さんを敵視したら、突撃してくるかもしれない」

「なにかの間違いじゃ……川内くん、そんな時間は」

「相手と会う時間の間隔は空いてると思うけど、たぶん向こうは別れたつもりじゃないかもしれない。最初から自分が遊ばれてるって、誰も思わないでしょう？」

　早苗の言葉に、冬萌は押し黙った。

　それは冬萌もおなじだからだ。

　──自分が遊ばれているとは、思いもしない。

　ぐっすり眠る川内の姿を写真におさめられるなら、それは親密な関係だということだ。

　いつごろだろう、どこだろう、誰だろう──頭のなかが混乱している。

「私のエゴだけど、ごめんなさい、できれば揉めごとは避けたいんです」

　早苗は頭を下げる。

「川内くんは違うけど、うちの門下生には大会に出場する子もたくさんいます」

　頭を下げたままの早苗のいいたいことがわかった。道場サイドとしては、なにごともなかった体でいたいのだ。門下生のいざこざは、一切なかったことにしておきたい──未然に防ぎたい。それどころか、大会への影響を思えばなにも起こらないでほしいのだろう。

「せっかく教室にきてくれた人に、こんないい方をして申しわけありません……綿貫さん、色々考えた方がいいと思うんです」

　早苗の言葉が素通りしていく。

　冷静にものを考えられない。

　冬萌の頭には川内の笑顔が浮かび、ぐるぐるとまわっている。

　川内が嘘を？　二股を？

　よりによって出張で話もできないいま、そんなショックを受けるような話を聞いて、動揺してしまっている。

　──冬萌ちゃん、大好き。

　川内の笑顔も声も、抱きしめてきた腕も、すべてが愛しいものだった。

　ほかに本命のひとがいて、もしも遊ばれているとしたら。そう考えるだけで体温が下がっていく。

　だが冬萌はまだ写真を見ただけで、そうと決まったわけではなかった。

　冬萌は深呼吸をする。

　呼吸はずっとふるえていた。気づけば手もふるえていて、冬萌はそれをおさえようと早苗のスマホをおなかのあたりでぎゅっとにぎっていた。

「……心配してくれて、ありがとうございます」

　うつむいたままの早苗は、冬萌の方を見ずに首を振る。

「写真、転送してもらえませんか」

　冬萌がお願いすると、早苗がはっとした様子で顔を上げた。

　正直なところ、冬萌はもう二度と見たくなかった──見なくとも、まぶたに焼きついてしまっている。思い浮かべるだけで鼓動がはやくなり気分が悪くなった。

　いくら早苗が平穏を望んでも、こればかりは川内と話をしなくてはならない。いまの冬萌には、状況を正確に伝える言葉がきちんと出てくる自信はない。とくに川内を前にしたら、それは無理だろう。だが写真を見せれば話がはやい。

「……ごめんなさい、撮影した子に黙って転送するっていうわけにもいかないから……」

　ひとの話す声が聞こえ、近づいてくる。門下生たちだとわかっていて、冬萌はにぎっていたスマホを早苗に返した。

「身勝手でほんとうにすみません、揉めごとは……」

　なにも返事ができない冬萌の指はふるえていて、なかなかカバンをうまく持ち上げられない。

　そうしている間に、足音はすぐそばまで来ていた。

「あれ、綿貫さんだ！　これから帰るの？」

「今日川内くん出張ですよね？　よかったら俺らと飲みいきませんか？」

「いえ、明日はやいので──それじゃ、失礼します」

　にこにこと笑っている彼らにひどい顔を見られたくなくて、冬萌は顔を背けるようにして道場の出口に向かう。

「あれぇ、ともちゃんじゃん」

　三上の声まで聞こえ、しかし冬萌は振り返らずに走り出していた。







「うわぁ、ひっどい顔！」

　五秒ほど唖然とし、それから後藤はそういい放った。

「どうしたの？　なに、なんかあった顔だよね、それ」

　冬萌がなんとこたえようか、と迷う間に、後藤はベルギービール店の扉に手をかけている。

「とりあえず、なかで話そうよ」

　早苗から川内の写真を見せられた翌日、後藤との待ち合わせは午後二時だった。

　アルコールを飲むには若干はやく、しかし話しこむにはちょっと遅い、といっていいくらいだった。

　すでに席の予約をしてあったようで、後藤が名を告げると奥の席に案内された。リザーブの札がテーブルから片づけられ、四人席に後藤と向き合って腰を下ろしながら、昼から盛況といっていい混雑具合の店内を見回した。

「十周年だから？　これだけ混んでるの」

　穴蔵でもイメージしてつくったのか、店内は薄暗い。あちこちにオレンジ色の照明が点り、煉瓦の壁に貼られた外国のポスターやポストカードを、温かい色味で照らしている。

「ううん、いつもこのくらい。ここ、うちの旦那が好きなんだよね」

「尿酸値上がるくらい？」

「そう、通風の赤信号つくくらいに。ここに通い出してから一気に上がったから、まあ……飲み過ぎたんだろうねぇ」

　テーブルの間をすいすいとやってくる店員にチケットを提示すると、

「ではコースの方、スタートさせていただきますね。お飲みものはこちらのメニューからどうぞ」

　店員の差し出すちいさめのメニューには、どうやらビールの種類が載っているようだった。内容を見ても冬萌にはまったくわからず、後藤とおなじものを注文した。

「それで、喧嘩したの……っていっても、昨日から川内くん出張だよね」

　彼の名前を聞くだけで胸が痛んだ。

　昨日は帰宅してからなにもする気にならず、ぼんやりと壁のスカートを眺めて過ごした。

　一度はスカートを捨てようか、と衝動的に思ったが、やわらかい生地のスカートを手に取ったらそんな気は雲散霧消してしまった。

　ずっと壁に飾っていたから、いつの間にかスカートの生地がほこりっぽくなっていた。洗濯しないと、と思ったとたんに冬萌の涙腺は決壊していて、長い時間泣きながらスカートを抱きしめていたのだった。

　川内から昨夜スマホにメッセージが届いていた──『木田さんがはなしてくれない、トイレで打ってる』や『もう今日ギブ、おやすみ』という、冬萌の返事を想定していないものだけだった。今朝も『おはよう、木田さんとどこか出かけるみたい』とあり、それ以降はなにも届いていなかった。

「最近綿貫さん、すごい明るい顔してるんだよ、雰囲気もいいし。対応室のバイトくんわかる？　あの子も、綿貫さんいい顔してますよね、とかいってて」

　大振りのグラスになみなみと注がれたビールが運ばれてきた。おたがい口を湿らせると、言葉が途切れた。

「……昨日、エクササイズ教室のひととちょっとあって……」

「あ、習いごと続いてるんだ？　そっちと揉めたの？」

「揉めたというか……なんというか」

「なんだぁ、てっきり川内くんとなにかあったのかと思った」

　後藤は肩すかしを食らったような顔をし、それから破顔した。

「心配しちゃったよ、よかったぁ。彼氏と揉めると、なんかこの世の終わりみたいな感じになるじゃん？　それかと思った」

　前菜にナッツの盛り合わせとサラダが運ばれ、冬萌は小皿に取り分ける。

「エクササイズの方はだいじょうぶ？　そんな顔になるんだもん、けっこうひどいことされたんじゃないの？」

「ひどい……うん、まあ……」

　寝顔の写真を見せられたのは、ひどいことだろうか、と考える頭に、早苗に見せられた写真がちらついて息苦しくなる。それを流そうとビールを口にした。

　川内が自分に嘘をついていたとは信じがたく、彼が嘘をつく人間だろうかと考えたとき、そんなことはない、と冬萌の心は即座に否定していた。

　揉めごとはやめてほしいといっていた早苗の言葉を通すなら、川内と揉めずに冬萌が去ることになる──道場からも、川内のとなりからも。

「次なに飲む？　お店のおすすめの順番にいってみない？」

「うん……」

　冬萌の持っていたグラスは空になっていた。後藤が注文をする間、冬萌は写真ではなく早苗のことを考える。

　──ずっと、冬萌と川内が別れるようなことばかり口にしていたひとだ。

　早苗は働きもので、美人で、すてきなひとだ。でも彼女が話していたことは、冬萌の不幸を望むようなことばかりだった。冬萌いったんそう感じはじめると、彼女に対する暗く冷たい印象が、強固なものになっていった。

　運ばれてきたビールを飲み、会社のクリスマス商戦の話になり、後藤と笑いながら話をしていても、早苗へのもやもやしたものが胸や頭から離れていかなかった。

　──あのひとは私をよく思っていないのかもしれない。

　──なぜ？

　川内にほかの女性との関わりについて質問するのはいやだが、確認しなければ──冬萌の胸はもう痛まなかった。

　なぜこんなことになっているのかわからないが、川内は自分を裏切らない、と妙な確信があった。

「ね、ビール制覇しない？　おいしいから全部飲める気がするぅ」

　うふふ、と笑った後藤は身体が傾いている。

「あー……私弱いから、自分のペースでいくね。制覇するんじゃなくて、味わって飲んでみない？」

「おお！　グルメみたいなこといってる！」

　続々と料理が運ばれ、ビールを飲みたがる後藤に料理を食べさせるようこころがける。

　後藤が手洗いに立った隙にメニューをよくよく見れば、すみっこにちいさな文字で『当店で取り扱っているビールは、アルコール度数が高いものが多いのでご注意ください。アルコールと上手につきあいましょう！』と書かれていた。

　頬に手を当てると熱くなっていて、身体がほわほわ軽い気がする。これ以上飲むのはよしておこう、と思ったときカバンのなかでスマホが震動する音がして、冬萌はそれを確認する。

　川内からのメッセージだ。

　戻りが夕方から夜に変更になったとのこと。木田の部屋の家具移動をちょっと手伝うから新幹線を遅らせる、と知らせてきている。

　会いたい、と続けてメッセージが届き、冬萌もまたおなじ言葉を返していた。







　出会い頭にひとをひどい顔、と評した後藤は、それこそひどい顔色になって帰っていった。

　ベルギービール店で手洗いから戻った後藤は、入れ替わりに冬萌が手洗いに立った隙に、さらにビールを追加しグラスを空けてしまっていた。

　一杯一杯のアルコールが強いため、後藤の酔いにさらに拍車がかかってしまっていた。

　旦那さんが迎えにくるというので途中の駅でわかれたものの、ひとりにさせてよかったのかと、冬萌が心配してしまうほどの状態だった。

　帰路、川内から新幹線に乗った、というメッセージが届いていて、どう彼に話を切り出せばいいのか、と考えるうちに、段々気鬱になってきた──後藤といるときは彼を信じようと思えたのに、ひとりになったとたん、ほんとうに自分が遊ばれていたら、と考えはじめてしまい、目の前が真っ暗になってくる。

　川内から届くメッセージの様子から、今夜は冬萌のところに来るつもりらしかった。お土産あるよ、今日後藤さんと出かけたんでしょ、楽しかった？　そんないつもと変わらない調子で、川内はメッセージを送ってきている。

　いっそ後藤と飲み過ぎて体調が悪くなった、といったら、川内と話し合うのを先延ばしにできるかもしれない。

　電車を待ち、駅のホームでひとり寒風に吹かれていたら酔いも醒め、冬萌はすっかり逃げ腰になってしまっていた。

　どうしよう、と迷う冬萌はホームに入ってきた電車に乗った。

　もうじき川内と会うのだ──ぐっすりと眠る彼が写った写真を思い出し、冬萌の指はスマホの液晶を滑っていた。

　冬萌は『体調悪くなったみたいだから、また今度』と打ちこむと、それを送信するなりスマホの電源を落としていた。嘘に冬萌は慣れておらず、ひどく後ろめたかった。

　会いたいと返事をしたかと思えば、体調が悪いといってみたり、自分はなにをしているのだろう。

　電車を降り、家に向かってすっかり暗くなっている道を歩いていると、ほんとうに具合が悪い気がしてきた。

　帰路の途中にある中華料理屋に立ち寄り、冬萌は時々その店で買っている烏龍茶のパックを買うことにした。

　これまでにも何度か買いものをしたことのある冬萌を覚えていたのか、店員が小首をかしげながら尋ねてくる。

「元気ない？」

　ちょっと癖のある日本語だ。その女性店員が中国のひとなのか違うのか、冬萌には判断できない。

「これおいしいよ、元気出して、またよろしくね」

　烏龍茶と一緒に、なにかをビニールの手提げ袋に入れてくれた。

　受け取ってからのぞくと、個別包装のおせんべいだ。

「……ありがとうございます」

「こっちこそありがとねー」

　誰かに気にかけてもらえるとうれしいものだった──とくにいまのような、後ろ向きになっているときは。

　冬萌が店を離れようとすると、背後からひどい騒音が聞こえてきた。

　──まるで食器やガラスが割れたような。

　冬萌にはなにを話しているのかわからない言葉が、店のなかから漏れ出ている。

　道を戻り、店内をのぞいた。

　あわてた様子のさきほどの女性店員と、店の床にすわりこんでいる男性の姿があった。

　男性はすっかり酔ってしまっていて、真っ赤な顔をして足を投げ出している。

　女性店員と男性店員とが、カウンター越しに酔漢をうかがいながらなにか話していた。日本語ではなく、彼女たちがなにを話しているかはわからない。

　目を移せば、すわりこんだ酔漢の周囲には割れた食器が散らばっていた。酔漢がうかつに動けば怪我をしてしまいそうだ。

「だ、大丈夫ですか？」

　思わず声をかけた冬萌に、女性店員は首を振った。

「だめ！　ぜんぜんもう！」

「どうしたんですか？」

　女性店員がこたえるより先に、酔漢がぐらぐらと身体を前後に揺らしはじめた。

「う……ぅん……」

　不明瞭な声を漏らし、酔漢は前屈みになっていく。それがまるで立ち上がろうとしているふうに見えて、冬萌はとっさに駆け寄っていた。

「ま、まわりに割れものがありますから、立たないで──」

「……えぇ？」

　靴底に破片を踏むジャリジャリとした感触がある。こんなもので怪我をしたら、とぞっとする。その光景を想像してしまいそうになり、冬萌はあわてて頭から追い出した。

　店員たちがなにかいい交わし、男性店員が奥へ走ると掃除道具を手に戻ってくる。酔漢を立ち上がらせるにも、まずは掃除をしないとどうにもならなそうだ。

「いまお店のひとが、まわりを片づけてくれますから……」

「……帰る」

「ま、待ってください、いまは危ないので……」

「平気だって！　へい……平気……」

　呂律が怪しく、店員が手早くまわりの割れた物を掃き集めていく。

「そのひと、お皿と一緒に転んだの、飲みすぎだめっていったのに！」

「そんな飲んでねぇよ！」

　女店員の声に、酔漢が声を荒らげる。冬萌は間近で聞いてしまい、耳がおかしくなってしまいそうだった。

　さほど大きくない店内、二人掛けの席が乱れている。そこに酔漢はすわりこみ、片手を振りまわすようにしてかたわらの椅子をつかんだ。

「立てますか？」

「平気だって！」

　しかし彼の膝は笑ってしまっていて、立ち上がろうとしたがうまくいかなかった。男性店員が手を貸そうとするが、

　酔漢はぶつぶつと文句をいうばかりだ。

「さ、さわんな！　酔ってねぇ……そんな飲んで……飲んで、ない！」

　冬萌は屈みこんだまま店員たちを見上げた。物音で駆けつけてしまったが、冬萌が首を突っこむと面倒にならないだろうか。なにより、冬萌にできることがあるとは思えない。

「奥さん呼ぶよ、はやく！」

　女性店員の声に、返事もせずに男性店員が店から走って出て行く。

「うちのなんか呼ぶな！　こんな店二度と来ねぇぞ！」

「来てなんていったことないよ！」

　酔漢と女性店員の応酬を聞きながら、知り合い同士なら冬萌が間に入っている必要はなさそうだと安心した。

「わ、私はこれで……」

「……う……うぅ、う……」

　立ち上がろうとした冬萌の正面で、酔漢が涙をこぼしはじめた。どうしたらいいのかわからず、助けを求めるように女性店員を見ると、彼女は首を激しく振った。

「おはなしにならない！　なんでそんなんなるまで、悪いお酒するの！」

　酔漢のいまの様子は常習犯なのかもしれない。男性店員が酔漢の家族をすぐ連れて戻ってくれたらいいが、それまで冬萌は店にいなければいけないだろうか。

「あの、こちらの方に……お冷やをもらえませんか」

　女性店員はさも怒っている、という顔をしながら、大振りのグラスに水を注いで持ってきてくれた。

「これ、飲んでください。どうぞ」

　酔漢に差し出すが、受け取ってくれない。うう、と呻く声に、ともえはため息をつきたいのを堪えた。

「ここの料理おいしいですよね。料理がおいしいと、お酒飲みたくなっちゃうって……お酒が好きな人、いいますよね」

「……あぁ？」

「今度は奥さまといらしてみたらどうですか？」

「……うちのなんか、来ねぇよ」

　鼻をすすり、ふてくれさた声ながら酔漢はきちんと返事をしていた。

「誘ってみたことあるんですか？」

「そのひと、いっつもひとりだよ！　酒癖悪いだから！」

　女性店員が口をはさむと、酔漢はくちびるを突き出す。

「今度、誘ってみたらどうですか？　きっとうれしいと思いますよ」

　穏やかな声をこころがける。

「うれしいかぁ？」

　冬萌は川内の顔を思い浮かべた。川内が誘ってくれるなら──きっとどこでもうれしい。

「それか、奥さまのおすすめのお店に一緒に行ったらどうですか。楽しくないですか？　そういうの」

　水の入ったグラスを差し出すと、酔漢はおとなしく受け取って口をつける。

「今度やったら、お店入るの拒否るからね！」

「うるせぇよ！」

　ゆっくりとした動きで、酔漢は立ち上がろうとする。その手からグラスを受け取っていると、女性店員が駆け寄ってきて酔漢に手を貸した。

　椅子にすわった酔漢から、そんな簡単に酒気が去ってくれるわけではなかった。しかし冬萌が店に駆けつけたときよりは、幾分か正気づいているようだ。

「それじゃ、私はこれで」

　今度こそ店をあとにできそうだ。

　グラスに残っている水を飲む酔漢と手を振り合う。

「……うちのかみさんと、今度来てみるよ」

「ぜひ」

　酔漢が落ち着けば、ととっさに口から出た言葉だったが、予想外に彼の耳に残ったようだ。

　店を出ようとすると、女性店員がついてくる。

「……あのひと、店長の競輪仲間なの。追い出せないよぉ」

　ささやいてくる彼女は頬をふくらませていた。

「お酒もギャンブルもほどほどにしてもらえるといいですね」

「ほどほどだめ！　やめないと！」

　彼女は手に持っていたちいさな包みを、ともえの手に押しこんできた。

「それ持ってって。あのひとの相手、ありがとうね。あのひと、仕事がしんどいとうちで飲んじゃうの。そんで酔っ払いになっちゃう」

　くくく、と楽しそうに笑う彼女がくれたのは、お菓子の月餅だった。

「お、お菓子ならさっきももらいましたし……」

「あんこ苦手？　ならこっち」

　彼女は月餅を冬萌の手から取り返すと、エプロンのポケットから飴をいくつか取り出してきた。のど飴で、こちらなら、と冬萌はお礼をいって受け取った。

「今度食べきてね。おねえさん、酔っ払いの相手するなんておひとよしねぇ」

「相手っていうか、すごい音したから……」

「ありがとうね。またね！」

　女性店員が店に戻るのを見送り、冬萌はノンシュガーと書かれたのど飴を口に放りこんだ。

　どっと疲れを感じながら歩きはじめる。

　無性に川内に会いたくなっていた──しかしスマホの電源を入れられないまま、冬萌はとぼとぼと道を進んでいったのだった。







　部屋でぼんやりしていると、インターホンが鳴った。

　なんだろう、また宅配便か──立ち上がった冬萌がドア越しに声をかけると、

「冬萌ちゃん？　具合悪いって……だいじょうぶ？」

　川内の声に冬萌は硬直した。

「せ、川内くん……どうして」

「いきなり返事なくなったし、まさか倒れたんじゃないかと思って」

　どうしよう、と焦っているのに、冬萌の手はチェーンを外し鍵を開けていた。

「だいじょうぶ？」

　そこにいるのは心配顔の川内で、その顔を見たらやはり彼のことが好きだと感じた。

「冬萌ちゃん？」

　冬萌はなにかいおうと思ったのに、言葉が出ず涙が頬を伝う。

「どうした？　なにか……あったんだよね」

　川内はボストンバッグをその場に落とし、泣き出してしまった冬萌の身体を抱きしめた。

　涙と嗚咽とに巻きこまれ、うまく言葉が出てこない。抱きしめてきた川内は、なだめるように冬萌の背中をなでてくれる。彼の腕を振り払えなかった。

　あの写真も、早苗の言葉もなにもかも間違いに違いない──冬萌は川内とともに部屋に戻り、一部始終を話していた。

　涙をこぼし、ときおりしゃくり上げる冬萌の手をにぎり、向かい合った川内は真剣に聞いてくれている。

　しかし話が終わってみると、川内は顔をしかめ首をかしげていた。

「そもそも俺、浮気なんてしてないよ。それに道場の気の荒い子と？　そんな子思い当たらないし……調子に乗ってたころでも、そんな身近なところにいる子に適当なことなんかしないよ」

「でも、写真が」

　写真の説明をすると、なにか思い当たるらしく、途中から川内がいやそうな顔をした。

「覚え……あるの……？」

　胃のあたりが強張っていく感じがする。

「うん……そんな感じの写真、道場の飲み会で潰れたときに撮られたことある」

「は、はだかだったよ」

「野球拳して、負けた方が脱ぎながら一気飲みするっていうのを……」

　真偽はともあれ、いい出しにくそうな川内の様子に冬萌は思わず噴き出していた──動揺し、ずっと緊張していたのだ。川内の態度にすべてが間違いだったのだと確信できた。

　冬萌が笑うと川内はうれしそうにし、スーツ姿のまま抱きしめてくる。

「昔調子に乗って適当なことしてたのは確かだけど、学生のときだし……それだって虚しくなってやめたんだ。ずっとどの子のことも、冬萌ちゃんと比べてた。冬萌ちゃんと最後までしてなかったのに、でも冬萌ちゃんが最高だったから」

「あ……っ」

　川内が動いた、と思ったときには、冬萌はもう床に押し倒されていた。

「入社して、社員リスト見て、冬萌ちゃんの名前見つけたときの俺の気持ち……わかる？」

　顔をのぞきこんでくる川内は真剣だった。一瞬彼が泣いているような気がして、冬萌はその頬にふれていた。

「中学のときかわいかった子が、いまこんなきれいになって」

　川内がくちづけてくる。

「しかも、いまも俺のこと好きになってくれてんの」

　ついばむようなくちづけに、さきほどまであんなにも不安で苦しかった冬萌の胸に、温かくてくすぐったいものが満ちていく。

「また会えて、めちゃくちゃうれしかった。なんにもいわなくても、昔の俺のこと思い浮かべてくれて……なんでそんなへんな写真出てきて俺が浮気してる、ってことになってるのかわからないよ。冬萌ちゃんがいるのに、そんな馬鹿な真似、絶対しない」

　冬萌にのしかかったまま、川内がネクタイをゆるめる。

「まさか、いたずら……？」

　早苗の態度からは、冬萌をからかってやろう、という気配は感じなかった。これはいたずらにしては質が悪い──なんだろう、と頭が混乱する。

　──いたずらというよりは、もっと冷たくて暗い、陰湿ないやがらせのようだ。

　そんな考えにいたった冬萌は、いやがらせではなく、いたずらであってほしかった。

　冬萌が悶々と考えている間にも、身を起こした川内は着々とスーツを脱いでいった。

「せ、川内くん」

　はだけたシャツから彼の鎖骨がのぞいている。

「うん、待って、すぐ脱ぐから待って」

　そうじゃなくて、という前に、冬萌は笑い出していた。

　急に笑い出した冬萌に不思議そうな顔をしつつ、川内は冬萌の腕を引いて起こす。

「まだ暖房もつけてないのに……」

　そんな言葉が口から出たが、それもまた違う、と冬萌はまた笑い出していた。







　濡れたタイルの感触を足の裏に、泡立てたボディソープをたっぷり手に取った川内の指の感触を全身に感じ、冬萌はくちびるを噛んでいた。

　浴室はせまく、冬萌の背中と川内の胸や腹部はぴったりとくっついている。

　壁に手をついた姿勢で冬萌は、川内の両手が乳房を万遍なくたわませ、愛撫するのをじっと受け入れていた。

「……は、っあ、あ……っ」

　川内はスーツを脱ぎながら、冬萌に仮病を使われて悲しい、と微笑んだ──だから、「いうことをちょっときいて」、と。

　いうことをきいて、といわれて冬萌はぎょっとしたものの、それは一緒に入浴したいというものだった。

　さっと入って、さっと上がればいい──そう思い了承した冬萌は、自分が浅はかだったと痛感していた。

　冬萌の身体を洗うといい出した川内は、いくら拒否しても聞かず、両手でボディソープを泡立てはじめた。

　手で身体を洗われるなんて、ととっさに身をひねったものの、そこにあったのはせまい浴室の壁だった。

　みずから壁に追い詰められるような姿勢を取ってしまった冬萌の身体に泡を塗りたくり、川内は乳房や腹部を中心になでまわしていく。

　これまでに経験したものと違う感覚、しかしそれは紛れもない快感だった。

「やっ、あぅ……っん……」

　ちいさな喘ぎでも、浴室で反響すると大きく聞こえた。冬萌はくちびるを噛み、声をこらえようとしていた。

「……ひっ……っう、ぅん……っ」

　すべる川内の指先が、きゅ、と乳首をつまみ、小刻みに震動させる。

「う、ん……っ」

　声をこらえたいのに、彼のせいで漏れ出てしまう──肩越しに後ろをうかがうと、川内がにやにやと笑っていた。

　乳房をもてあそんでいた手の片方を淫裂に向かわせた川内はすでに場所を熟知してしまっているのだろう、冬萌の陰りにある蕾を、泡ですべる指先で転がしはじめる。

「やぁっ、あ……！」

　声が漏れてしまう。隣人に聞かれるのは抵抗があるが、川内の愛撫は執拗だった。蕾に快感がわだかまっていく。絶頂を迎えようとしている冬萌の膝は、がくがくとふるえていた。

「だ、め……っ、も……もう……」

「もう、なに？　もういきたい？」

　自分の身体を使い、川内は冬萌の身体を壁に押しつけた。冷たい浴室の壁と、温かい川内の身体にはさまれ、冬萌は淫裂の奥を嬲られ続けていた。背中に川内の欲望が押しつけられている。

「……い、いっちゃ……や、あ……」

　耳の後ろを川内の舌がなぞった──瞬間に冬萌の身体は達してしまっていた。

「うぁん……っ」

　びくり、と一度大きくふるえた冬萌を抱き止め、川内はシャワーを流しはじめた。冬萌を支え、おたがいの身体についている泡を洗い流していく。

「……っあ、ん」

　敏感になっている冬萌の肌は、シャワーの刺激にも反応してしまう。

「こことベッド、どっちでする？」

　尋ねながら、川内は冬萌の腰を抱きしめてきた。

「そんな意地悪なこというんだったら、も……もう、しない」

　川内はシャワーを止め、扉を開けるとバスタオルを手に取った。

「ほんとうに？　もうしなくていいの？　俺は冬萌ちゃんとしたいよ」

　広げたバスタオルごと抱きしめられ、冬萌は彼の腕に身を預けた。

　浴室からベッドまで距離は短く、かかるわずかな時間では川内の欲望が鎮まることはなかった。むしろ屹立は苦しげに見えるほどかたくそそり立っていた。

　ベッドに横たわった冬萌は毛布にくるまり、膝立ちになった川内を見上げる。

「……すごく、不安だったの」

　冬萌は自分から毛布のあわせを解き、川内の前に裸身をさらした。彼の目に淫らな色がさす。

「川内くんが……まさくんが、もしほかに誰かと、って考えたら、ほんとに怖くて」

「……うん」

　ふたり分の重さを乗せたベッドで川内が動くと、みしりときしんだ。

「私、まさくんのこと好きなの。だから……まさくんのことで不安になるの、つらすぎていや。もしほかに誰かいるなら、そういってほしい」

　のしかかってきた川内と肌を合わせ、ベッドで身体をのばす。

　彼のぬくもりに、寄り添った冬萌は目を閉じる。

「ほかに誰もいないよ、冬萌ちゃん……だけだ」

　ささやかれ、くちづけられ、冬萌が目を開けるとすぐそこに川内の顔がある。目が合うとふたりして笑顔になった。川内が身体をまさぐってきて、冬萌は委ねるように身体を投げ出したていた。

　浴室で達したばかりの身体は鋭敏で、川内の愛撫が深まらなくとも蜜を溢れさせた。

「冬萌」

　名を呼び捨てにされ、くすぐったい気分になる。のぞきこんでくる川内の目に、うかがうような色があった。

「名前……やじゃない？」

「やじゃないよ、私だってまさくんって」

　川内のゆるんでいったくちびるを指先でなぞると、そっと歯を立てられた。

　開いた足の間、川内はそこで膝を折る。彼の目線が動き、下腹部でごそごそと動くのがわかった。視界のすみに避妊具のパッケージが見え、冬萌は目を閉じた。ゆるゆると膝を閉じようとしたが、川内の手のひらがそれを阻んだ。

「冬萌……愛してる」

　まぶたを開けると、獰猛な色の宿った川内が見下ろしている。

　彼は冬萌の両膝を大きく左右に開きながら、くちびるを重ねてきた。

「っん……ん……！」

　冬萌は激しく舌を吸い上げられるなか、心構えをする余裕もなく、淫裂に猛りを突き立てられていた。

「ん、あ……っぁ、あ！　あぅ……っ」

　身体の中心から、快感がほとばしるようだった。

　冬萌の腰がうごめくと、川内は抽挿をゆるやかにした。彼に合わせて冬萌も腰を動かし、奥深いところにまで猛りが押しこまれる。

「あう……っ、やぁ、っあ、いきそ……気持ち……い……っ」

　徐々にまたはやまっていく彼の腰に、冬萌はとめどない快感を与えられていた。

　はしたない言葉が自然と口をつき、見下ろしてくる川内はこれ以上ないほどしあわせそうな笑みを浮かべていた。それを前にしただけで、冬萌の胸はぎゅっと苦しくなっていた。幸福感も快感も、すべて彼に与えられている。

「は、あ……っあ、まさく……好き……っ、い……いく、の……っ」

「俺も……俺も、冬萌といきたい……」

　こたえる低い声を耳に、冬萌の性感は絶頂に達していた。

　なにかちいさく叫んだような気がするが、川内に抱きしめられてそれが響き渡るようなことはなかった。

　冬萌の内側で屹立がふるえ、射精しているのがわかった。放ちながら三度さらに腰を落とし、そのたびに川内の荒い息とくちゅくちゅという湿った音を耳が拾う。

　快楽の海に投げ出され、冬萌は川内のたぎる情欲を受け止め、満たされた気分で身体の力を抜いた。

　重なった川内の身体を抱きしめ、冬萌はふと早苗に見せられた写真を思い出していた。

　思い出してみても、もう苦しくはならなかった。
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　三上が笑顔でスマホを突き出してくる。

「持ってるやつ、やっと見つけた」

　液晶画面には、冬萌が早苗から見せられた写真が写っていた。

「これ、最初はけっこうな人数が持ってたんだけどさ、早苗ちゃんに叱られて削除したんだよ」

「叱られて？」

　尋ね、冬萌は彼からスマホを受け取る。

　早苗に見せられたものとは違い、そこには川内の全身が映っている。

　畳に広げられた青い胴着の上、川内はトランクス一枚で横になっていた。おしりが半分出ていて、腰から下は色々と黒のマジックで落書きされている。

「いい歳して悪ふざけばっかりしてるな、って叱られたんだと。そんで消しなさいっていわれて、ほとんどがすぐ消してた」

「なんで関口さんが、この写真のこと知ったんですか」

「道場のがメンバーがグループでやってるメッセージアプリに、ふざけてこの写真送ったやつがいるんだ。で、クラウドっていうんだっけ？　勝手にネットに保存するやつ。それ使ってるやつが、この写真まだ持ってた」

　川内を見ると、気まずそうな顔をしている。

「……ここまで飲んじゃうこと、滅多にないよ、めずらしいからね」

　いいわけがましい声に、三上が手を叩いて笑う。

「めちゃくちゃ落書きされてるのに、おまえ起きなかったもんな」

　ひどい落書きに冬萌は目を落とす。太腿から下、びっしりこまかい黒い線や『すね毛マン』などという文字が書かれている。

「さすがに鼻毛書こうとするのは止めたんだぞ、俺が！」

　俺が、の部分に力を入れた三上は、マフラーを巻き直すと道の先を指した。

「道場行くんだろ？　俺ついてくから」

「でも……」

「なんか早苗ちゃんと揉めてるんだろ？　こまかいこと聞かなくても、そのくらいはわかるって」

　三人が落ち合ったのは、道場の最寄り駅だ。

　利用客の多い駅で、そのとき足を止めているのは冬萌たちだけだった。

　日は高いが気温は低く、もうどこか温かい店にでも入ってしまいたい気分である──そうはいかず、これから冬萌たちは道場に向かうと決めていた。

　冬萌が相談をしたいと電話をすると、早苗は今日は昼に誰もいない時間があるとこたえた。午前中に清掃業者が入り、そのあとしばらく人が出払うという。だから道場で会おう、と提案してきた。

　冬萌と川内、それに三上の三人でぞろぞろと道場に向かう道、ひどく足が重い。気分も重い。

　すでに冬萌のなかでは、早苗の行動は自分への悪意に変換されている。

　冬萌に見せた写真は、わざわざ元のデータを拡大してトリミングしたのだろう、そういったことのできるスマホアプリはたくさんある。

　道場のなか、いつも通りパンツスーツ姿の早苗が受付にいた。

　冬萌を待っていたのだろう、おもてをうかがっていた彼女は、川内と三上の姿を認めた瞬間いやそうな顔をした。

「今日は……お時間をいただいて、すみません」

　冬萌の挨拶に早苗はこたえず、川内たちに目を向けた。

「すみませんが、綿貫さんとお話があるので……」

「そういうわけにいかないです。ひとの写真使ってへんな真似して、どういうことですか」

　川内の声にはあからさまな怒気があり、冬萌が驚いてしまうほどだった。

　まずは早苗に事情を説明してもらおうと事前に話し合っていたのだが、川内はそのことをすっかり忘れてしまったようだ。

「こんなすぐばれるようなことして、なにを考えてるんですか？　冬萌に変な真似をして、ことと次第によっては──」

「お、おい、まさ……ちょい落ち着けって」

「わざわざ写真調達して加工して、こんなのただのいやがらせじゃないか！」

　早苗は思い詰めた顔をしていたが、きっ、と冬萌をにらみつけると肩から体当たりをしてきた。

「きゃあっ」

　まともに正面から早苗に突っこまれ、弾かれた冬萌は壁に肩からぶつかった。その衝撃は強く、冬萌は地面にへたりこんでしまった。

「冬萌！」

　川内と三上が冬萌に駆け寄った隙に、早苗はおもてに飛び出していってしまった。

　冬萌に怪我はなく、少々驚いただけだ。

　一方飛び出していった早苗は上着は着ておらず、真冬におもてを出歩く格好ではない。もちろん手ぶらだったので、彼女の携帯番号を知っている三上が電話をかけたが、着信メロディは受付から聞こえてきた。

「探しに……」

　冬萌がおそるおそる提案すると、三上がうなった。

「早苗ちゃんだっていいおとななんだし、わざわざ探さなくてもそのうち帰ってくるんじゃないか？　おもて寒いんだしさ」

　三上の提案を振り切って、川内と冬萌はおもてに向かっていく。

「行き違いになったらアレなんで、ミカさんはここで待っててください。関口さんが戻ったら、絶対にすぐ連絡してくださいね」

「俺、留守番？　わかった、早苗ちゃんがいてもいなくても、とりあえず連絡くれ」

　三上に残ってもらい、川内に手を引かれた冬萌はドアを出る。

　早苗の姿を探し、小走りに往来へと出て行った。

　はじめて道場を見に来たときも週末で、そこで川内と昼食を取りに出たな──そんなことを思い出しながら足を進めた。

　二手にわかれた方が効率がいいのでは、と冬萌が提案しようとしたのは、近くにある噴水公園に入ったときだった。

「……いた」

　忌々しげな川内の声に、冬萌は口をつぐむ。

　冬萌が被害を受けたからだろうか、いつもの温厚そうな様子とは打って変わり、川内は怒りを隠そうともしない。

　噴水公園は空気が冷たかった。それもそのはずで、上がる噴水からこまかい水飛沫が周囲に飛んでいる。夏ならば涼しくて清々しいのだろうけれど、冬は長居したくない場所だ。

　早苗はその噴水の縁に腰を下ろしていて、ふたりがやってくるのに気がついたのだろう、ひどく暗い顔をしていた。

「関口さん、そんな格好で出歩いたら、風邪を引いてしまいます」

　とにかく話を、と冬萌がうながしたが、青白い顔をした早苗は動かない。

　しかたなく冬萌は、早苗のとなりに腰を下ろした。すわってみると、まともに水飛沫の乗った風を浴びることになり、厚手のコートを着ている冬萌でも寒い。となりの早苗をうかがうが、彼女は無表情でじっとしているだけだった。

　噴水のへりに腰を下ろした冬萌たちの前に、怒り顔の川内が立つ。

「……いたずらにしてはたちが悪いです。なに考えてるんですか」

「私は駄目で、どうして」

　しぼり出すような早苗の言葉に、冬萌は全身に鳥肌が立っていた。

　──早苗は川内のことを。

　彼女はとなりに腰を下ろした冬萌を一瞥した。

「前に一度、私……川内くんに振られてるんです」

　無表情なのに、声にはかすかに笑っているような響きがあった。

　川内が大学生のころ、彼女は一度気持ちを告白していて──断られていた。それでもずっと川内のことを好きで、あきらめられなかった、と早苗はともすれば聞き漏らしそうな声で続けた。

「どうせまた誰とつき合っても続かないんだろうなって思ってたのに……綿貫さんのこと、道場にまで連れてきたんですもの。彼が本気なのかもしれないって」

「関口さん……」

　呼びかけたが、早苗はうつむいて冬萌を見なかった。

「川内くんも、誰かをきちんと好きになるようになったのかなって……そう考えたら、じっとしていられなくって。邪魔を……したくなって」

　後先など一切考えられなくなったのだろうか。あまりに無鉄砲で、冷静さを欠いている。その結果、こうして冬萌と川内に詰め寄られることになってしまっている。

「そんなことしたって、好きなのは冬萌だけだ」

　川内は怒っていた。

　吐き捨てるような言葉に、早苗が目を閉じる。

「関口さんを好きになることはない」

　さすがにそのいい方は、と思うものの、冬萌はたしなめる言葉をかけられなかった──矛先は元々冬萌に向いていたのだ。彼女の言葉は胸に重かったし、写真を見せられたときは苦しかった。

「……どうせまた、綿貫さんのことも元カノと比べて捨てるんでしょ」

「なんすか、それ」

「昔の彼女が忘れられないって、私を振ったときにいってたじゃない！　どの子も昔の彼女と比べて……だから川内くん、ふらふらしてるんじゃなかったの!?」

　それは前に早苗から聞かされた話だ──川内を見上げると、

「それ、冬萌だけど」

「え？　私？」

　予想外の言葉に冬萌は思わず目を見開く。

　同じようにぽかんとする早苗に、中学のときつき合っていたが転校して離れることになって、と川内は簡単に事情を説明する。

　とても短い説明だったが、それを聞くうちに早苗の顔は歪んでいった。

「あ……せ、関口さん……」

　わっと泣き出した早苗が立ち上がる。

　その瞬間、冬萌は、衝撃を感じたと思うや、視界がぐるりと回転していた。

「え!?」

　痛みを感じた冬萌ののどから、高い声が出ていた。立ち上がった早苗の手で噴水へと突き飛ばされたのだとわかったのは、川内に引き起こされてからだった。

「なにやってんだおまえら！」

　気づけば三上が駆けつけ、早苗は泣いている。

「これ脱いで、はやく！」

　川内は濡れた冬萌のコートを脱がそうとしている。のろのろとそれにしたがい、いやに足が痛い、と見下ろした自分の下半身はずぶ濡れになっていた。あまりの水の冷たさを、冬萌の身体は痛みとしてとらえていたのだ。

　厚手だからか撥水加工されていたからか、コートに水が染み入る前に脱ぐことができた。

　だが、よかった、と胸をなで下ろせない。

「冬萌、これ着て。はやく」

　自分のコートを脱いだ川内にうながされたころ、やっと寒い、と自覚した。歯がガチガチと鳴りはじめている。

「道場に師範戻ってきてるから、とにかく戻ろう。そんなびしゃびしゃでいたら風邪引くから」

　声を殺して泣く早苗の肩を抱き寄せた三上の先導で、全員もときた道を道場へと向かった。

　近くのスポーツ用品店で川内が調達してきたジャージに冬萌が着替える間に、師範への説明はすんでいたようだった。

　道場で指導している姿を見たことはあるが、直接師範と顔を合わせるのははじめてだ。

「娘が申しわけありませんでした」

　師範が冬萌に深々と頭を下げる。ただ早苗はまだ冷静ではないらしく、冬萌の身体も冷えてしまっていることから、ひとまず解散することになった。

　車で来ていた三上の好意で、冬萌の自宅まで送ってもらうことになった。三上電工という文字の入った車だった。

　運転席にすわった三上は、後部座席のふたりに「ゆっくりしてな」とだけいい、それきり話しかけてこなかった。暖房が入れられているのに、なんだか身体の芯が冷えたまま温まらない。

　冬萌も川内も言葉が出ず、無言のまま小一時間ほど車に揺られた。







　あらためてシャワーで身体を温めたが、なんだかまだ寒い気がする。

「だいじょうぶ？」

「……ちょっと、寒いかなぁ」

　そういってふるえる冬萌をベッドまで引っ張り、川内は毛布と掛け布団をかけてくれた。すこしなにか考え、川内も布団のなかに入ってきた。

「……この方が、あったかいかな、って」

　冬萌と川内は足をからめ、ふたり同時にため息をついていた。

　早苗のことを口に出すのがなんだかはばかられ、べつの話題を口にする。

「……元カノって、私のことだと思わなかった」

「ほかにそんな子いるって思ってたわけ？」

　意外そうな声に、冬萌はくすぐったい気分になった。

「だって……まさくん、もてそうなんだもの」

「それをいい出しちゃうとね、冬萌だってそうじゃない？　もてそうっていうか、下塚さんにもててたでしょ。いままでだって……」

　川内の声が真剣味を帯びてきて、冬萌は彼の身体に抱きついた。声を止めた川内のくちびるに自分のそれを重ねると、川内は食らいつくようなくちづけをはじめる。

「直接あっためて……いい？」

　パジャマに手を入れてきた川内の動きが止まる。

「冬萌、ほんとうに身体熱くない？」

「え？」

「体温計ある？　どこ？」

「え、え……台所の……」

　川内が持ってきてくれた体温計で測った冬萌の体温は、平熱よりずっと高い三十八度を示していた。
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　熱が出るなんてひさしぶりだな、と横になってのんきにかまえていたのは、最初のうちだけだった。

　そばについていようとする川内に、風邪をうつしたら大変だから、と無理矢理帰ってもらった。川内は帰る前に風邪薬のほか、レトルトのおかゆやスポーツドリンクをしこたま買いこんできてくれた。ひたすら心配そうにしていたが、彼にまで熱を出されたら大変だ。

　冬萌がベッドから起き上がることにすらいい顔をしないため、川内に合い鍵を渡して施錠してくれるよう頼んだ。

　ベッドのなかから川内が帰って行くのを見守るのは、不思議な気分がした。付き合ってはいるものの、合い鍵を渡すなど特別なことのような気がしていたが、体調を崩したことをきっかけにすんなり彼の手に渡っていった。

　ひとりになった冬萌は、天井を見ていた。

　どのくらい時間が経ったのか、自分が天井を見つめる以外なにもすることができないと気がついた。身体を動かすのも億劫で、ベッドのわきに置いてあるスポーツドリンクを取ることもできない。

　あれ？　と内心おろおろするうちに、まぶたが重くなってくる。

　眠り、ふっと覚醒したかと思うと、身体もまぶたも重くてまた眠りに落ちる。それをくり返すなか、断片的な夢を見ていた。

　那智が現れ、川内が現れ、早苗が現れる。

　ふわふわとした心地の夢で冬萌は、川内とのことがはっきりしてよかった、彼を信じていてよかった、とつくづく考えていた。

　何度も覚醒をくり返すうちに、身体は楽になってくる。

　汗だくになっていて、着替えよう、と起き上がることができた。まだ身体の感覚はおかしいものの、熱は三十七度まで下がっていた。

　噴水に落ちて身体を冷やしたことが原因だろうか、と首をひねる。冬萌は温めたおかゆを食べ、川内に体調をメッセージを送って報告すると、また横になった。

　翌日の月曜日、冬萌は念のため会社を欠勤した。

　欠勤の連絡を会社に入れ、近所にある内科に向かった。

「風邪でしょう、ゆっくりしてくださいね」

　正味三分の、簡単な診察が終わった。眠くなりますよ、と注意つきの熱冷ましが処方されていた。

　病院を出ると、なんだか体調がよくなっている気がして、冬萌は近所を散策してみる。

　引っ越してきた当初にすこし歩きまわったことがあるだけで、普段は通勤で歩く程度。いつも夜に買いものをしている店や歩く道も、平日の明るい時間帯だと景色が違って感じられた。

　会社から帰ってくるころには閉まっていて、週末には混み合っているカフェなどに入るか迷ううちに、冬萌は頭がふらついてきていることに気がついた。

　あわてて家に帰り、熱を測ると七度台後半にまで上がってしまっていた。

　お腹は減っていなかったけれど、薬を飲むために残っていたレトルトのおかゆを食べた。熱冷ましを飲んで横になると、冬萌はすこんと墜落するように眠っていた。

　眠りはなにかガサガサという音で遮断され、目を開けた冬萌はそこに川内の姿を見つけた。

「……まさくん？」

　夢うつつに呼びかける。

「起こしちゃった？　ごめん」

　身を起こし時計を見れば、時刻はすでに八時をまわっている。

「あれ、どうしたの？　会社……帰り？」

　自分の声ががさついていて、冬萌は咳払いをくり返した。

「連絡つかないから、だいじょうぶか心配になって……鍵、預かっておいてよかった。スポーツドリンクの追加買ってきたよ、足りてた？　ほかになにか必要なものある？」

　カバンから取り出したスマホは、操作しても反応しない。充電が切れてしまっていた。

「わざわざごめんね……」

「いいよ、そんなの気にしないで。具合どう？　まだ顔赤いけど……」

「お医者さん行って、熱冷ましはもらったんだけど。ちょっとふらふらする」

　測った熱は三十七度、冬萌がおかゆを食べて薬を飲むのを見届けると川内は帰っていった。

　ベッドのなかで充電中のスマホを確認すると、後藤から具合を尋ねるメッセージが届いている。ありがとう、薬飲んでもう寝ます、と送信した冬萌は、薬のおかげかまた墜落するような眠りに落ちていた。







　念のため、と翌日も欠勤した冬萌は、水曜日になって出社した。

「急にお休みしてしまって、すみませんでした」

　冬萌は総務のフロアで頭を下げたが、周囲の反応がどこかおかしい。

　首をひねる前にとなりの席から、

「川内くんとつき合い出すの、はやくない？」

「……えっ」

　後藤あたりから漏れたのか──尋ねようとしたが、始業のチャイムが聞こえ、私語はあとで、と冬萌はデスクに向き合った。

　昼休みには事情はすぐ知ることができた。

　川内がフロアに顔を出したのだ。

「彼氏が呼びにきたよ」

　隣席からそう声がかかる。どういうことか、とあわてる冬萌を川内は手招いた。

　昼食を取りに入った定食屋の席で、冬萌は話を聞かされた。

　病欠した冬萌に後藤がスマホにメッセージを送っていた。だがそのとき冬萌のスマホの電源は落ちていたのだった。

　後藤は以前冬萌の部屋に遊びにきたことがあり、住所を知っている。ひとり暮らしの冬萌と連絡がつかないことを心配し、そのため差し入れを買って様子を見に行こうか、と後藤はほかの女子社員と話していたのだという。

　開発に顔を出していた下塚がたまたま聞きつけ、それなら自分も行きたい、といい出し──つい川内は「部屋の鍵を預かってますし、自分が行くから見舞いはなくても大丈夫です」と口を出してしまったのだという。当然周囲には後藤と下塚以外にも社員がいた。そこから交際の件はあっという間に広がっていったようだ。

　冬萌は運ばれてきた日替わり定食を前に、隠す理由もないことだし周知されていくのはしかたない、とあきらめていた。

「俺の部屋の鍵、渡しておくよ」

　彼は椅子の背にかけていたコートを手に取り、ごそごそとポケットをまさぐる。

　内ポケットから彼が取り出したのは、ちいさな紙の包みだった。

　差し出されたそれは、受け取ってみるとよれた感触がある。なかにかたく細長いもの──鍵が入っているとわかる。

「しばらくの間、まわりが冷やかしてくるかもね」

「ごめん。話すかどうか、相談してからの方がよかったかな」

「神社に出かけるとき、なにかごちそうおごってね」

　冬萌の一言で、ぱっと川内の表情が明るくなる。

「……冬萌の実家、行っていいの？」

　生家の近くにある神社なのだ、どうしても実家に顔を出す流れになるだろう。

　冬萌はうなずき、箸を手にした。







　ぐったりしながらトキノ玩具を出た。

　病み上がりということで残業はしなかったが、隙あらば周囲が川内とのことを尋ねてくるので疲弊してしまったのだ。

　となりには堂々とした川内がいて、連れ立って歩くことに照れもないようだ。

　ゆっくりどこかで食事でも、という雰囲気ではなかった。

　会社の近くまで出てきてくれている三上と、先日の早苗の件で会うことになっている。昼休みが終わるところに三上から連絡があり、川内が約束を取りつけたのだ。

　冬萌としては、もう終わりにしてしまいたい件だった。

　きちんとした説明を川内は早苗に求めていたが、噴水のそばで聞いた彼女の言葉だけで冬萌は充分だった。

　早苗は川内のことがずっと好きだった。

　彼が誰とも長く寄り添わないでいたから、その気持ちを自分のなかに押しこめていられたのだろう。そこに冬萌が現れて冷静さを失い、歯止めが利かなくなった──そんな話をわざわざもう一度、彼女から聞き出すのはいやだった。

　駅前に立っていた三上は、冬萌たちに手を振っている。

「車で来なきゃよかったなぁ、飲めないや」

　彼の先導で駅裏手のパーキングまで行き、そこに駐車してあった彼の車に三人で乗りこんだ。後部座席に川内と並んですわり、彼の肩に寄りかかる。

「な、ともちゃんとこまで行って平気か？」

「はい、そっちでお願いします」

　川内に顔を向けると、歯を見せて笑う。

「まだ熱下がったばっかりなんだから、泊まらないで自分とこ帰るよ」

「そっか、ともちゃん熱出てたんだっけ。もういいの？」

「おかげさまで、もう下がりました」

「そっかそっか、もうめんどくさいから、おまえら一緒に住んじゃえば？」

　川内を見上げると、彼も冬萌を見ていた。

「見つめ合ってんなよ……」

「だって……ねぇ？」

　冬萌の部屋に川内は頻繁に泊まりに来ているのだ、いっそどこかにふたりして引っ越してもいいかもしれない。

「……でもさ、神社行って冬萌の家に挨拶しに行くんだし……」

「はやくない……？　そんなことない……？」

「大丈夫……じゃないかな。なんだっけ、一人口は食えぬが二人口は食える……だっけ？」

「私は……す、住みたいけど」

「……住もっか」

　動き出した車のなか、並んですわった川内に手をにぎられ、冬萌はうなずいていた。

「あのさぁ」

　ミラー越しに後部座席をにらみ、三上が声を上げた。

「引っ越しのトラック俺手配するから、いちゃつくのはここじゃなくて、あとでゆっくりしてくれる？」

「ほんとですか？　ミカさんすいません」

　道路はさほど混んでおらず、順調に進んでいた。

　川内と三上は目的の話をはじめていた──早苗のことだ。

「まさ、おまえモテモテだなぁ、うらやましい。まさか早苗ちゃんがおまえに告ったことあるとか、考えたことなかったわ」

　三上はすべて話を聞いているのだろう。

「勘弁してください。冬萌があんな目に遭って、なんもうれしくないです」

「うん、おまえにもともちゃんにも、一切悪いとこないしな。でも早苗ちゃんのことも、俺は同情してるよ。本人もさ、ともちゃんに謝る資格はありませんって話してるから、やったことの自覚とか後悔はあるんじゃないか？　それで、ともちゃんどうしたい？」

　話の矛先が自分に向いて、座席でリラックスしていた冬萌はいささか驚いた。

「私は……エクササイズ教室、辞めようと思ってます」

　運動は楽しかったし、川内と同じ道場には通いたい。それにあんなことがあったとはいえ、冬萌は早苗のことを恨みたくないと思っていた。でもこの先顔を合わせたりして、その気持ちが変わるのが怖かった──なにより、怒っている川内を見るのがいやだ。

　横を見れば、川内と目が合う。

「またおまえら見つめ合いやがって……で、まさは？　どうしたい？」

「……俺も、道場辞めようかって思ってます」

「そっか」

　驚いたのは冬萌だけで、三上も川内も平静だ。

「まさくん、どうして……だって、せっかく続けてたのに」

「いや、俺大会に出たりもしてないし、ただ身体動かしに行ってるような状態だったから……へんな話、ほかのスポーツクラブでもいいし」

　そう冬萌に説明する声に、三上はとくに反応をしめさない。

「もしかしたら、こっちに来るときにすっぱり辞めておいた方がよかったかもしれない」

　苦しそうな顔の川内の手をにぎる。前方から三上のため息が聞こえたが、彼の声は至極明るいものだった。

「道場辞めても飲みには行けるしなぁ。こまかい手続きなんかは、川内がまとめてやるか？　冬萌ちゃんが早苗ちゃんと顔を合わさないですむように、話はしとくよ」

「ありがとうございます」

　静かな川内の声は、本気で辞めるつもりなのだ、と理解できるものだった。
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　ばたばたとクリスマスに向けて社内も慌ただしくなり、冬萌の頭からエクササイズ教室や早苗のことが消えていった。

　川内との交際を認めると最初は社内で冷やかされたりしたものの、しばらくするとそれもなくなった。加納に「寿退社の予定？」と気のはやいことを訊かれたりもして、冬萌としては苦笑するばかりだ。

　忘年会も終わり、社内の空気も一段落ついたものに変わり、仕事納めとなり──静かに一年が終わろうとしていた。

　そのころになって、冬萌宛に一通の手紙が届いた。

　差出人は関口早苗だ。

　更新手続きをせずにエクササイズ教室は退会、というかたちになっている。川内から道場──師範には、とくに詫びのようなことはしないでほしい、と先に釘を刺してもらっていた。

　彼女の名前を見ても、早苗の顔よりも、一緒に汗を流していたひとの顔を思い出す。

　封書を開けてみたところ、美しい筆跡で書かれた早苗の短いお詫びと、クリーニング代に、と商品券が入っていた。

　クリーニング代、といわれてもすぐわからなかったが、そういえば冬萌は噴水に落ちている。そのときのコートのことではないか、と風呂を使った川内が口を開いた。

「もう会うこともないだろうから、遠慮しないで使えばいいじゃん」

「いいのかな、そんなにクリーニング代かからなかったのに」

　倍どころではない金額の商品券だ。冬萌が弱っていると、川内が後ろから抱きついてくる。

「気にすることないよ」

　川内が腰に巻いていたバスタオルが落ちたが、彼はとくに気にしていない。

　三上から川内に連絡が時折ある。その大半が酒席への誘いだが、早苗が道場内で彼氏募集、と謳いはじめたといった情報ももたらされるようだ。彼女に気のある門下生もいるのだ、はやく川内のことが過去になればいい。

　問題があるとすれば、三上がいまだに冬萌の女友達を紹介してほしい、といっていることだろう。

「ん──」

　川内がくちびるを、耳の後ろやうなじに押し当ててくる。ついばむ音が重なって、冬萌は手紙をテーブルに置いて彼に向き直った。

「まだ私お湯使ってないし……」

「もう一回、俺お風呂入ってもいいよ」

　彼のそれは、ゆるやかな曲線を描いて首をもたげはじめていた。

「明日はやいんだから」

「運動しないと、緊張しちゃってるから、眠れなさそう」

　くちづけてきた川内は、せっかちに冬萌の服の下に手を入れてくる。

　翌日は早朝に冬萌の部屋を出発して、実家に帰省することになっていた──川内を伴って。

　電話口で彼氏を連れていく、と告げてからの母は、興奮してか言動がおかしくなっていた。明日実際対面したときのことを考えると、気が重い反面、楽しみでもあった。

「もお……先にお布団入ってて」

　抗議をしても川内は聞かず、冬萌の上半身をはだかにしてうれしそうな顔をした。

「……なに、いいお肉？」

　当てこするつもりもなく冬萌が尋ねると、川内はうなずいた。

「冬萌は全部イイと思う」

　笑い合い、冬萌はひとり浴室に向かう。

　川内がベッドで待っていると思うと、のんびりお湯を使う気になれない。先ほどの川内のようにせっかちに入浴し、浴室を出ると部屋の照明は落とされていた。

　常夜灯で薄暗く、すこし肌寒い部屋のなか、川内がベッドで手招いている。

　バスタオルを巻いていったが、川内はそれをむしり取るとベッドの下に放り出した。

　毛布やシーツの感触が、はだかの肌に気持ちいい。

　それ以上に、川内の肌にふれると蕩けそうになる。

「まさくん……っ、あ……っ」

　乳房に吸いついた彼の舌が、声をこらえられなくなるほどの刺激をもたらしてくる。乳暈ごと舌で愛されて、冬萌は胸を波打たせるような呼吸をしていた。

　尖った乳首を吸い上げ、川内の指が淫裂をもてあそぶ。スムーズに動く指から、そこがもう潤っていることを冬萌は知った。自分のはしたないところも、川内には解放していられる。

「俺、こらえきかないかも」

　すでに定位置に置かれるようになった避妊具をつけ、川内はやや上擦った声でうめく。

　覆い被さってきた川内は、冬萌の足の間で腰を落としていった。

　鈴口が入り口に押しこまれ、川内の吐息とともに深くに到達する。

　淫泉で川内の猛りが前後すると、冬萌は彼の背中に腕をまわして声を殺す。ちいさな声で喘ぎ、ねだるような甘い声で彼の名を呼んだ。

「ん……っ、や、っあ……あん……っ」

　彼の肌がなじんでいる。蜜をかき分ける雄々しい動きが加速していき、冬萌の感覚が絶頂に向かって高まっていった。

「だ、だめ……や、だめ……ぇ」

「冬萌、いって」

「ひっ……あ……」

　川内がささやくのと同時に、冬萌の下肢から激しい快感が嵐のように全身をなでていった。

　きつく腕をまわした川内の身体も、ぶるりとふるえ──淫肉をうがった彼が達したのだと我が身で感じる。

「好き……っ」

「うん、俺も……」

　放ってからも川内は冬萌の体内に留まり、そこを密着させたまま、ベッドに身体を横倒しにしていく。

　腰と足とをからめたひどくしどけない体勢だったが、彼と身をからめていられることを冬萌は喜んでいた。

　冬萌に腕をまわした川内は、そのまま眠ってしまったようだった。規則的な寝息が聞こえた。起きたとき、また身体が痛くなっているのだろうな、と思うとなぜか愉快になってくる。

　うっすらした常夜灯の明かりのなか、部屋に飾ったままのスカートが目に入った。

　結局スカートは入らないままになっている。

　体型そのものが変わってしまっているから、とそこはもう受け入れられていた。

　あのころと変わらず彼がとなりにいて、冬萌は幸福感に身を浸しながら目を閉じていた。











（了）










恋人のふりを頼まれました!?


イケメン同僚との偽恋は前途多難
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